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　世の中には知っておいた方がいいことと、知らない方がいいことがある。




　彼女の誕生日。

　彼氏が昔の女と別れた理由。

　内ない緒しよで編あんでる手編みのセーター。

　女によう房ぼうの浮うわ気き。

「愛してるよ……」

　言葉のウソ？

「私もよ……」

　なぁんて、負けじとウソ!?




　さてさて、これは一体知っていた方がいいのか、知らない方が幸せなのか!?

　なぬっ？　全部、色いろ恋こい沙ざ汰たじゃないかって？

　それでいいのだ。

　所しよ詮せんこの世は男と女。

　すべてはこのふたつの生命を中心に巡めぐり動いているのさ！

　しかぁし！

　この自然の摂せつ理りがいちじるしく乱れてしまった世界があった。

　地球を遠く離れた銀河辺境の星、惑わく星せいテラツー。

　二一世紀の終わり、増えすぎた人口の処理に苦く慮りよした地球政府は、宇宙開かい拓たくを建前上の名目に、外宇宙への移民──つまりはあてのない人口分散を開始した。

　目的地を持たない旅は困難を極きわめ、恒こう星せい間かん移民船〝メソポタミア〟がテラツーに漂着した時の生存者はわずかに六人……しかも、そのすべてが男だったという。

　漂着した六人の移民者は、自らの肉体を媒ばい体たいにクローンを誕生させ人口の増加を図った。

　女性という、子孫繁はん栄えいの道を失った彼らにとって、それはいたしかたない選せん択たくであったのだ。

　同時に、女性の代わりを務め、不足した労働力を補おぎなうための少女型汎はん用ようアンドロイド、マリオネットを開発し、やがて個々に六つの都市国家を形成するに至る。

　そしてついに、長い歴史のその中で、念願の『女性復活』という一大イベントを迎え、失われた自然の摂理はごく正常に戻るかと思われたが……。




　マリオネット──その存在が歴史の中から消えることはなかった！













序章　歴史の中のマリオネット










　　　　１




　キイィィィ……キイィィィ……。




　外れかかった店の看かん板ばんが風に揺ゆられて軋きしんでいた。

「はん、嫌いやな天気だぜ。こりゃひと暴れくるかな？」

　二重顎あごの主人が、店の入口から空を見上げて呟つぶやいた。

　テラツーを覆おおうプラズマ雲は実に気まぐれに、そのエネルギーを地上に向けて放出する。

　こんな夜は早々に店を閉め、晩ばん酌しやくとしゃれ込むのが日課なのだが……。

「最新型の、ＹＳ６キットを売ってください……」

　不意に聞こえた力ない女の声に、店の片づけをする主人の手が止まった。

「へっ？　ああ、いらっしゃい。パーツの交こう換かんですかい？」

　蛍けい光こう灯とうの明かりが、入口に立つ女の姿をぼんやりと映し出す。

「おお……」

　目鼻立ちの整った典型的な美人顔に均きん整せいのとれたプロポーション──しかし、その瞳ひとみからはまるで生気が感じられない。

　それが、寿じゆ命みようの切れかかった蛍光灯のせいばかりでないことを店の主人は知っていた。

「なんだ……マリオネットか」

　主人の顔からは営業用の愛想笑いが消えていた。

「そりゃウチは商売だから売らんことはないが、あいにく最新型は品しな薄うすでね。はてさて、次の入荷はいつになるやら見当がつかんよ。どうやら御お上かみの方で新型の生産に規制がかかっているようだ──って、帰ってあんたの主人にそう伝えるんだね」

「ＹＳ６キットを売ってください……」

「まいったね、こりゃ。ないもの売れって居い座すわられても困るんだがなあ。あんた、何か他の指示は受けてないのかい？」

「売ってください……」

「やれやれ……こりゃとんだ安物だ」

　主人が困こん惑わくするのも無理はない。

　マリオネット──それは、テラツーの歴史の中で誕生した少女型汎用アンドロイド。

　アンドロイドには元来、持ち主の指示に服従するための絶対的なプログラミングがなされているものだ。

　もちろんテラツーのマリオネットとて例外ではない。

　機能性の高いマリオネットであれば、一般生活に困らない程度の自己判断能力を備えていたりもするが……。

　当然そうなればそれだけお値段が張るわけで、一般に普ふ及きゆうしているマリオネットの能力などはたかが知れていた。

　聞き分けのないマリオネットに弱りはてる主人のもとへ、店の奥おくから強きよう烈れつな女のダミ声が飛んできた。

「ちょっと、アンタ！　いつまで仕事してんの!?　さっさとしないと晩飯片づけちゃうよ！」

　状じよう況きようから察するに、それは女によう房ぼうというやつか？

「ああああーーーーもう、今いくよ！　ったく、オレも結けつ婚こんなんかしねえで、マリオネットの一人もはべらしとくんだったぜ！」

　入口にマリオネットを残したまま、主人はさもイラだたしげに、店の奥へと消えていった。

「最新型の、ＹＳ６キットを売ってください……売ってください……」

　誰だれもいなくなった店内に、マリオネットの声が小さく響ひびく。

　繰くり返し……繰り返し……。




　　　　２




　夜の闇やみは、古代ローマのような町並みをスッポリと包み込んでいた。

　そこには、一目で貴族階級と分かる男たちが、酒に酔よい、マリオネットをはべらせながら闊かつ歩ぽしている。

　行き交うマリオネットこそ種々様々なものの、貴族とおぼしき男たちは皆一様に、やや長身で、しっかりとした体型を持ち、鼻を赤らめシャックリを連発する。

　画一的なこの風景の主役である彼等──貴族階級の人間は皆、同じ細胞から造られたクローン種族なのである。

　ここはテラツーに存在する六つの国家の中で唯ゆい一いつ、純血なクローニング種族による王位継けい承しようが引き継つがれている国なのだ。

『女性復活』という一大イベントがあったにもかかわらず、マリオネットの需じゆ要ようが絶えなかったのも、このクローンを貴族階級と崇あがめる政治的背景に起因していた。

　優ゆう秀しゆうなる子孫はクローンでまかなえばいい。

　国家組織をクローンという一部の貴族階級に委ゆだねたこの国において、男女間による子孫の繁はん栄えい、ひいては『女性復活』も何の意味をなさなかったわけだ。

　結果、貴族階級は、より美しく、より従順なマリオネットを従えることを競い合い現在に至る。

　ここはテラツーに栄えし六つの国家のひとつ、『ロマーナ』──。

　そう、クローンとマリオネットの町である──。




　　　　３




　ピカッ！

　ゴロゴロゴロ……。




　東西南北に細く高い四つの塔とうを従え、その中心に豪ごう華かな城を形成するロマーナの王宮。一筋の雷らい鳴めいがその姿を照らし出した。

　ゴロゴロゴロ……。

　……カァ……ン…………カァ……ン……。




　耳を澄すませば、天の呻うめきに紛まぎれて、かすかに乾かわいた金属音が聞こえてくる。




　……カァ……ン…………カァ……ン……。




　静まり返った王宮の庭に──、

　どんよりとしたプラズマ雲に覆おおわれた空に──、

　小さく、不ぶ気き味みに響ひびくその音は一体どこから聞こえてくるのか……？




　王宮の西に位置する塔の最上階。

　その扉とびらは固く閉とざされ、窓には鉄てつ格ごう子しがはめられている。

　部へ屋やには電灯と呼べる物はなく、代わりに大きめのランプが、俗世間とは明らかに隔かく離りされた別世界をボンヤリ照らし出していた。

　鉄格子の窓に簡かん易いベッド……それは現代の言葉を借りるなら、刑務所。

　ただひとつ違ちがうのは、古ぼけたコンピューター機器が部屋の傍かたわらにデンと構え、内部メカをあらわにしたマリオネットの体の一部が、天てん井じようのいたるところからぶら下がっていることだ。

　小さな板の間のその部屋は、寂さびれたマリオネット修理工場の様相を呈ていしていた。




　カアァァァァァァ……ン




　乾いた金属音が静かに響く。

　一体こんな不気味な別世界に誰が住んでいるというのだろう？

　部屋のランプがかすかに照らし出したのは、この世界にあまりにも似つかわしい、黒いマントを頭からスッポリと被かぶった一人の男であった。

　ハンマーを握にぎった男の手が、ゆっくりと振り上げられ、そして機械的に振り下ろされる。




　カアァァァァァァン！




　ハンマーの振り下ろされた先、中央のベッドの上には、裸はだかのマリオネットが一体横たわっていた。

　少女のようでいて、少年のようである──そのマリオネットは一言で言ってしまえば、子供。

　子供の体にハンマーを振り下ろす男、という一見狂気じみたこの光景も、大きく開かれた子供の胸から覗のぞく機械が、マリオネットの開発中であるという事実を知らしめていた。

　無数のコードに埋もれるように、その胸の中にハート型をした心臓部が見えている。




　カアァァァァァァ……ン……ギリッ！




『乙女おとめ回路』

　確かに、そう大きく書かれた回路を念入りに打ち据すえ、男は傍らのコンピューターレバーに手をかけた。

「もうすぐだ……もうすぐ私の解答を見せてやる……フフフ……」




　ピカッ！
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　一いつ瞬しゆんの稲いな光びかりが、男の顔を鮮せん明めいに照らし出す。

　その顔は、星のマークをあしらった冷たく白い仮面に覆い隠かくされているではないか！

「誰が本当に優ゆう秀しゆうなのか……誰が本当に正しいのか……思い知らせてやるぞ、ヴィレイ！ククク……」

　コンピューターレバーが下ろされ、途と端たんにベッドの上のマリオネットに電光が走った。

　仮面に隠された男の表情は知る由よしもないが、ヴィレイというキーワードを口にした男は確実に、冷たい笑みを浮うかべていたに違いない。

　そう思わせるだけの、自信に満ちた、冷たく低い男の笑い声であった。




　ドクン……！




　ほとばしる電光の中『乙女回路』がひとつ、大きく鼓こ動どうする。




　その夜、空にはいつまでもプラズマ雲が立ち込め、稲光はついぞ止やむことはなかった。

　クローンとマリオネットの町、ロマーナに変革の嵐あらしが近づいていることを暗示するかのように……。













第一章　ボク、バカだけど主人公！
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　ウオォーーーーーーーーーーーーッ！




　突つき抜ぬけるような青空に、人々の大だい歓かん声せいが響ひびきわたる。

　古代パンクラチオンの闘とう技ぎ場じようを思わせる巨きよ大だいなスタジアムに詰めかけた、人、人、さらに人、人、人……！

　一体何が人々をここまで熱くさせるのか？




『さあ、お待たせしました！　大詰めを迎むかえましたセイバーマリオネット格闘技大会、次はいよいよ優勝決定戦です！』




　ドワアァァァァァァァァァァァアッ！




　場内アナウンスにひときわ大きな歓声が沸わき起こる。

　セイバーマリオネット──それは普ふ通つうのマリオネットとは明らかに一線を画す、最高質の機能性と戦闘能力を兼かね備えた優ゆう秀しゆうなるアンドロイドである。

　そのチャンピオンを決定する試合が、今このスタジアムで行われようとしていたのだ。




『果たして優勝の栄えい冠かんを勝ち取るのはディフェンディングチャンピオンのルンか!?　はたまた、初出場ながら破は竹ちくの快かい進しん撃げきを続ける期待の大型ルーキー、ライムか!?　まもなく試合を開始します！』




　連勝記録を伸のばすチャンピオンと大型ルーキーの対決！

　いやが上にも盛り上がるシチュエーションに観衆の興奮は止とどまることを知らない。

　だが、その中にあってただ一人、やたらソワソワと落ち着かない少年がいるではないか。

　どこに？

　二階スタンド中央のＶＩＰ席──王族のために設けられた特等席にである。

　豪ごう華かな椅い子すに身を埋める少年の名はヴィレイ・ジュニア。

　ロマーナ最高執政官ヴィレイの息子むすこ、平たく言えば王子様である。

「うう～～～ん……ああ……ふう～～～……」

　呻うなったかと思えば天を仰あおいで、グラウンドを見つめてはタメ息を洩もらす。

　そのジュニアの横には、一人の少女がチョコンと腰を並べて座っていた。

　ピンクのチャイナ風ワンピースがお似合いの実にキュートな女の子だ。

　落ち着かない様よう子すのジュニアを覗のぞき込むように、少女が小さく声をかけた。

「ジュニア様？」

「うう～～～ん」

　ジュニアは呻った。

「……ジュニア様」

「ああっ……」

　天を仰いだ。

「ねえ、ジュニア様ってばあ！」

「ふう～～～」

　タメ息をついた。

「んもう……ジュニア様ーーーーーーーーーーーッ！」

「うわあああああああああああっ！」

　驚おどろいた。

「どどどどどどどど、どうしたのチェリー？　そんなに大きな声で!?」

「だって……ジュニア様ったら、普通に呼んだって気がついてくださらないんですもの」

　チェリーと呼ばれた少女はちょっとふてくされた様子で言った。

「えっ!?　あ、ああ、そうだった？」

「そうですよ。何だかさっきっからそわそわと落ち着かないご様子で……」

「う、うん……その、僕もまさかライムが決勝戦までくるとは思わなかったから、何だか気が気じゃなくってね」

「お気持ちは分かりますが、試合をするのはライムなんですから……ジュニア様がそんなに緊きん張ちようすることはありませんわ」

「それはそうなんだけど……」

　なるほど。

　優勝決定戦に出場するライムとは、ジュニアの持つセイバーであったか。

「そうだ、私、何か冷たい物でも買ってきます！　何かお飲みになって、少し気を落ち着けるといいですわ」

　言うなり、チェリーは立ち上がって階段の手すりに手をかけた。

「あっ、チェリー」

「はい？」

「ごめんね、何だか気を遣つかわせちゃって……ありがとう」

「えっ!?」

　ジュニアの澄すんだ瞳ひとみがチェリーを見つめる。

（ジュ……ジュニア様！）

　チェリーの胸に、キュン！　と、熱い思いが込み上げた。

（そ、そんな……わたしはジュニア様にお仕つかえする者として当然のことをしているだけなのに……こんなにやさしい言葉をかけてくださるなんて……）

　チェリーのほっぺたがサクランボ色に染まっていく。

（でも、そんなジュニア様が……そんなジュニア様が……わたしは……ス・キ！）




　ぐにゅにゅにゅにゅう～～～～～ん。




　チェリーの手にした手すりは飴あめのようにひん曲がり、見事に『の』の字を描いて見せた。

　チェリー、あんたもセイバーか！

（ああ……ジュニア様のそのつぶらな瞳で見つめていただけるだけで、わたしは幸せですう～～～）

　そう心の中で呟つぶやいて、チェリーはチラリとジュニアのつぶらな後頭部に目を向けた。

　後頭部？

　その時すでに、ジュニアの熱い視線はグラウンドに注がれていたのだ。




『さあ、セイバー格かく闘とう技ぎ大会優勝決定戦、選手入場です！』




「ライム！」




　ドワアァァァァァァァァァァァァァァツ！




　場内の歓かん声せいよりも一いつ瞬しゆん早く、ジュニアはライムの名前を叫さけんでいた。

　さあ、いよいよ注目の大型ルーキー、セイバーマリオネット、ライムの登場だ！

　降り注ぐ太陽の日ひ射ざしと万ばん雷らいの拍はく手しゆを浴びながら、グラウンドに一歩足を踏ふみ出したその姿は！

　短パンズボンに、おへその見えそうな短いＴシャツ、背はちっこくて体は細く、少女のようでいて少年のようである。

　一言で言ってしまえば……子供だ！

「ウハッ、すごいなあ～～～～～、みんな声が大きいなあ～～～～～。へへッ、でもちょっとうるさいなあ」

　ライムは、興奮の坩堝るつぼと化した観客席を見み渡わたして屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せた。

　対するセイバーチャンピオンのルンは、ライムとは対照的に、腕うで組ぐみをしたまま余よ裕ゆうの笑みを口元に浮かべていた。

「フン……カワイソあるが、格闘技大会三連れん覇ば中のワタシがこんな子供に負けるわけないよ！　はい～～～～～～！」

　ルンが闘気を込めて中国拳けん法ぽうよろしくファイティングポーズをとる。

　チャイナドレスのスリットからスラ～～～リと伸のびた健康的な太ふと股ももが眩まぶしいぜ。




　おおおおお～～～～～～～～～～っ！




　場内の歓声はどよめきに変わった。

　観衆の目がルンの妖あやしい色いろ香かに惑まどわされても、ジュニアの視線は揺ゆるがない。

「ライムーーーーーーーッ！　頑がん張ばってーーーーーーっ！」




「えっ？」

　どんな大歓声の中でも、ライムにはハッキリとジュニアの声だけが聞き分けられた。

「あっ、ジュニアだ！　わーーーーーーーーい、ジュニア、ジュニア～～～～～～ッ！」

　スタンドの中に米粒大のジュニアを発見したライムは、ピョンピョンと飛び跳はねながらジュニアの声せい援えんに応こたえた。

　その隙すきをチャンピオンのルンが見み逃のがすはずはない。

「はいいいいっ！」




　ビシュウゥゥゥゥッ！




「うわあっ！」

　ルンの放った掌しよう打だがライムの頭上で風を切る！

「ちょちょちょちょちょ、ちょあぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うひゃあっ！」

　ここぞとばかりにルンの連続攻こう撃げきが火を吹いた。




「ああっ、ライム！　ダメだよ、試合中によそ見なんかしちゃ！」

　それが自分のせいであることにはまるで気がついていなかったりする。

「……ったく、ライムったら自分の状じよう況きようをまるで分かってないのよね」

　椅い子すに座すわり直してチェリーは言った。

「試合に勝つには緻ち密みつな計算と集中力がなくっちゃ。ねえ、ジュニア様!?」

「う、う～～～ん。でもそれはしょうがないよ。ライムはチェリーと違って造られたばっかりのセイバーだからね。なんとか頑張ってくれればいいんだけど……」

　興奮気味のジュニアの顔に不安の色が浮かぶ。

　造られたばかりのセイバーマリオネット。

　それは人間に例えるなら生まれたばかりの赤ん坊ぼうと一いつ緒しよである。

　もちろんセイバーであるが故ゆえ、基本的な言語能力はある。

　初出場のライムが優勝決定戦にまで残れたのも、最新型としてのたぐいまれなきパワーを持っているからだ。

　ただ悲しいかな、思考能力にいたってはゼロに等しい。

　三歳児並の知能しか持ち合わせない今のライムに、試合の駆かけ引きを期待する方が無理というものだ。

　もっとも、その分余計なことを考えずに、今ある出来事を素す直なおに受け入れることもできるのだが……。




　事実、矢のように繰くり出されるルンの手しゆ刀とう、抜ぬき手に回し蹴げり、踵かかと落としにアッパーカット、延えん髄ずい斬ぎりに飛び膝ひざ蹴りにエトセトラ──それらのすべてを紙一重の差で躱かわしているライムはといえば、

「うわあっ、すごいなあ～～～～～、カッコイイなあ～～～～～」

　実に素直に単純に、キラキラと尊望の眼差まなざしでルンを見つめているではないか。

「な、なにを吞のん気きなことを！」

　初めてルンが焦あせりを覚えた。

　これは完全に自分の攻こう撃げきを見切られているということである。

「くっ……これならどうあるね！　ちょあ～～～っ！」

　シュシュッ！　と、ルンの両手が十字を切った。




　ドワアァァァァァァァァアッ！




　ひときわ高い大歓声がスタジアムに巻き起こる。

「うわあっ、マズイ！　あれはルンの必殺奥おう義ぎ『雷らい王おう拳けん』！」

　ジュニアの悲鳴にも似た声が、雷王拳の威い力りよくを物語る。




　バキィーーーーーーッ！




「は、はれれれれ～～～～～～？　うひゃあっ、目が回るう～～～～っ！」

　ルンの強きよう烈れつな前蹴りで、ライムの体はクルクルと空中高く蹴り上げられていた。

　ジャンプ一番、ライムの頭上まで飛び上がったルンの目が、勝利を確信したかのようにキラリと光った。

「いくあるよ！　必殺！　雷王拳ーーーーーーーーっ！」

　電光を込めたルンの拳が、目にも止まらぬ速さでライムに炸さく裂れつした！

「どしえぇぇぇぇぇっ！」




　ドガガガガガッ！

　ギュウ～～～～～ン……どっかあぁぁぁぁぁぁぁあん！




　もうもうと立ち込める土つち煙けむり。

　空中から真っ逆さまに叩たたき落とされたライムは、顔面を土の中にめり込ませた恰好で地面に突き刺さっていた。




「ああっ！　ライムッ！」

「うわあ～～～～」

　思わずジュニアが身を乗り出し、チェリーが目を丸くする。

　誰もが、勝負あった！　と、思ったその時──。




　すっぽおぉぉぉぉぉぉん！




　地面から頭を引っこ抜いたライムが、プルプルッと顔についた土を振るい落とす。

「アハハハハハハハハ……あ～～～、面おも白しろい！」

　なぬっ？

　緊張して成り行きを見守っていた観衆が一いつ斉せいにズッコケた。




「ラ、ライム……」

「タ、タフだわ～～～」

　チェリーが呆あきれ返る。




　対戦相手のルンはといえば、それはもう呆れるどころの騒さわぎではない。

　絶対の自信を持つ必殺奥おう義ぎを受けたにもかかわらず、ケラケラ笑って喜んでいる対戦相手を目の前にしているわけだからして、彼女の頭の中はパニック寸前。

「い、いったいこの子のパワーはどうなってるあるね？」

「ようし、ボクもやってみよう！」

「はい？」

「いっくぞぉ～～～っ、それっ！」




　ドゲシッ！

　ばびゅううううううううううううううん！




「あいーーーーーーやーーーーーーーっ！」

　ライムの前まえ蹴げりでルンが空中高く舞まい上がる。

「ジャーーーーーーンプ！」

　グルグルグルグル高速回転で宙に舞うルンの頭上にライムが跳び上がった。

「え～～～～と、らい、らい……らいらいけーーーーーーん！」

　ちょっと違ちがうが、とにかくライムの拳こぶしがうなりをあげた！




　ズバババババーーーーン！

　ドキョルルルルルーーーーーーーーン！

　ドガッ、ズバッ、メリッ、ボコッ、どてばかしゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！




　見ている者には、一いつ瞬しゆん、何が起こったのか分からなかった。

　気がつけば、地面には『大の字』の穴あながポッカリとあいている。

　その地中奥おく深くから、かすかに聞こえるルンの声。

「ギ……ギブアップ……ある……よ」




『ギブアップ！　チャンピオンのルン選手、ギブアップであります！　この瞬間、新セイバーチャンピオン誕生！　見事、初出場のライム選手が新チャンピオンに輝かがやきました！』




　ドワアアアアアアアアーーーーーーーーーーッ！




　我に返った観衆から大歓声が沸わき起こる！

「やったあっ！　凄すごい、凄いぞ、ライムーーーーッ！」

　興奮したジュニアが立ち上がって声援を送る。

「ジュニア様……そんなにライムのことを……」

　まるで自分のことのように喜ぶジュニアを見て、チェリーがポツリと呟つぶやいた。




　ドドーーーーーン！　パチパチパチ……。




　新チャンピオン誕生を祝いわう花火が盛大に打ち上げられ、格闘技大会は終わりを告げた。




　　　　２




　夏草や、強つわ者ものどもが夢のあと……。

　静まり返ったスタジアムでは、地中に埋うまったルンの救出作業が淡たん々たんと続いていた。

　しかし、一歩スタジアムの外に足を踏ふみ出せば……

　そこは！

　町の街路にところ狭せましと軒のきを並べた屋台の数々。

　賑にぎやかな爆ばく竹ちくの音が鳴り響ひびき、町は陽気に行き交うロマーナ市民で溢あふれ返っていた。

　今日はロマーナの、国をあげてのお祭り日。

『女性復活二百年祭』と銘めい打うたれたこの日ばかりは、貴族も一般市民も、人間もマリオネットも分け隔へだてなく町に繰くり出し、ロマーナ市全体が活気に満ち溢れている。

　セイバー格闘技大会も、祭のイベントの一いつ環かんとして開かい催さいされていたというわけだ。

　かくして、格闘技大会初出場にして見事優勝の栄えい冠かんを勝ち取ったライムは、自分の背せ丈たけほどもあるような巨きよ大だいな優勝カップを抱かかえて人の波にもまれていた。

「ふあぁぁ～～～、人がいっぱいでクラクラするよう。ジュニア～～～～？　ジュニアどこおーーーーーっ!?」

　花火見物しようと町に出たのはいいけれど、遊歩道に溢れ出した人の壁かべが、ちっちゃいライムの視界を遮さえぎる。

「ジュニアーーーーッ!?」

　ジュニアとチェリーを見失ってたちまち半ベソ状態になるライムであった。




「あれっ、ライムは？」

「えっ!?」

　ジュニアがライムのいないことに気がついたのは、遊歩道を抜ぬけ、ロマーナ中央公園の芝しば生ふの広場に出たときだった。

　振ふり返れど、遊歩道の人ひと垣がきに埋もれたライムの姿はどこにも見えない。

「うんもう、ライムったら本当にグズなんだから！　ジュニア様、ライムのことなんか放っておいて私たちだけで行きましょう。子供じゃないんだから一人で帰れますわ、きっと」

「ライムはまだ子供だよ……」

　ジュニアが苦笑する。

「それにライムはまだ、この社会のことを何も知らないからね。何かしでかす前に見つけださないと」

「ふう……まったくしょうがないわね。わたし、ちょっと見てきます」

「う、うん。頼たのんだよ、チェリー。僕も近くを探してみるよ」

　言うなり、辺りに視線を走らすジュニア。

（………ジュニア様）

　ちょっと期待していたチェリーだが『ありがとう』の言葉はなかった。

「ふう………！」

　ちょっとガッカリしたように、それでもチェリーはライムを探すため雑ざつ踏とうの中に走って行った。

　鈴すずなりというほどではないものの、芝生の広場もかなりの人出で賑にぎわっている。

　カップルがたわむれ、母親が微笑ほほえみながら子供の手を引く。

　穏おだやかな午後の微睡まどろみに包まれた風景。

　しかしその中に、あの爆ばく発はつ的てきな元気を誇ほこるライムの姿はない。

　ジュニアの言う通り、ライムはまだ子供である。

　何も知らないライムが一人になって困っていないはずがない。

　得も知れぬ不安がジュニアの心を過よぎる。

「おーーーーい、ライムーーーーーーッ！　どこだい、ライムーーーーーッ!?」

　迷まい子ごになった子供を探す母親のように、ジュニアは声を張り上げた。

「あっ、ジュニア！　ジュニアーーーーーーッ！」

「ライム!?」

　ライムの声が聞こえたのと同時に、遊歩道の人垣がザワッとうごめいた。

「よかった……えっ!?」




　ザワザワザワ……。




「……って、ライム、慌あわてちゃダメだよっ！」

　ジュニアが、まさか、と思って声をあげたが時すでに遅おそし！




　どわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあん！




　遊歩道の人垣が左右にぶっ飛び、その中からライムが一直線に飛び出した。

「ジュニアだ！　わーーーーーーい、ジュニアーーーーーッ！」

「な、なんじゃあ!?」

　いつの間にやら道の端はじまで瞬しゆん間かん移動してしまった人たちは、まるで状じよう況きようが飲み込めずに目をパチクリさせる。

「あらら……」

　やってしまった、とばかりにジュニアが頭を抱かかえる。

　そんなことにはお構いなし！

　最短距きよ離りを使ってやって来たライムはせっかくの優勝カップも放り出し、ぐわぁばっ！　とジュニアに抱だきついた。

「わーーーい、ジュニアいたあっ！」

「うわっ！　ちょ、ちょっと、ライム！」

「うにゅうううう～～～～、ぐしゅしゅ……」

「や、やめてよ、苦しいよ～～～～～！」

「ヤダ！　ジュニア、どっか行っちゃうからヤダ！」

　ジュニアの首に回したライムの腕うでにはよりいっそう力が入り、その体は激しくジュニアの上にのしかかっていった。

「おおおおおお～～～～～～っ」

　周りの男連中から感かん嘆たんのタメ息がもれる。

　ハタからは、それだけ熱ねつ烈れつな『抱ほう擁よう』に見えたのである。

　実際には熱烈ではなく、強烈が正しかったが……。

　ライムのバカ力に締しめ上げられて、ジュニアの額には脂あぶら汗あせが浮うかんでいた。

「ラ、ライム……僕はどこにも行ったりしないよ……。だから……離はなして……」

「……ホント？」

　ライムの手からスウッと力が抜ぬけ、ライムはそのままペタンと座り込んだ。

「ホントに行かない？」

　ジュニアを見るライムの顔は涙なみだと鼻水でグシャグシャである。

　これがルンの激しい攻こう撃げきにもケラケラ笑っていたライムと同一人物であろうか？

　そうなのだ。

　そのパワー同様、実に素す直なおに単純に、初めて遭そう遇ぐうした『不安』を感情表現した結果がこれなのだ。

　そのことを知っているから、ジュニアは優しく言って聞かせた。

　ライムを安心させてやるために。

「行かないよ。大好きなライムを置いて行くわけないだろ」

「ス……キ……？」

「そうだよ。僕はライムと一いつ緒しよにいるととても楽しいんだ。だから一人でどこかへ行ったりしないよ」

「それが、ス・キ？」

　ライムがキョトンとジュニアの顔を覗のぞき込む。

　ジュニアは黙だまって小さく頷うなずいた。

「あはっ！　それじゃボクもジュニアがだーーーーーーーいスキ！」

「えっ!?」

　再びライムの熱い抱擁を受け、ジュニアは顔を真っ赤に染めた。

「むぎゅうぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　勿もち論ろん、照れてのことではなかった。

「あ！」

　今度は慌あわてて力を緩ゆるめるライム。

「げほっ！　げほほっ！」

　噎むせ返るジュニアを見て、ライムはちょっぴり顔を曇くもらせた。

「ごめん、ジュニア……これ、ヘン？」

「ふう～～～っ。へ、変じゃないかもしれないけど……とりあえず、ライムは少し、自分の力を抑おさえることを覚えないとね」

「ほえ？　チカラ……どうして？」

「今のままじゃライムだっていつかケガするかもしれないし、なんかのはずみで関係ない人まで巻き込んじゃうかもしれないだろう」

　もう巻き込んでる気もする……。

「ふ～～～～～～ん、そっか！」

「わかった？」

「わかんない！」

「えっ!?　プッ……ハハハハハ……！」

　思いっ切り大きな声で答えるライムに思わずジュニアが吹ふき出した。

　何がおかしいのか、さっぱり分からないライムがキョトンとなる。

　が、すぐに続けて元気に言った。

「わかんないけど、ジュニアが言うんだったら、ボク、そうする！」

「ハハハ……ありがとう。でも大だい丈じよう夫ぶ、きっとすぐに分かってくれるよ。だってライムは生まれてくる時にとってもいい物をもらったんだから」

「いい……モノ？」

「そう、ここにね」

　ジュニアはライムの胸を指差した。

「乙女おとめ……回路……？」

「……そうだよ」

　優しい笑顔でジュニアが答えた。




『乙女回路』──それは、かつて女性復活が試みられた時に開発されたバイオチップの一種である。

　マリオネットは乙女回路を持つことにより、人間と同様の自我や感情を持ち、精神的に人間の女性と何ら変わらない存在となることができる。

　乙女回路は思考能力同様、成長していく感情であり心なのだ！

　その感情を育てるのは、持ち主の与あたえる経験値に他ほかならない。

　ライムがどんなセイバーに育つのか？

　それは主人であるジュニアの手に委ゆだねられているのだ。

　良くも悪くも、ジュニアの教育によってライムの性格は決定づけられる。

　はたしてジュニアは、ライムをどんなセイバーに育てたいのか……？




　ジュニアは子供に言って聞かせるように、優しい口く調ちようで丁てい寧ねいに言った。

「ここに、ライムの心があるんだ」

「コ……コ……ロ……？」

「ライムは心を持って生まれたんだ。だからね、僕はライムにただ力が強いだけじゃない、優しい、心のキレイなセイバーになってほしいんだ」

「なるよ！　優しい、心のキレイなセイバーに！」

　いとも簡単に答えるライム。

　セイバーには元々、主人に対する忠ちゆう誠せい心しんがデータとしてインプットされている。

　ジュニアの言うことにライムが何のためらいもなく答えるのも、そんなデータが働いてのことかもしれない。

　でも今は、そんなライムの素直さがたまらなく嬉うれしいジュニアであった。
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「ありがとう……ライム」

「テヘッ！」

　明るく笑うライム。

　ジュニアにはそれが、ちょっと照れた素そ振ぶりに見えた。

　ジュニアとライム。

　夕ゆう闇やみ迫せまる公園で、それは実に微笑ほほえましい光景であったのだが……。

　見る人によっては、捉とらえ方が違ちがったりもする！




　ズバガガガガガガーーーーーーーーーン！




　木の陰かげから二人の様よう子すを見て凍こおりつく少女が一人。

　チェリーである。

「そっ……そんな、まさか!?　わたしがちょっといない間に、ライムがジュニア様とあんなに親しげにしているなんて……。ひっ、ひくうぅぅぅぅぅっ！　あ、あのジュニア様の手の位置は一体なにいぃぃぃぃっ!?」

　ま、そう思って見れば、見えないこともないですかねえ？

「お、落ち着け……落ち着くのよ、チェリー……わたしはジュニア様にお仕つかえするセイバーですもの。もしジュニア様がそれをお望みになるのなら、それはそれで仕方のないことなんだわ～～～～……ううっ」




　きゅきゅきゅぅーーーーーん！




　せつない痛みがチェリーの胸を容よう赦しやなく襲おそった。

　せつない……？

　チェリーもまた乙女回路を持ったセイバーマリオネットなのだ！




　ドドッ……ドドッ……ドドッ……！




　激しく鼓こ動どうする乙女回路を抑おさえようと、チェリーが自分に言い聞かせる。

（こ、こういう時は、ええっと……そう！　恋こいに破れた乙女のとるべき道はただひとつ！　何も見なかったように、黙だまってここを立ち去るの。それが愛するジュニア様に対する思いやりってものよねえぇぇぇぇっ！　ああ……このせつない胸の内、分かっていただけますか、ジュニア様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！）

　今のところジュニアのライムに対する思いは、生まれたばかりのセイバーを育成するという興味を通してのものなのだが、恋する乙女にそんな理屈は通じない！

　何だか早はや合が点てんして一人身み悶もだえるチェリーであった。

　それだけチェリーの乙女回路は順調に育っているということか。

（……ちょっぴり悔くやしいけれど……ライム、これからはあなたがジュニア様をお守りしてね……ぐしゅ……ジュニア様、さようならぁぁぁぁぁぁぁぁっ！）

　バッと振ふり返って走り出そうとしたチェリーだが、

「何やってるの、チェリー？」

「はれ？」

　そこには憧あこがれのジュニア様が立っていた。

「ジュニア様……どうしてここに？」

「ど、どうしてもなにも……」

　心なしか上気したジュニアが口ごもる。

「へっ？　は？　あれ？」

　気がつけばチェリーを取り囲むようにたくさんの人ひと集だかりができている。

　ざわざわざわ……。

「よっ、ネーチャン、色っぽいぜ」

「いいわね～～、若い人は……」

（ま……まさか!?）

　周囲のざわめきにサーーーーッと血の気が引くチェリー。

「あのね。チェリーが呼んだんだよ。大きな声で、ジュニア様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ、て」

　ライムの言葉がトドメを刺した。




　どっかあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！




　一度引いた血の気が、一気に頭にさかのぼる。

　いつの間にやら声に出して叫さけんでいたのね、チェリーったら。

「と、とにかく、ライムも見つかったことだし、もう行こうよ」

　衆目にさらされて、ジュニアは早くこの場を立ち去りたいと言わんばかりだ。

「あ……で、でも」

「わーーーーい、花火だ、花火だ！」

　無む邪じや気きに喜ぶライムにチラリと目をやって、

「……わたしが一いつ緒しよじゃご迷めい惑わくじゃありません？」

　さも言いづらそうにチェリーは言った。

「えっ？」

　ジュニアにはそれがどういう意味か分からない。

「何言ってんの？　皆みなで行こうって約束したじゃない。チェリーが一緒でなくちゃ楽しくないよ」

　その一言で、パアッと表情の明るくなるチェリー。

「ジュ……ジュニア様！」

「早くう！　ねえ、チェリーも行こう」

　ライムがチェリーの腕うでを引っ張った。

「そ……そうね……行きましょうか！　ねえ、ジュニア様！」

　スルッと、チェリーはジュニアの腕に手を回した。

「えっ!?　ちょ、ちょっと、チェリー」

　ジュニアの腕に伝わるちっちゃくて柔やわらかな胸の感かん触しよく。

　今度ばかりは間ま違ちがいなくジュニアの顔が真っ赤になった。

　なまじ人間らしい分、ジュニアにとってチェリーは普ふ通つうの女の子となんら変わりがないのかもしれない。

「あっ、なに、それ!?　ボクもやるう～～～っ！」

　空いた片方の手にライムが見よう見まねでからみつく。

「うわっ、ライムまで！　なんだか恥はずかしいよおっ」

「フフフ……いいから、いいから、ジュ・ニ・ア・様！」

「そうそう。いいから、いいから」

　二人の可愛かわいらしいセイバーマリオネットに挟はさまれて、照れることしきりのジュニアであった。

　このっ、幸せ者！




　　　　３




　太陽が町の彼方かなたに隠かくれ始めていく。

　ロマーナ現最高執しつ政せい官かんヴィレイは、王宮のテラスに立ち赤く染まったロマーナの町を一望していた。

　がっしりとした体格と、口と顎あごにたくわえられた見事な髭ひげが最高執政官としての貫かん禄ろくを漂ただよわせている。

　ただその目が幾いく分ぶん疲つかれた様よう子すであるのは気のせいか？

　賑にぎわいの冷めやらぬ町を眺ながめて何を思うのか、黙だまって吹ふきつける風にその身をさらしているのであった。

「ヴィレイ様……」

「……ブラッドベリーか」

　振ふり向きもせずにヴィレイは答えた。

　ヴィレイの後ろには白いドレスを纏まとった褐かつ色しよくの美少女、セイバーマリオネットのブラッドベリーが控ひかえていた。

「風が出てまいりましたわ。中へ……」

「うむ……。ジュニアはどうした？」

「ジュニア様なら、ライムとチェリーを連れて町に出ました。ライムをセイバー格かく闘とう技ぎ大会に出場させるんだって、張り切ってましたわ」

「フフ、そうか……。ジュニアめ、初めて生まれたばかりのセイバーを持ったものだから、色々なことを教えていくのが楽しくてしょうがないんだろう」

　クスッとブラッドベリーが笑った。

　不ふ思し議ぎそうにヴィレイがブラッドベリーに目を向ける。

「……どうした？」

「いえ、だから最近チェリーがすっかりむくれちゃって」

「仲が悪いのか？」

「違ちがうんですよ。ジュニア様がライムのことばかり構うもので……でもライムは何も分からないからチェリーにもなついちゃって、それでまたチェリーが……」

「なんだ、ヤキモチか。フフ……ハアーハッハッハッ……！」

　ヴィレイは笑った。

　実に楽しそうに。




　王宮の広間はやけに静まり返っていた。

　巨きよ大だいなテーブルの上かみ座ざに座すわって、ヴィレイは一人で簡単な食事を済すませた。




　カチャ……。




　ブラッドベリーがヴィレイの前に食後のティーを差し出した。

　ティーカップの音が妙ちように大きく響ひびいた気がする。

「静かなものだ……。こんなに静かな日を迎むかえたのは初めてかもしれない……」

「今日は王宮の者もみんな出で払はらっておりますから。お祭りはいいですわ。貴族も市民も、みんな一いつ緒しよになって楽しめますもの」

「そうか……」

　一いつ瞬しゆんだが、ヴィレイは満足気な表情をして見せた。

「ヴィレイ様はお出にならなくてよろしいのですか？」

「かまわんさ。今日はロマーナ市民とこれからのロマーナを創つくる若者たちのための祭だ。老兵は静かに茶でも飲んでいることにするよ」

「そんな、老兵だなんて……ヴィレイ様ったら」

「ブラッドベリー。お前こそ、私にかまわず行ってきたらどうだ？　今年の花火は特に盛大にやるそうだ」

「私は……」

　いつになく気弱なヴィレイが気にかかる。

「私は、ヴィレイ様のお側そばにおります……」

　そう言って、そっとヴィレイの手の上に自分の手を重ねて置いた。

　そんなブラットベリーの気き遣づかいが嬉うれしい。

　だからヴィレイは素す直なおに言えた。

「すまない……。お前はどんな女性よりも女性らしい心を持っている……」

「そんな……私はただ……」

「いや、いいのだ。こうしていると、女性復活二百年を経て、今このロマーナに乙女回路が甦よみがえったのもただの偶ぐう然ぜんではないと思えてくる……」

「ヴィレイ様……」

「ロマーナの歴史は血ち塗ぬられている。我々は『ミラーヌの惨さん劇げき』に学ばなければいけなかったのだ」




　ミラーヌの惨劇──。

　女性復活後もクローンによる人口増ぞう殖しよくを続けてきたロマーナだが、クローン種族の中には時として、遺伝子の情報伝達に異常をきたした粗そ悪あく品ひんが誕生することもあった。

　コピーのコピーが色いろ褪あせていくように……。

　それは予想できない事態ではなかったが、必ずしも回かい避ひできる事でもなかった。

　同じ条件の下もと、同じ過程で誕生させたクローンであっても、それがいつ発生するか確かなデータはないからだ。

　実に気まぐれに、ある日突とつ然ぜんそいつは誕生してしまう。

　そして、実に気まぐれに、ある日突然ロマーナの町は炎ほのおに包まれた。

　欠けつ陥かんクローンの暴走……！

　理由はいたって簡単だが、それによって受けたロマーナの被ひ害がいは想像を絶していた。

　多くの人間が業ごう火かに焼かれ命を失っていったのだ。

　クローン技術によって、貴族と呼ばれる階級の人間はいくらでも再生できた。

　しかし一度消えてしまったロマーナ市民の命は二度とは帰ってこない。

　同じ過あやまちを繰くり返してはいけない……！

　ロマーナ市民に多くの犠ぎ牲せい者しやを出したこの事件は、今なお最高執政官としてのヴィレイの心に重くのしかかっていた。




「ロマーナが生まれ変わるのは今しかない。しかし、それが私にできるのだろうか……所しよ詮せんこの手は血塗られた手！」

「!?」

　ブラッドベリーの手の下で、ヴィレイの手がググッと握にぎりしめられた。

　過去の忌いまわしい記き憶おくがヴィレイの心を荒ぶらせる。

「私のやっていることは間ま違ちがっているのか!?　私はただ、もうこれ以上、何の罪もない市民を犠牲にしたくないだけなのだ！」

「ヴィレイ様!?」

　咄とつ嗟さに、ヴィレイの背後からブラッドベリーが覆おおい被かぶさる。

　ブラッドベリーの豊かな胸はヴィレイの頭を抱かかえ込み、ヴィレイの首に回した二本の腕うではしっかりとその体を抱だきしめた。

「ブラッドベリー……！」

「大だい丈じよう夫ぶ、何も心配なさることはありません……ヴィレイ様のお気持ちはこの私がよく存じています」

　ヴィレイの耳元でブラッドベリーが静かに囁ささやく。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが二人を包み込んだ。

　ヴィレイにはたった数秒の沈黙が、まるで何時間ものように感じられた。

　その時間の中で、遥はるか昔に覚えのある、得も知れぬぬくもりと安らぎを感じ取っていた。

　それはヴィレイがこの世に生を受け、実際に自分で体感したものではないかもしれない。

　もっと遠い……人間としての記き憶おくの根こん本ぽんにあるもののような気がしてならなかった。

「ブラッドベリー……もう大丈夫だ……」

　落ち着きを取り戻したヴィレイの声が沈黙を破った。

「お前の言う通りだ……。私にはブラッドベリー、お前たちセイバーがいる。そして、ジュニアがいる……何も心配することはない」

「ヴィレイ様……」

「ただ……」

「ただ？」

「……いや、何でもない。それよりもブラッドベリー」

「はい」

「もうしばらくこのままでいさせてくれるかな」

「フフ、もちろんです……ヴィレイ様」

　キュッ……とブラッドベリーの腕に優やさしい力が込められた。




　ドクッ……ドクッ……ドクッ……。
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　胸の奥おくで鼓こ動どうする乙女回路の音が、不思議とヴィレイの気持ちを和やわらげていく。

　ブラッドベリーの胸を枕まくらに、ヴィレイは心の隅すみに宿る僅わずかな不安を必死に取り除こうとしていた。

　しかしそれでも、どうしても忘れ去ることのできない事実が不安となって頭をもたげる。




　乙女回路は全部で六つ再生されていること……。

　それを復活させた男のこと……。

　その男を誕生させてしまったのが自分であること……。




　ロマーナの王宮は不ぶ気き味みなほどの静けさを保っていた。




　　　　４




　コッ……コッ……コッ……。




　人ひと気けのない螺ら旋せん階段に乾かわいた靴くつ音おとが響ひびく。

　明かりもなく、窓もない。

　その階段は西の塔とうの最上階にある別世界へと続いていた。




　ピピッ！　ピュウーーーーーイ……ピピピピピ……！




　暗くら闇やみの中に赤い光点が現れた。

　ひとつ、ふたつ、みっつ……。

　セイバーと呼ぶにはあまりに原始的な、戦せん闘とう能力しか持ち合わせていない警備兵が一カ所に集結する。




　コッ……コッ……コッ……！




　足音が近づいてくる。

　侵しん入にゆう者しやの到とう着ちやくに備え、階上で警備兵たちがバリケードを形成した。

　その目とも言うべき赤い光点が、闇に覆おおわれた螺旋階段に向けられた、その時！




　ビシュウッ！




　暗闇に一筋の閃せん光こうが閃ひらめいた。




　ピッ！　…………ゴトッ！

　ゴトトトトッ！

　ピシュウゥゥゥゥゥ…………。




　あまりにもあっけなく、赤い光点が消しよう滅めつした……一いつ斉せいに。




　ジャッ！　ジャジャッ……ジャッ！




　金属を踏ふみしめる音がする。

　それは警備兵の残ざん骸がいを踏み越こえていく足音。

　足音は一人のものではない！

「おやり……ブリッド」

　冷たい、自信に満ちた女の声が聞こえた。




　カシャッ…………ドッゴオォォォォォォォォォォン！




　爆ぼく音おんが轟とどろき、一いつ瞬しゆん、辺りは白光に包まれた！

　爆発のフラッシュが、侵入者の正体をあらわにする。

　いずれも負けず劣おとらずの美女が三人。

　はちきれんばかりのセクシーボディで颯さつ爽そうと立つその姿は!?

　セクサドールズのエッジ、ブリッド、キャニーである。

　もうもうと立ち込める爆ばく煙えんの中、またすぐにそこは元の暗闇になった。

　……いや、微かすかだが明かりが射し込んでいる。

　これは……月明かり？




　コオォォォ………………ォォォォォオ。




　どこからか吹ふき込む風の音。

　ここは西の塔の最上階……。

　風が吹き込んでいるのは鉄てつ格ごう子しのはまった小さな窓。

　鉄格子の向こうからは、夜空に浮かぶ巨きよ大だいな月が微かな明かりを提供していた。

　今、別世界の扉とびらが開かれたのだ！

　唯ただ一人の住民はただジッと月明かりを浴びてたたずんでいた。

　白い仮面に顔を隠かくした男、スターフェイス！

　スルスルッと三つの影かげがフェイスのもとに身を寄せ、そして……傅かしずいた。

「お迎むかえに上がりました、フェイス様。さあ、私たちと参りましょう」

「……遅おそい」

「は……？」




　バキイィィィィィィッ！




「あぐ……っ」

　キャニーの顔面はカビ臭くさい石の壁かべに叩たたきつけられていた。

　キャニーの後頭部を摑つかんだままのフェイスの手に、容よう赦しやなく力が込められる。

　ギリギリ……と石の壁が軋きしみ、キャニーの顔面は無む惨ざんに押おしつぶされた。

「うああっ！　……も……申し訳、ありません……」

　かろうじてそう言った瞬間、キャニーは苦痛から解放され、フェイスの手は次なる獲え物ものに伸のびた。

「ああっ！」

　ブリッドの髪かみを鷲わし摑づかみに、その体を強引に引っ張りあげる。

　何のためらいもなくフェイスはブリッドの胸を摑んだ。

　そして、そのふくよかな乳ち房ぶさを力任せに握にぎりつぶす！

「うっ！　ああ～～～～っ！」

　苦痛に歪ゆがむブリッドの口からは甘あまい吐と息いきがもれた。

「用意はできているんだろうな……」

　起き伏ふくのない静かな口く調ちようでフェイスが言う。

「は……はい、すべて……ああ、フェイス様……！」

　つま先立ったブリッドの足がガクガクと震ふるえる。

　それは決して苦痛や恐きよう怖ふによるものではない。

　辱はずかしめという快感……！

　彼女たちにとって、主人であるフェイスに身を委ゆだねることは服従の証あかし。

　従順なる下げ僕ぼくとして教育された者には、主人の手によって与あたえられる行こう為いのすべてが喜びであり快感なのだ。

「ああ～～～ん、フェイス様～～～」

　さらなる快感を求めてフェイスの体にまとわりつくブリッド。

「はああ…………」

　石の壁にもたれかかったままのキャニーが、自分の胸をまさぐり始める。

　フェイスに与えられた苦痛という快楽を頭に思い浮うかべながら。

　ブリッドとキャニーが奏かなでる甘い吐息のハーモニーを聞きながら、エッジの顔がみるみる上気していく。

（次は私の番……！）

　エッジは明らかにフェイスの辱めを待っていた。

「ジュニアはどうした……？」

「は、はい。小こ娘むすめたちを連れて町へ」

　期待に満ちた声でエッジが答える。

「小娘はお前のオモチャだ……楽しむがいい」

「は……はい！」

　返ってきたのは冷たい言葉だけである。

　哀あい願がんするかのようにフェイスを見上げるエッジだが、自らそれを要求することは決してできない。

　下僕はあくまで、辱めていただく立場であるからだ。

「ええい、いつまで引っ付いておるのだ！」

　案の定、フェイスの怒いかりを買ったブリッドは荒あら々あらしく突つき飛ばされ、床ゆかにその身を横たえた。




　バグッ！　……ギリリッ！




　さらに、フェイスは倒たおれているブリッドの顔面を足で踏みにじる。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっ！」

　思わぬ追い打ちに、それでもブリッドの快感は絶頂に達した。

「行くぞ……」

　フェイスはマントを翻ひるがえし、扉とびらの外へと歩を進めた。

「あ……」

　ただ一人、フェイスの辱めを受けていないエッジが落らく胆たんの声をもらす。

　しかし、そんなことはフェイスにとってはどうでもいいことである。

　フェイスの頭の中を支配していたのはただひとつ。

　別世界から足を踏み出したフェイスは確かにこう呟つぶやいた。

「今より……ロマーナを制圧する！」

　……と！




　　　　５




　ドオォォォォォォォォォォォォン！　パチパチパチ…………。




「うわああああっ、空が爆ばく発はつしたあっ！」

　夜空に上がった花火を見てライムが言った。

「ハハハ……あれが花火って言うんだよ、ライム」

「はあ～～～あ、結局間に合わなかったわねえ……」

「まあいいじゃないか、チェリー。ここからの方がよく見えるよ」

　ロープウェイのゴンドラに揺ゆられながらジュニアが言った。

　プラズマ雲が頻ひん繁ぱんに発生するテラツーでは、航空施設に代わって、ロープウェイが住民の貴重な足として発達していた。

　お祭りということも手伝ってか、蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされたケーブルには、ひっきりなしにゴンドラが行き交う。

　ジュニアたちもロープウェイを使って、花火大会の行われる東の丘を目指していたのだが……。




　パアァァァァァァァァァァァァン！　パラパラパラ…………。




　夜空には次々と大輪の花が咲き乱れる。

「うはあっ！　また燃えたあっ！」

　初めて見る花火に興奮気味のライムである。

「あのね……どうでもいいけど、座席に乗って花火を見るなら靴くつを脱ぬいでからにしてちょうだい……」

「ほえ？」

「あっ……」

　座席に膝ひざをついて身を乗り出すライム。

　その足は、個室で向かい合って座すわっているチェリーの膝を真っ黒に染めていた。

「ふう……ライムには基本的な礼れい儀ぎから教えなくっちゃならないわね」

　ハンカチで膝に付いた泥どろを叩たたきながらタメ息をつくチェリー。

「チェリー、怒おこったの？　ジュニア……」

　ライムは人差し指をくわえながら、キョトンとジュニアの顔を見上げる。

「そういうんじゃないと思うよ。ねえ、チェリー」

「えっ!?　ええ、別に怒ってなんかいないけど……」

　何となく不自然に微笑ほほえむチェリー。

　ジュニアにそう言われちゃ仕方ないわな。

「さあいいから、チェリーの言う通り、座席に乗るなら靴を脱ごうね」

　ライムの靴を脱がしてあげるジュニア。

　電車の中でよく見かける母と子の光景そのままである。

「うん！　ジュニアが言うならそうする！」

　決して悪気はないものの、ジュニアが言うなら、の一言がチェリーの神経をチクリと刺し激げきする。

「ジュニア、様！　……でしょ」

「へ？」

「さっきっから聞いてれば、ジュニア様のことを呼び捨てにして。ライムったらホントに礼儀がなってないわよ」

「ほえ……でもジュニアはジュニアだよ」

「私たちはジュニア様にお仕つかえする立場なのよ。目上の方を呼び捨てにするのはよくないわ！」

「ちょ、ちょっとチェリー。そんなの別にかまわないよ。僕は全然気にならないし……」

「いいえ！　こういうことはキチンとしておかないとライムのためにもよくありません！　分かったの、ライム!?」

「ライム様！」

「いっ？」

「ジュニアがジュニア様なら、ライムはライム様～～～～～～ッ！」

　ライムの理論ではこうなる。

「たはは……」

　苦笑するしかないジュニア。

　チェリーは思わず言葉を失う。

「うっ……ぐぐぐ……」

　と、その時。




　ドッカアァァァァァァァァァァァン！




　爆発したのはチェリーの頭でも夜空に光る花火でもなかった！

　突とつ然ぜん、激しい衝しよう撃げきと共にゴンドラが大きく左右に揺ゆれた！

「うわあぁぁぁぁぁぁっ！」

「きゃあぁぁぁぁぁぁっ！」

　ジュニアたちは団子状態でゴンドラの角すみに投げ出される。

　照明はスパークし、ゴンドラ内はたちまち闇やみに包まれた。

「なななななな、何事よおっ!?」

「アイタタタ……」

「あっ！　大だい丈じよう夫ぶですか、ジュニア様!?」

　自分の下した敷じきになっていたジュニアをチェリーが抱だき起こす。

「う、うん……でも一体何が……あうっ！」

　咄とつ嗟さにジュニアが目を伏ふせる。

「ジュニア様……？　大変、どこかケガでもなされましたか!?」

「い、いや……そうじゃ……ないんだけど……」

「ジュニア様!?」

　ジュニアは口ごもった。

　チェリーの胸に不安が過よぎる。

「うはっ！　チェリー、パンツ見えてるう！」

「へっ!?」

　チェリーの股こ間かんでライムの大きな声がした。

　片ひざついたチェリーの足の付け根で、ミニのワンピースの間から覗のぞくものは……まさしく純白のパンティ！

　薄うす暗ぐらいゴンドラの中でひときわ輝かがやいて見えるぜ。

　そのあまりの眩まぶしさに思わず目を伏せてしまったジュニアであった。

「ひゃうぅぅぅ…………！」

　思わず上げそうになった声をかろうじて抑おさえるチェリー。

　おそらくその顔は真っ赤であったろうが、闇やみに埋まい没ぼつして赤は映はえなかった。

「きゃははっ！　ジュニア、ボクのパンツも見るうっ!?」

　追い打ちをかけるようにライムがはしゃぐ。

「ハ、ハハ……あのね、ライム……」

　ちょっとは状じよう況きよう考えなさいって！

「ひょ、ひょにかく、わたし、船長に掛かけ合ってきます！　こんな乱暴な運転されたんじゃかなわないわ！」

　いち早く立ち直ったチェリーがスックと身を起こす。

「……えっ……ああっ！」

「どうしたの、チェリー……あっ！」

　チェリーに続いてジュニアが絶句する。

　窓の外に広がる景色。

　それはついさっきまでの祭に華はなやぐ風景とあまりにかけ離はなれたものだった。

　町の至る所で火の手が上がり、もうもうとした黒こく煙えんがゴンドラの位置までも舞まい上がっている。

　一画ごとに建物の明かりが落ちていき、瞬またたく間にロマーナの町は闇に包まれた。




　ドオォォォ…………ォォン！




　微かすかに爆発音が轟とどろき、また新たなる火の手が上がる。

「ふええ……下でも花火やってる」

　ライムの表現もあながちウソではなかった。

　しかしそれはまるで落ちかけた巨きよ大だいな線香花火のよう……。

　明かりと呼べるのは、あちこちでスパークする火花、建物を焼き尽つくす炎ほのおと舞い上がる火の粉こだけである。

「そ、そんな……」

「一体何があったの……!?」

　変わり果てたロマーナの町を呆ぼう然ぜんと見下ろすしかないジュニアとチェリー。

　しかし、その視界さえも黒い固まりが遮さえぎっていく。




　ズゴゴゴゴォォォォォォォ…………。




「！」

　ジュニアたちの目の前で、巨大な戦せん艦かんがゴンドラと平行に停止した。




　キタキタキタキタキタキタ…………！




　艦底に装備された銃じゆう砲ほうがジュニアたちに向けられた！

　その瞬間、我に返ったチェリーが叫さけぶ。

「ラ、ライム！　ジュニア様をお守りしてえっ！」

「うん！　ジュニアはボクが守るう～～～～～どうやって？」

「こうやってよ！」

　チェリーとライムが二人の体でジュニアをサンドイッチにした瞬間、同時に銃口が火を吹いた！




　ドオン！　ズガガガガガガガ……！

　バガシャアアアアン！

　ズゴォォン！　ズガァァン！　ズゴゴゴゴ……！




　容よう赦しやなく打ち込まれる弾だん丸がん。

　自らの体を楯たてにしてジュニアをかばうライムとチェリー。

　しかし、如い何かにセイバーの体が強きよう靭じんにできていようと、その凄すさまじい攻こう撃げきをまともに喰くらってはタダでは済すまないであろう。

「うわあああっ！　ライム……チェリーーーーーーッ！」

　二人の身を案じてジュニアが叫ぶ。




　フウゥゥ…………！




　不意に、ジュニアは体が宙に浮うく感覚を覚えた。

　ロープウェイを支えるケーブルが切断され、ゴンドラは引力に任せて地上へと落下していった！




　ズゴッ、ゴオォォォォォォォォォォン！




　地上の建物を破は壊かいし、ゴンドラが地面に突つき刺ささる！

　戦艦は再び飛行を始め、地上への銃じゆう撃げきを続けながら空の彼方かなたへ去っていった。




　バコッ！




　辺りの騒さわぎが治まるのを待って、ゴンドラの壁かべが、内側から丸く打ち抜ぬかれた。

　スッと中から顔を覗のぞかせたチェリーが用心深く辺りを見回す。

「……どうやら銃撃はやんだようです。ジュニア様！」

　チェリーの合図を受けて、ジュニアとライムが姿を現す。

　さすがのライムも心配そうにジュニアに寄り添っていた。

「ジュニア、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「う、うん。二人がクッションになってくれたおかげで助かったよ」

「どこも壊こわれてない？」

「壊れてないよ。それよりも、チェリー!?」

「はい。今調べてます！」

　地下に伸のびたケーブルを、カバーを開いた自分の腕うでに接続しているチェリー。

　情報処理に長たけたチェリーの電子頭脳が、いち早くロマーナの現状を分ぶん析せきする。

「市街への一般電力供給が絶たれています。現在通常に作動しているのはごく一部の特とく殊しゆ回線を使用したものだけ……。誰だれかが意図的に仕組んだものだと考えられます」

「だ、誰かって!?　そんな、誰がこんな酷ひどいことを!?」

「しぃっ！　ジュニア様、伏ふせて！」

　瓦が礫れきとなった家屋の中に身を沈めるジュニアたち。




　ザシュ……ザシュ……ザシュ……。




　パトセイバー隊が列を成して行進してくる。




　ピピ……ピッ、ピッ！




　レーダー反応を感じて、数十機にも及およぶパトセイバーの視線が、一いつ斉せいに崩くずれ落ちた町の一点に向けられた。

　パトセイバー隊の視線を察知して、物もの陰かげから数人のロマーナ市民が飛び出し逃にげて行く。




　ピピューーッ、ピューーーイ！

　ザシュ……ザシュ……ザシュ……。




　一いつ糸し乱れぬ行進で、パトセイバー隊が後を追う。

「どうなってるの、チェリー？　ロマーナの治安を守るはずのパトセイバーが人間を追いかけていくなんて……」

「さあ……そこまでは、わたしにも……。とにかく動くなら今ですわ。ひとまずロマーナ城に戻もどるのが賢けん明めいかと思います」

「そうだね。父さんのことも心配だし」

　遠くに聳そびえるロマーナ城を見つめてジュニアが言った。

「ロマーナ城までの距きよ離りは約十八・六キロメートル……。ライム、パワーならあなたの方が断然上なんだから……何かあったら、あなたがジュニア様をお守りするのよ！」

「うん！　ジュニアはボクが守る！」

　ライムが元気に答える。

「ホント、頼たのんだわよ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしでチェリーが呟つぶやいた。

「さあ、行こう！」

「うん！」

　気合一発、瓦が礫れきの中から飛び出すジュニアたち。

　それは、三人が車道に飛び出したのとほぼ同時であった！




　ズゴオォォォォォォォォォォン！




　地表を割って姿を現した地底戦車がジュニアたちの行く手を阻はばんだ！

　正面のハッチが開き、バラバラと飛び出したロボット兵が、たちまちジュニアたちを包囲する。

「ジュニア様！」

　咄とつ嗟さにジュニアを庇かばうチェリー。

「ジュニアはボクが守るうっ！」

　ナントカのひとつ覚えでライムが叫んだ。

「フフフ……ずい分、威い勢せいのいいオモチャだこと」

「！」

　はちきれんばかりの肉体を包み込んだ黒いコスチューム。

　長い前まえ髪がみの間から覗のぞく冷れい酷こくな鋭するどい目。

　ロボット兵の間を割って、エッジがその姿を現した。

「見つけたよ、ボウヤ……フフフ、せいぜい楽しませてもらおうか。フフフフ……フハハハハハ……！」




　ドオォォォォォォォォォォォン！




　高笑いするエッジの背後に、激しい火柱が上がった。

「あ……ああっ！」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすジュニアの瞳ひとみは、燃えさかるロマーナ城を映し出していた！




　　　　６




　警備の手て薄うすなロマーナ城の中を突とつ破ぱするのはたやすいことであった。

　そのためにヴィレイは思わぬ来訪者を迎むかえることになる。
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　二人の美女を従えた男の手には血ち塗ぬられた剣けんが握にぎられていた。

　その血が何を意味するものかはすぐに分かった。

「！」

　危険を察知したブラッドベリーが、ヴィレイを庇かばうように立ちはだかる。

「ス……スターフェイス！」

　突然現れた来訪者の名をヴィレイが呟つぶやいた。

「ククク……お久しぶりです、ヴィレイ、閣かつ下か……お迎えに上がりましたよ、あなたを！」

　皮ひ肉にくを込めた声でフェイスが嘲ちよう笑しようする。

「この日がくるのをどれだけ待ち望んでいたことか……そう、あのカビ臭い塔とうの上で」

　ズイッとヴィレイに向かって一歩歩み寄る。

「きさま……ヴィレイ様には指一本触ふれさせやしないよ！」

　ブラッドベリーが咄とつ嗟さに戦せん闘とう態勢をとった。

「もっとも退たい屈くつはしませんでしたがね。おかげでいい遊び相手までできた」

「なにっ!?」

　冷たい仮面がブラッドベリーに向いた瞬しゆん間かん、ブリッドが疾しつ風ぷうとなって飛び出した！




　バゴォッ！　ズガガァァァァァァン！




「くっ！」

　王宮の壁かべにしたたか背中を打ち付けたブラッドベリー。

　目の前には、薄うすら笑いでブラッドベリーを見下ろすブリッドがいた。

「こ、このパワーは……乙女おとめ回路!?」

「フッ、一いち撃げきで破は壊かいできないとは。そう……あなたが私のオモチャね」

　ブリッドの足元でブラッドベリーは屈くつ辱じよく的てきな台詞せりふを聞いた。

「フフフ……遊んであげる！」




　シュゴ………………ッ！




　真っ直すぐに蹴けり上げたブリッドの足がブラッドベリーの顔面をかすめる。

「オモチャ……ですってえ！」

　間かん一いつ髪ぱつ身を翻ひるがえしたブラッドベリーが反撃に転じる。

　風を孕はらんだパンチがブリッド目め掛がけて唸うなりを上げた！




　ガシィ……ッ！




「なにぃっ!?」

　十字に組んだ腕うででブリッドがパンチを受け止める。

「ああっ！」




　フオォォォオ……ドガアァァァァン！




　ブラッドベリーの体が宙に浮うき、激しく床ゆかに叩たたきつけられる。

「くっ……！」

　すかさず体勢を整えるブラッドベリーだが……。

「もういい。よせ、ブラッドベリー！」

「ヴィレイ様……!?」

　声の主はヴィレイであった。

「もう遅おそい……これ以上ロマーナ市民を犠ぎ牲せいにするわけにはいかん。……ミラーヌの惨さん劇げきを繰くり返してはならんのだ！」




　ドォォ……………………ォォン。




「あ……」

　市街地から聞こえる微かすかな爆ばく発はつ音おんがブラッドベリーの耳に届とどく。

　フェイスがヴィレイの喉のど元もとに剣けんを突つきつけ、勝ち誇ほこったように囁ささやいた。

「フフフ……さすがヴィレイ閣下、物わかりがよろしいようで。ならばこれでお分かりいただけたでしょう？　あなたと私……どちらが優ゆう秀しゆうなのか、誰だれがロマーナを治おさめるのにふさわしいのか」

　ス…………と剣を引くフェイス。

　ヴィレイの喉元から一筋の鮮せん血けつが流れ落ちる。

「きさま……ヴィレイ様を離はなせえええっ！」

「ダメだ！　来るな、ブラッドベリー！」

　たまらず飛び掛かかろうとするブラッドベリーだが、行く手にはブリッドが立ちはだかる。

「くっ！」

「おやおや……お前のご主人様は来るなとおっしゃっているのだよ」

「ククク……マリオネットの教育がなってないようですな、ヴィレイ閣下」

「そういう娘むすめには……お仕置きだねえ！」

　ブリッドの握にぎった拳こぶしにエネルギーがわだかまる。

「！」

「逃にげろ、ブラッドベリー！　私に構わず、ジュニアを、ジュニアを守ってくれ！」

「ヴィレイ様……！」

　ヴィレイの叫びに一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよするブラッドベリー。

「フッ！　遅いんだよ！」

　ブリッドの拳がブラッドベリー目掛けて振ふり下ろされた！




　ドガガガガーーーーーーーン！




「!?」

　ブリッドが床に打ち抜ぬいたのはブラッドベリーの純白のドレスだけだった。

　その背後の窓が開き、カーテンが風にはためいている。

「ちっ、腰こし抜ぬけめ！」

「……行ったか」

　ブラッドベリーが脱だつ出しゆつしたのを見て、ヴィレイの全身からフッと力が抜ける。

「おっと、安心するのはまだ早いですよ」

　床に崩くずれ落ちそうになったヴィレイの体を支えたのはフェイスである。

「あなたの大切なジュニアは必ずこの私が見つけ出す……なんなら、あなたの見ている前で捻ひねり潰つぶして差し上げましょうか？　フフフ……フアーハッハッ……！」

「……フェイス！」

「その時になって後こう悔かいしても遅いのですよ！　ジュニアを造ったことを……ジュニアを後こう継けい者しやとして選び、私を暗い闇やみの中に葬ほうむり去ろうとした己おのれの愚おろかさをねえ！」

　怨おん念ねんに満ちたフェイスの声が、煙立ち込める王宮の広間に響ひびきわたっていった……。




　　　　７




「やあーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ！」

　両りよう腕うでをブンブンぶん回してライムが一直線に走る！




　ドテッ！　ポキッ！　ドバグシャアアアアアアアアン！




　ひと山いくらの状態でロボット兵がぶっ飛んだ！

　一度トップギアに入ったライムのエンジンは停止することを知らない。

「いっくぞお～～～～～っ！」

　ロボット兵を薙なぎ倒たおした勢いで、ライムはエッジ目指して突つっ走る。

「ライム！　気をつけてえっ！」

　チェリーの電子眼はエッジの秘めたるパワーを解かい析せき、数値として表示していた。

　３０００……６０００……１２０００……∞……∞……∞……!?

「ええいっ！」




　ブウゥゥゥン！




「フッ……」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべたまま、エッジはほんの数ミリ顔を横にそらした。

「はれ？」

　確実にヒットしたと思った拳こぶしが空を切り、ライムの目が点になる。

「えええ～～～～～いっ！」




　ブン！　ブン！　ブンブン！　ブンブンブンブンブンブンブン！




　ただ突っ立っているようにしか見えないエッジに自分のパンチが一発として当たらない。

「ふえぇぇぇ～～～～」

　さすがに疲れたか、ライムの攻こう撃げきに一いつ瞬しゆん息いき継つぎの間ができた。

「……それで終わりかい？」

「ほえ？」




　ピシィッ！

　ドバキュゥゥゥーーーーーーーーン！

　ズゴオオッ！　ガラガラガラ……。




　ライムの体は一瞬の内に、数十メートル離はなれた瓦が礫れきの中に消えた。

「ああっ、ライムッ！」

「ジュニア様、出ちゃダメエッ！」

　思わず飛び出そうとするジュニアをチェリーが制す。

「ぶはあっ！　あらら……？」

　瓦礫の中から顔を出したライムが自分のおでこに手を当てた。

　おでこにできた赤い小さなアザが、カッカッと高熱を発している。

　デコピン一発でライムは瞬間移動を味わうハメになったのか!?

　恐おそるべし、セクサドールのパワー！




　ザシュ……。




　ライムが状じよう況きようを把は握あくする前に、エッジの美しい脚きやく線せんがその目前に降り立った。

「そんな単調な攻撃で、このエッジ様がどうにかなるとでも思っているのかい？　フン！　どうやらお前にはロクなデータが入ってないようだ」

「あ……」

「せっかくだもの、その空っぽの乙女回路にいいことを教えてあげようねえ、フフフ……」

　冷れい酷こくに微笑ほほえむエッジの顔に、ライムの心に初めて経験する感情が芽め生ばえた。




　ズゴオオオオオオオッ！




「ぎゃん！」

　ライムの顔面を鷲わし摑づかみにして、エッジがその体を地面に叩たたきつける。

　エッジの腕は一気に肩かたまで地面にめり込んだ！

　哀あわれ、地中奥おく深くで圧あつ倒とう的てきなパワーの差を思い知るライムであった。

「ラ……ライム……」

　ジュニアが言葉を失い立ちつくす。

　いや、正確にはエッジの冷酷な仕打ちに足がすくんで動けないのだ。

「ジュニア様！　ここはわたしが……そのスキに逃にげてください！」

　咄とつ嗟さに、エッジの背中目め掛がけてチェリーが飛び出した。

「ライム、しっかりしてえ！　ええーーいっ！」

「うるさい！」




　バシィッ！




「きゃああああああああっ！」

　エッジは振ふり向きせずに、飛び掛かるチェリーを払はらい落した。

「戦い方も知らぬガキ共が！　フフ……どうしてくれよう」

　瓦が礫れきの中に身を沈しずめながら、チェリーが呟つぶやく。

「ジュニア様……逃げ……て」

「あ……」

　ライムやチェリーを見捨てて逃げ出すことなんてジュニアにはできなかった。

　だからといって、二人を助け出すこともできない。

「フフ……そうだったね。ガキとはいえ、お前たちにはこれが一番効くんだっけ」

　エッジの目が、どうすることもできずにいるジュニアを捕とらえた。

「かわいいね……あんた」

　ゆっくりとジュニアに向かって歩を進めるエッジ。

　ぐんぐんと近づいてくるエッジに対してジュニアは身動き一つできない。

　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるの如ごとく……。

　蛇はスルリとジュニアの体に巻きついた。

「ジュニア様!?」

「うっ……ジュニア……？」

　土の中からライムらしからぬ、か細い声が聞こえてきた。

「ライム!?　お願いライム、ジュニア様をお助けして！　ねえ、ライム！」

「うっ……」

「ライム……？」

「チェリー……どうしよう……強いよ……」

「えっ!?」

「……勝てないよ……チェリー……」

「！」

　桁けた外はずれのパワーでセイバー格かく闘とう技ぎ大会を制したライムが初めて遭そう遇ぐうした、さらに桁外れのパワー。

　ライムの心の中に、初めて『恐きよう怖ふ』の文字が記された。

　それは鮮せん烈れつに……そして強烈に……。

　そうしている間にも、エッジの手は妖あやしくジュニアの体をなめていく。

　氷のように冷たい手の感かん触しよくに、ジュニアはブルッっと身み震ぶるいをした。

「ウフフ……怖こわがることはないわ。私が遊んであげる」

　甘あまい吐と息いきがジュニアの耳をくすぐる。

「ああ……」

　エッジの指が、ジュニアの服のボタンをひとつひとつ、ゆっくりと外していく。

　身動きのとれないジュニアは、ただジッとエッジの行こう為いに身を委ゆだねるしかない。

　上着が剝はぎ取られ、ジュニアの白い肌はだが露出された。

「フフ……キレイな肌……思わずメチャクチャにしたくなるわ！」

「うっ！」

　露出されたジュニアの胸に、エッジが鋭するどい爪つめを立てる。

　その手はゆっくりと、ジュニアの体を斜ななめに滑すべっていく。

　エッジの残した爪つめ痕あとから、ジワリと赤い血がにじみ出た。

「ああっ……！」

「フフフ……いい声……」

　首筋に生暖かい感触を感じるジュニア。

　エッジの舌がジュニアの体を這はっていき、やがてそれは血のにじんだジュニアの胸をくすぐった。

「ジュニア様……ああっ！」

　必死に立ち上がろうとしたチェリーが、ガックリと膝ひざをつく。

　チェリーに放ったエッジのたった一いち撃げきは、思いの外ダメージが強かった。

「ジュニア……どうしたの？」

　ようやく地中から這はい出してきたライムは、その異様な光景に目を見張った。




　ピシィッ！




「うああっ！」

　エッジがジュニアの体にムチを振るう。




　ピシィッ！




　ひと振りするたびに、ジュニアの体に赤くムチの痕こん跡せきが残されていく。

「ああっ！」

「フハハハハハ……！　さあ、もっとお鳴き！　もっと……もっと、もっと！」

　サディスティックなエッジの声が、ジュニアの体で響ひびくムチの音色に交こう錯さくする。

「うあああああああっ！」

「ジュニア!?　ジュニアーーーーーッ！」

　それもまたライムの記き憶おくにはないものだった。

　苦痛に歪ゆがむジュニアの顔……！

　いつも優しく微笑ほほえんでいたジュニアが、今ライムの目の前で苦しみの声を上げている。

「フッ……」

　ジュニアの名を叫さけぶライムに目を向けるエッジ。

（どう!?　お前の大好きなご主人様は私の手の中にある！）

　その目は勝ち誇ほこったようにライムを見み据すえていた。




　……ドクン！




　ライムの胸の中で、乙女回路が激しく揺ゆらいだ。

「ダメ……ジュニアをいじめちゃダメ……」

　ライムの肩かたが小こ刻きざみに震ふるえ、息づかいが荒あらくなってゆく。

　ライムの目には、ジュニアの姿がジワリとにじんで見えた。

　…………涙なみだ!?　……怒いかり!?

「ジュニアをいじめちゃダメエーーーーーーーーーーッ！」

「ライム!?」

　ただならぬライムの殺気にチェリーが目を見張った。

　ライムの体がみるみる発光していき、眩まばゆい閃せん光こうが辺りを包み込んだ。

「ダメエーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーッ！」




　バシューーーーーーーーーーン！




　ライムが光の固まりとなって、エッジ目め掛がけて飛び出した。

「なにいっ!?　グワ……！」

　咄とつ嗟さに両りよう腕うででガードを固めたエッジであったが、それは何の意味もなさなかった。




　ズガゴゴゴオォォォォォォーーーーーーーーーーーン！




「うぐわあああ…………っ！」

　凄すさまじいエネルギーの衝しよう撃げき波はを受け、エッジの体が弾はじけ飛ぶ。




　ズゴオオン！　バガシャッ！　ドガシァァン！




　立ち並ぶ建物の壁かべを打ち抜ぬきながら、エッジの姿は遥はるか彼方かなたへと消えて行った。

「ジュニア様！」

　立ち込める土つち煙けむりを割って、チェリーがジュニアに駆かけ寄った。

「チェリー……ライム……ライムは？」

　まだぼんやりと発光を続けながら、二人の傍かたわらに立ちつくすライム。

　体のいたるところでは火花がスパークしていた。

「ジュ……ニア……」

「ライム!?」




　プッシュウゥゥ～～～～～～ッ。




　膝ひざ関節のダクトから白い蒸気を吹ふき上げるライム。

「ジュニ……ア……イジメチャ……ダ……メ」

　そしてライムの機能は停止した。




　ガラガラガラ…………。




　エッジがエネルギーの衝撃波にようやく踏ふみとどまったのは、優にひと区画先の別の町内であった。

「くっ……何かと思えば、ただやみくもにエネルギーを放出しただけか。おのれ～～、これで済すんだと思うな！」

　自分が作った瓦が礫れきの山を見据えて、エッジが再び体勢を立て直す。

「むっ!?」

　その時、エッジの頰ほおに冷たい雨の雫しずくが落ちてきた。




　ゴロッ！　ゴロゴロゴロ…………。




　空は真っ黒な雲に覆おおわれていた。

「チッ、プラズマ雲か……！」

　吐はき捨てるようにエッジが呟つぶやいた。

　プラズマ雲は、実に気まぐれにそのエネルギーを地上に向けて放出する。

　地上にいるマリオネットは、その格好の標的とされてしまうのだ。

　エッジは雲と雲の間で光る稲いな光びかりを恨うらめしそうに見上げた……。




　　　　８




　サアーーー…………。




　一いつ旦たんグズつきだした空は、たちまち雨足を早めた。




　バシャバシャッ、バシャッ！




　電池切れで動けなくなったライムを抱かかえて、ジュニアとチェリーが先を急ぐ。

　何ど処こに向かっているのか、特定のアテがあるわけではなかった。

　ただひたすら、ロマーナ城の逆へ、逆へと……。

　ジュニアとしては、父であるヴィレイの安否が気が気ではなかったのだが、チェリーの情報解かい析せきが、城へ向かうことを危険と判はん断だんした以上それに従う他ほかはない。

　なんとか安全な場所へ避ひ難なんし、ライムの復活を待ってその後の行動を決める必要がある。

　しかし、そう簡単には脱だつ出しゆつを許してもらえそうにはなかった……。




　ピピッ！　ピューイ……ピピピ！




「とああっ！」

　チェリーのキックが追っ手のパトセイバーに炸さく裂れつした。

　その威い力りよくは、一いち撃げきでセイバーをも薙なぎ倒たおすライムのキックとは雲うん泥でいの差がある。

　同じセイバーとはいっても、元々チェリーは戦せん闘とう向きにできていないのだ。




　シュウウウ～～～～～、バチバチバチッ！




　チェリーの足の裏から発生した電熱がパトセイバーのどてっ腹をぶち抜ぬく。

　パワーのない分、地道に敵を倒していくチェリーだが、いかんせん電熱キックだけでは効率が悪い、悪い……。

「ああっ！」

　パトセイバー隊のバリケードが巨きよ大だいな壁かべとなって行く手を塞ふさいだ。

　団体さん相手は、最も避さけたい展開なのだが……。

「ど、どうしよう、チェリー」

「ジュニア様、わたしからはなれないで……！」

　覚かく悟ごを決めてチェリーが身構える。




　ピピッ！　ザシュ……ザシュ……ザシュッ！




　巨大な壁の行進がチェリーとジュニアの目前に迫せまる。

　二人の視界がパトセイバーで埋うめ尽つくされた。
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　ドガアァァァァァァァン！




　と、不意に二人の目前に視界が開けた。

　巨大な壁にぽっかりと空いた丸い穴あな。

　その向こう側に颯さつ爽そうと立つ、見覚えのある姿にジュニアとチェリーが声を揃そろえた。

「ブラッドベリー！」

　親指を立ててニッコリと微笑ほほえむブラッドベリー。

　ドレスを捨て去ったその姿はタンクトップにハイレグパンツ、体育会系の身軽な出いで立ちでブラッドベリーはパトセイバー目め掛がけて弾はじけ飛んだ。

　それはまさに褐かつ色しよくの弾だん丸がん！

　幾いく重えにも連なったパトセイバーの体を打ち抜き、弾丸はジュニアの側そばで実体に戻もどる。

「ジュニア様！　よかった、ご無事でなによりですわ!?」

「ブラッドベリー……。そうだ、父さん……父さんは!?」

　ジュニアが辺りを見回した。

　ブラッドベリーが来たからには、当然ヴィレイも一いつ緒しよだと思ったのだが……。

「ジュニア様……」

　ちょっと困ったようにブラッドベリーが表情を曇くもらせた。

「……申し訳ありません」

　絞しぼり出すようにブラッドベリーが言った。

「ブラッドベリー!?　そんな……父さん！」

　自分自身の迷いを振ふり切るかのように、ブラッドベリーがキッと前方を見み据すえた。

「とにかく、今はここを脱出することが先決です！　一気に突とつ破ばしますから、しっかりと捕つかまっていてください」

　ギュッと自分の腰こしにジュニアの頭を抱だき寄せる。

「う、うん」

　言われるまま、ジュニアはブラッドベリーの腰に手を回した。

「チェリー、ライムを頼たのんだわよ。それーーーーーーーーーーーっ！」




　ドオォォォォ…………ン！




　闇やみに包まれたロマーナの路地に白はく煙えんが舞まい上がった……。




　ブラッドベリーがジュニアを案内したのは、激しい風が吹ふき上げる、切り立った断だん崖がいの上であった。

　テラツーの大地は何段にも階層化しており、階層と階層の間には広い空くう洞どうが存在している。

　そこは、最上層に位置するロマーナ市の最さい先せん端たん……断崖の下には巨大な空洞が果てしなく広がっていた。

「ジュニア様……一いつ旦たん、下の階層に避ひ難なんしましょう」

「こ……ここからぁ!?」

　ポッカリと口を開いた空洞を覗のぞき込みジュニアが尻しり込ごみをする。

　一体、下の階層まで何キロメートルあるのだろうか？

　流れる雲の下に覗く下層の大地は、まるで航空写真を見ているようだ。

「ジュニア様！」

　決断を促うながすようにブラッドベリーがジュニアを見つめる。

「！」

　振り向けばチェリーの目もすでに覚悟を決めていた。

「ジュニア！　……えへへ……大好き……」

　これは電池切れで眠っているライムの寝ね言ごと。

　いずれにしても、ここでただ敵の手に落ちるのを待っているわけにはいかない。

　ライムの予備バッテリーだっていつまでもつか知れないのだ。

　意を決してジュニアが力強く頷うなずいた。




　ヒュウ……ゴオォォォォォォォォォォォォォ！




　吹き上げる風の音以外は何も聞こえない。

　とても目なんか開けてはいられなかった。

　この先どうしたらいいのか、何が待っているのか……今のジュニアには何ひとつ分からない。

　ただブラッドベリーの体にしがみついたまま、果てしない空洞の中に飲み込まれていくしかないジュニアであった……。
















第二章　特訓！　恋こいの三大バトル！










　　　　１




　…………ピチャ。




「う……ううん……」

　おでこに冷たいものを感じてジュニアがうっすらと目を開いた。

　木の葉からこぼれ落ちた朝あさ露つゆがジュニアを眠ねむりから起こしたのだ。

　目の前には眩まばゆいばかりの青空が広がっている。

　爽さわやかな風が木々の枝葉を揺ゆらし、小鳥の囀さえずりが聞こえる。

　寝ねぼけた頭の中でジュニアはぼんやりと昨夜の出来事を思い出そうとしていた。

（……ここは？　……ええっと、花火……そうだ、ライムが優勝したんだっけ……それから、皆みなで……ライムが確か……ライム……）

　ライムの顔面を鷲わし摑づかみにしたエッジがその体を地面に叩たたきつける！

「ライムッ！」

　突とつ如じよ甦よみがえったショッキングな記き憶おくに、ジュニアはガバッと身を起こした。

「えっ!?」

　そこには雄ゆう大だいな大草原が広がり、窪くぼ地ちに湧わき出た泉が太陽の光を反射してキラキラと輝かがやいていた。

「…………」

　草原の片かた隅すみにある小さな林の木こ陰かげにジュニアはいた。

　昨夜の出来事がまるで夢のように、辺りは長閑のどかな静けさに包まれている。

「うひゃひゃ……ヤダ、くすぐったいよお……むにゃむにゃ……」

　ジュニアの横で眠っているライムが吞のん気きに寝ね言ごとを呟つぶやいた。

「ライム……」

　声を掛かけたら起きるんじゃないか……？

　ふとそう思って小さく声を掛けたジュニアだが、ライムは深い眠りに入ったままだ。




　……チャポン。




「ジュニア様。お目覚めになられましたか……よかった」

　水音と一いつ緒しよにブラッドベリーの声がした。

「ブラッドベリー……？」

　ブラッドベリーは泉の中にいた。

　水面の照り返しを浴びながらブラッドベリーが岸辺に近寄ってくる。

「本当、死んだように寝てらっしゃったから、ちょっと心配したんですよ。フフ……」

「ねえブラッドベリー、ここは一体……あうっ!?」

　光の中から現れたブラッドベリーを見て、ジュニアが咄とつ嗟さに目を伏ふせた。

　ブラッドベリーは一いつ糸し纏まとわぬ姿であった。

　おそらくそれは、ジュニアが物心ついて初めて見る女性の全ぜん裸ら。

　他ほかに例えようのない、腰こしから足への丸みを帯びた緩ゆるやかな曲線。

　健康的な褐かつ色しよくの肌はだに水すい滴てきが弾はじけ、あまり大きくはないが胸にはふたつの膨ふくらみ──。

　ほんの一いつ瞬しゆんだったが、初めて目にするその美しい姿はジュニアの目にしっかりと焼き付いていた。

　ブラッドベリーは悪びれる様よう子すもなく、ジュニアの近くに寄って答えた。
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「ここはロマーナの下に位置する階層ですわ。見ての通り、一面穀こく倉そう地帯になっています」

　見ての通りったって、何を見たらいいのか分かりゃしない。

　ちょっと顔を上げれば、そこには裸はだかのブラッドベリーがいるのだ。

　ジュニアは目のやり場に困って、ただ地面の草むらを見つめて押おし黙だまってしまった。

「どこか落ち着けるところがあればいいのですけど……ジュニア様？」

「う……あ……う……そ、そうだね……」

「……？」

　よく言えばさばけた性格なのであろう、本人は裸であることになんぞ抵てい抗こうもなかったわけだが、真っ赤になったジュニアの耳たぶを見て、ブラッドベリーはようやく自分が裸であることを意識した。

「あっ！　す、すみません。ちょっと、戦せん闘とうで汚れたボディを洗っていましたもので……。すぐに支し度たくします」

　慌あわてて木の枝にかけてあったシャツを手に取る。

（いけない、いけない。ジュニア様にはまだ刺し激げきが強すぎたかな……？）

　背中を向けて、ブラッドベリーがペロリッと舌を出す。

　俯うつむいたジュニアの耳に聞こえるのは、服を着るブラッドベリーの衣きぬ擦ずれの音だけである。

　それはそれで想像力がかき立てられちゃったりして……、

「ハ……ハハハ……」

　ジュニアの目の奥おくで、今さっき見てしまった美しい裸体がチカチカと瞬またたいていたことは言うまでもない。

「そうだ。あの……ブラッドベリー……」

「ジュニア様ーーーーっ、ブラッドベリーーーーッ！　見つけた、見つけました！　西へ四十八・一五九キロ……急げば日にち没ぼつまでにはたどり着けそうですよ！」

「えっ？」

　チェリーの声が頭の上から聞こえてきた。

　木の枝に腰こし掛かけたチェリーが両手を双そう眼がん鏡きようのようにして目にあてている。

　電子眼で近くの民家を探していたのだ。

「よかった。早くしないとライムの予備バッテリーも心配だし……。歩けますか、ジュニア様？」

「う、うん。もう大だい丈じよう夫ぶだよ……よいしょっと！」

　ジュニアは努めて明るく、元気に立ち上がってみせた。

　正直、まだ疲つかれが残っていないわけではなかったが、これ以上二人に迷めい惑わくはかけられない……ジュニアは心のどこかでそう感じていた。

「ほら、チェリー行くよ。さっさっと下りてきなさい」

「あ～～～ん、そんな、ちょっと待ってよおっ！」

「うんもう、じれったい。それぐらい飛び降りちゃえばいいでしょ！」

「そんなはしたないマネできません！　誰だれかさんじゃあるまいし」

「あ、そう。だったら置いてっちゃうからね～～だ」

「あ～～ん、ブラッドベリーの意地悪ぅっ！」

「ジュニアは守るよ！　ボクが……くか～～～～っ」

　まるで王宮での賑にぎやかさが返ってきたようである。

　そう、ほんの十何時間か前までは、この平和な騒さわぎの中に身を置いていたはずのジュニアであった。

　本当はヴィレイがどうなったか、もっと詳くわしく聞きたかったのだが……すっかりタイミングを逸いつしたジュニアは、今しばらく、この平和な騒ぎの中にただ身を任せることにした。

「よし。それじゃ、行こうか！」

「ハイッ！」

　チェリーとブラッドベリーが声を揃そろえて元気に答えた。

　もちろんライムも、

「すぴぃ～～～～～～～」

　イビキで答えた……。




　　　　２




　ロマーナ城の玉座に主あるじの姿はなかった……。

　そこにはただ、城内に残っていたわずかな警備兵たちの無む惨ざんな屍しかばねが言葉なく横たわっているだけである。

　スターフェイスに捕とらわれたヴィレイは今どこにいるのか……？




　ザザーーーーーーッ！　……チャポ～～～ン。




　流れる水の音が響ひびいている。

　大理石に囲まれた豪ごう華かな浴場で、フェイスが警備兵たちの返り血を今まさに洗い流しているところであった。

　湯船につかったフェイスの体に、セクサドールたちの白い裸ら体たいがからみついていく。

　真っ赤に濡ぬれた舌が、その体に染しみついた血をくまなく舐なめ上げた。

「ふう……はあぁ……」

「うぐっ……フ……フェイス様、アア～～～ッ！」

　まるでスポンジの代わりをさせられながら、それでもフェイスに奉仕することでセクサドールは自らの興奮が高まっていく。

　恍こう惚こつの表情を浮うかべながらキャニーが言った。

「はあぁ……夜明けまでに、市内の九割を制圧しました……。抵てい抗こうの続く西地区も包囲を完かん了りよう……ああっ」

「夕方には……鎮ちん圧あつできる見込みです……」

　エッジが続ける。

「鎮圧だと？」

　仮面越ごしにフェイスの乾かわいた声が聞こえた。

「あぐっ！」

　フェイスの手がエッジの顎あごを押おさえつけ、ギリギリと締しめ上げる。

「支配は最初が肝かん心じんなのだ！　抵抗する者には無む垢くなる従順を教えてやれ。反はん抗こうの先には……『死の贖あがない』しかないことを！」

　バシャァァァァァッ！　ガボ、ガボ、ガボ……。

　フェイスはエッジの顔面を湯船に叩たたきつける。

「フフフ……そう、つまらぬ情けは身を滅ほろぼす。あなたは私を殺しておくべきだったのですよ、ヴィレイ。あなたは私に考える時間を与あたえてしまった。最も優すぐれているのは誰だれか、誰がこのロマーナの王にふさわしいのか……そして私は正しかった」

　独り言のように呟つぶやきながら、フェイスが立ち上がる。

　湯船から上がったフェイスの体を、すかさずキャニーがタオルで拭ぬぐう。

「ああ……フェイス様……」

　流れ落ちる汗あせを拭おうと、ごく自然にキャニーの手はフェイスの仮面に伸のびていった。

「さわるな」

　怒りのこもった静かな一言に、キャニーの指がピクリと止まる。

　すぐさま仕置きの手が飛んでこないことは、フェイスの真の怒いかりを意味している。

「はっ！　あ……も、申し訳ありません！」

　火ほ照てった体に冷水をぶっかけられた思いで、キャニーは畏かしこまった。

　代わりにブリッドがバスローブを差し出す。

　無む造ぞう作さに袖そでを通しながら、フェイスは真っ直すぐに歩を進めていった。

「私がこの仮面を取る時は、ただひとつ……私があなたになる時。そう、この世に王は一人でいいのですから！　フハハハハ……！」

　それは独り言ではなかった。

　おおよそ大理石の浴場には不似合いの、朽くちかけた十じゆう字じ架か。

　フェイスの目の前に聳そびえるその十字架に磔はりつけられているのは……まぎれもない、ヴィレイである！

「うう……フェイス、きさま……」

　血の汗を滴したたらせながら、ヴィレイは弱々しく顔を上げた。

「フフフ……いい恰かつ好こうですよ、ヴィレイ。そう、あなたの時代は終わった……これからは私がロマーナを変革していく……この私がね」

「お前には無理だ……。お前はミラーヌの惨さん劇げきを繰くり返すつもりか……」

「フンッ……私を出で来き損そこないのクローンと一いつ緒しよにするつもりか!?」

　フェイスが鼻で笑った。

「あなたは一体何を恐おそれているのですか？　私もあなたと同じ、ロマーナ初代皇こう帝ていの細胞から造られしオリジナル・クローン………最も優ゆう秀しゆうなるクローンが代々国を治おさめていくのが、この地のしきたりではなかったのですか？　あなたがそうしたようにね、ヴィレイ！」

「無理なのだ、フェイス……どうあがいたところでクローンには限界がある……それがお前には分からないか……」

「私に限界などあるものか！」

　フェイスが激げつ昂こうする。

「それとも、あなたの愛するジュニアならそれが出来ると言うのか!?　……まあそう思っていられるのも今の内だ……思い知らせてやりますよ、あなたにも……そしてジュニアにも！」

　顔をヴィレイに向けたまま、フェイスは傍かたわらに立つブリッドに手を差し出した。

　その掌に、ブリッドがそっと一本の短たん剣けんを握にぎらせる。

　無機質なフェイスの仮面がヴィレイの鼻先にまで顔を近づけた。

「あなたには分からないでしょうね。暗く、カビ臭くさい塔とうの上で、どれだけ私があなたを憎にくんだことか……ジュニアを恨うらんだことか！」

「うぐぁっ！」

　フェイスの手にした短剣がヴィレイの胸に突つき立てられた！

「ククク……しかしそれももうじき終わる。私が王位を継けい承しようし、あなたが処しよ刑けいされればねえ！」

「ぐぐ……ぐっ……！」

　ヴィレイの苦しむ様を楽しむように、フェイスはゆっくりと短剣を躍おどらせる。

「今、あなたの処刑方法を思いつきました……。指を全部切り落として逆さに吊つるし、体中の血液が流れ出るまで放置する。ククク……」




　ギギ…………ギ……。




　ヴィレイの胸の皮を一枚裂いて、そこにはフェイスの仮面と同じ星の紋もん章しようが描えがかれていた。

「そのためにも、あなたにはどうしてもひとつ聞いておかなければならないことがありましたっけ……」

　血ち塗ぬられた悪あく魔まの紋章を満足気に眺ながめながらフェイスが呟つぶやく。

「王位継承の証……初代皇こう帝ていへの謁えつ見けんシステムの在あり処かを……！」




　　　　３




　ぐぎゅるるるるるるる～～～～～っ！




　お腹なかの虫が悲鳴を上げたのは何度目であろうか？

　ジュニアとセイバーマリオネットの一行は、民家を求めて夜の牧草地帯を歩いていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ジュニア様？」

　ライムを背負ったチェリーがジュニアの顔色を窺うかがうが、こればっかりは大丈夫かと聞かれても何とも答えようがない。

「ハハ……だ、大丈夫だよ。お腹が空いたからって……死ぬ、わけじゃないし……」

「で、でも……顔色が優すぐれませんわ……」

　目に見えて元気がなくなっていくもんだからチェリーが心配するのも無理はない。

　しかし、病気でもケガでもない、この空腹の辛つらさを、どうやってセイバーマリオネットに伝えたらいいのやら。




　ぐぎゅるるるるるるる～～～～～っ！

　そうこうしているうちにまた鳴いた。

　一人でグウグウ言っている自分が何だか情けなく思えてきて、何だかまったくトホホなジュニアであった。

「ジュニア様ーーーーッ！　ライム、チェリーーーーーーッ！」

　先頭を行くブラッドベリーが道の向こうで手を振ふっている。

　そしてはるか前方の小高い丘を指差した。

「あっ……！」

　そこには、民家の小さな明かりがポツリと灯ともっていた。




　お世せ辞じにもキレイとは言い難がたい、寂さびれた一軒の農家。

　傍かたわらでは、井戸に備わった小さな風車が風を受けてゆっくりと回っている。

「あれは……陽子井戸？　よかった、あれがあればライムのエネルギーが充じゆう電でんできるわ！」

　プラズマ雲同様、テラツーの大地は常にかなりの電力エネルギーを帯電している。

　それなりの設備さえあれば、地下水を汲くみ上げる如ごとく、電力エネルギーを補充することが可能であった。

「明かりが点ついているからには誰だれかいるんだろうな……。ちょっと様よう子すを見てきます」

「あっ、ブラッドベリー、僕も行くよ」

「ああん、待って、わたしも～～～っ！」

　ようやくたどり着いた民家を前に、どうしても気のはやる三人である。

　こっそりと明かりのもれている窓を覗のぞき込めば、そこには夕食の支し度たくに勤いそしんでいる女性の後ろ姿があった。

　そして何よりジュニアの気を引いたのは、テーブルの上でほこほこと湯気を立てている質素だが実においしそうな夕食の数々。

　普ふ段だんそれなりのご馳ち走そうには食べ慣れているであろうジュニアだが、さすがにこの時ばかりは、目の前のそれが何にも代え難いほどのスーパー・デリシャス・ディナーに見えた。

「うわああ～～～……」

　思わず顔の筋肉が緩ゆるむジュニア。

　同時にお腹の緊きん張ちようも緩んだ。




　ぐぎゅるるるるるるる～～～～～っ！




「誰だれじゃっ、そこにいるのは!?」

「えっ!?」

　最大音量を記録したジュニアの腹の音で気づいたわけでもなかろうが、振ふり返ればそこに、一人のヒゲジジイが猟りよう銃じゆうを構えて立っていた！

「あ、あの」

「その」

「いや……」

　夜よ更ふけに他人の家を覗のぞく、少年と三体のマリオネット……（最も一体は熟じゆく睡すい中なのだが、それが余計に）どこをどう見ても怪あやしい一行であることはジュニアたち本人も十分理解していた。

「タハハハハハ……！」

　笑って敵意がないことを示すのが最善の策であったとさ……。




「うわーはっはっはっ！　いや、失敬、失敬。なんせこの田舎いなかの一軒家に、客人が訪ねてくるなど希まれなことでのおっ！　驚おどろかせて悪かったの、お嬢じようちゃん」

　一転、陽気な大声を張り上げるヒゲジジイこと、オジジ。

　親愛の情を込めた笑え顔がおが通じたか、居間に通されたジュニアたちは思わぬもてなしを受けていたのである。

　どうやら根は気のいいおっさんのようだ。

「いいえ。でもよかった、陽子井戸があって本当に助かりましたわ」

　チェリーがニッコリと微笑ほほえむ。

　ソファの上ではライムの充電作業が行われていた。

　開いたライムの胸からはワイヤーが伸のびている。

　そのワイヤーは外の井戸に繫つながっているのだろう、窓の外には盛さかんに回る井戸の風車が見えていた。

「おろ？　見たこともない回路がついてるのう……乙おと……女め……回路？」

　ライムの心臓部で鼓こ動どうする乙女回路を不ふ思し議ぎそうに覗き込むオジジ。

（これが……伝説の乙女回路!?）

　と、その時。

　充電完かん了りようを告げる火花がバチバチッとスパークし、ライムはその大きな瞳ひとみをパカッと開いた。

「ライムッ！」

「ライム、気がついたの!?」

　ジュニアたちがライムに呼びかける。

　ライムはガバッと半身を起こし、ぼやけた頭で辺りを見回した。

「ほえ……ありゃりゃ？　ここは……？」

「ライムッ！」

　ジュニアは思わずライムに抱だきついた。

「うはあっ！　ジュニアだ！　ジュニアーーーーーーッ！」

「うほほっ！　うん、うん」

　二人の熱い抱ほう擁ように、オジジが目を細めて頷うなずいた。

「よかった。もう大だい丈じよう夫ぶみたいですね」

　夕食の支し度たくをしていた女性が、いつの間にやらオジジの側そばに寄り添っていた。

「こいつはアダリー。わしが６歳の時に買ってもらったマリオネットじゃ。おかげで結けつ婚こんもせずにこの歳としじゃがの、カーーーーカッカッ！」

「あはっ、ボクはライムです。コンニチワ！」

　物もの怖おじしないライムが、シュタッ！　と手をあげ、元気に挨あい拶さつを返した。

「あっ！　え、ええと、僕、ジュニアです。今日は本当にどうも……」

「わたし、チェリーです」

「ブラッドベリー。よろしく」

　挨拶もまだだったことを思い出して、慌あわててジュニアたちが後につづく。

「ほほう、ライムにチェリーにブラッドベリーか……なかなか変わった名前じゃの。まっ、堅かたっ苦しい挨拶は抜ぬきじゃ。何があったのか知らんが、ここはわしとアダリーの二人きりしかおらん。遠えん慮りよせずにゆっくりとしていくがいい、カーーーーーカッカッ！」

　豪ごう快かいに笑うオジジであった。




　食堂のテーブルに次々と夕食が追加されていく。

　ジュニアとライムたち三人のセイバーを迎むかえて、オジジの家は近年希にみる賑にぎわいを見せていた。

「あっ！　すいません、テレビ、いいですか!?」

「おっ？　ああ、別に構わんがのう……」

　食堂に置かれていたテレビを見つけるなりジュニアがその前に陣じん取どった。




　ザーーーーーーーーー…………。




「あっ……!?」

　サンドストームの画面を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「何だか上では大変なことになっとるらしくてな。昨夜ゆうべ放送が途と絶だえたきり何も映らんよ」

「……そうですか」

　ジュニアの期待したロマーナの情報は得られなかった。

　一体ロマーナはどうなってしまったのか？

　誰が何のために町を破は壊かいし、父ヴィレイは何ど処こでどうしているのか？

　それがおそらくクーデターであろうこと以外、今のジュニアには分からないことばかりであった。

「ま、わしらにとっちゃ上がどうなろうと知ったこっちゃないがね。年ねん貢ぐ米まいさえ高く買い取ってもらえりゃ、誰が王様だろうとなあ」

　ヴィレイの身を案じて心を痛めているジュニアにとって、それはきつい追つい撃げきだった。

「うっ……ああ、そ、そうですよね。ハハハ……」

　ジュニアは見るからに作り笑いで微笑ほほえむ。

（ジュニア様……）

　ブラッドベリーはそんなジュニアをすまなさそうに見つめた。

　ヴィレイを助け出せなかったという事実がブラッドベリーの心を重くした……。

　と、その時。

「はーーーーい、おっ待たせ！　皆さん、お食事の用意ができましたよ！」

「わーーーーい、飯だ、飯だ♪」

　チェリーとライムの元気な声が、深刻になった空気を吹ふき飛ばす。

「うほっ、待ってました！　さあさ、しけた面つらしていないで、お前さんも食べた、食べた！」

　ジュニアの微笑みを作り笑いと見み抜ぬいてか、オジジは元気を出せというかのようにバンバンとジュニアの背中を叩たたいてきた。

「はあ……。そ、そうですね」

「ねえジュニア様！　アダリーさんって、とってもお料理がお上じよう手ずなのよ！　わたし、ビックリしちゃった」

「ガハハ、そうじゃろ、そうじゃろ！　何せアダリーの料理はわしの母親譲ゆずりだからな。いわゆるお袋ふくろの味ってやつじゃ。そんじょそこらのマリオネットとはわけが違ちがうぞ！」

「わーーーーい、飯だ、飯だ♪」

　たちまち食堂は蜂はちの巣をつついた大おお騒さわぎである。

「時におぬし……」

「は……？」

　オジジが神しん妙みような面おも持もちで、ジュニアにそっと耳打ちをした。

「その若さでマリオネットを三人もはべらすとは……結構、好き者じゃなあ」

　ウッシッシッとオジジが笑う。

「はあ？」

「ぐふっ！　さぞや毎晩、お盛さかんなようで……」

　やはりただのスケベなおっさんか？

「おさか……って、ち、違いますよ、そんな！」

　その意味を理解したジュニアが慌あわてて大声を出した。

「!?」

　ライムと、チェリーと、ブラッドベリーの六つのつぶらな瞳ひとみが一いつ斉せいにジュニアに向いた。

「どうかなさいました、ジュニア様？」

　キラキラとした、純真無む垢くなチェリーの瞳が眩まぶしい。

「い、いや、べつに……あうっ！」

　オジジが妙なことを言うもんで、変に意識してしまったジュニアはその瞳を直視できない。カ～～～ッと真っ赤になって俯うつむいてしまった。

「ガハハッ、照れんでもよい、照れんでもよい！」

　オジジがジュニアの背中をバンバンと叩く。

「ああ～～～～～、違うっていうのに……」

　ジュニアの顔はますます赤くなって腐くさりかけのトマトのようである。

　物もの怖おじしないライムがデリカシーのないことを堂々と叫んだ。

「キャハハッ！　ジュニアの顔、ヘン！」

「こ、こらっ、ライム！」

「とほほ……」

「へ……へんなジュニア様……？」

　チェリーは事情が飲み込めずに目をパチクリさせている。と、その横に、アダリーがお茶を運んでやって来た。

「あっ、アダリーさん。それはわたしが……」

　チェリーは腰こしを浮うかせてお茶を受け取ろうとする。

　隣となりに座すわっているオジジの目の前にチェリーのお尻が突き出された。

「うおっ！」

　目の前でちっちゃなお尻をフリフリされては、も～～～～たまらん！

「むふっ！　カワユイお尻……」

　オジジの手がモミモミと怪あやしい手つきで伸のびていく。




　もにゅっ！




「あうっ！」




　さわさわさわ…………。




　うぞぞ～～～～っとチェリーの体に悪お寒かんが走る！

「うほほっ、こりゃ、なかなか。……んっ!?」

　ワナワナとチェリーの肩かたは震ふるえていた。

　どったの？　とばかりにチェリーの顔を覗のぞき込むオジジに、チェリーがゆっくりと向き直った。

「うげっ！」




　ギギィーーーーン！




「こ……怖こわい……！　ああ～～～～～～～っ！」

　完全に据すわった目つきのチェリー。

　オジジの襟えり首くび摑つかみ上げるや、

「∂≡▽≒∞＊§￡￠☆ーーーーーーーーッ！」

　判はん別べつ不可能な奇き声せいを発しながら、目にも止まらぬ速さで往復ビンタの雨あられ！

「ああっ、チェリー！」

　ジュニアが慌てて止めようとしたが、もう遅おそい。




　ビビビビビビビビビビビビ、ビイーーーーーン！




　哀あわれ、オジジはスローモーションを見るかの如ごとく、ゆっくりと床ゆかの上へと崩くずれ落ちていった……。

「あちゃ～～～っ」

「しえええええええっ！　マリオネットが人間に手を上げるなんて、あんたどっかおかしいんじゃなあい!?」

「失礼ね！　わたしはどこも変じゃありませーーーーーん！」

　チェリーは目に涙なみだを浮かべながら、ゼエゼエと肩で息をする。

「だって、そんな、なあぁぁぁぁんにも知らない人間の生き娘むすめでもあるまいし……って、ま、まさかあんたたち！」

「えっ!?」

　ギクリ！

「ふ～～～ん、そうか……そういうわけだったってことか……」

　オジジの頭を、さっき見た伝説の乙女回路が過よぎっていく。

（乙女回路は皇室付きかよほどの金持ちじゃないと手に入らないと聞いておるが……）

「あ、あの……」

　オジジはしげしげとジュニアの顔を見つめる。

　ここでジュニアの正体がバレちゃったりしたらマズイんでないかい!?

「うむっ！」

　スルリッとジュニアの肩に手を回してオジジが囁ささやいた。

「若い身空で、そういう趣しゆ味みがあったとはのう……」

「はあっ？」

「ん～～～～～、深い！　深いのう！　カーーーーーーカッカッカッ！」

　勝手に納なつ得とくして大喜びのオジジであった。

　もう何が何だか……。

　しかしそんな食堂での大おお騒さわぎは、ジュニアにほんの一時だけ、昨夜からの辛つらい出来事のことを忘れさせてくれていた……。




「ふうっ」

　寝しん室しつに向かう短い廊ろう下かの途と中ちゆうで、ジュニアがひとつタメ息をついた。

「どうかしましたか、ジュニア様？」

「うん？　別に……何だかやたら賑にぎやかだけど、楽しくて、とってもいい人たちだなって」

「いい人かどうかはともかく、やたら賑やかなのだけは確かですわ！」

　オジジのセクハラにあったチェリーがふくれっ面つらで答えた。

「フフフ……」

　そんなチェリーを見てブラッドベリーが笑う。

（人たちのためにも、一日も早く父さんを助け出しロマーナを取り戻もどさなければ……）

　望むと望まざるとにかかわらず、ジュニアの心にまた厳しい現実が戻ってくる。

　とは言っても、そのために自分はまず何をしたらいいのか？

　ジュニアの頭の中には、何ひとつ具体的なことはうかんでこなかった……。

（どうしたらいいんだろう？　どうしたら……!?）

「うはあ～～～～～っ、すっごおい！」

「ち、ちょっと、何よ、これっ!?」

　ライムとチェリーのすっとんきょうな声にジュニアは我に返った。

　寝室にあてられた部屋の奥おくには、畳たたみ十じゆ畳じよう分ぶんはあろうかというほどの巨きよ大だいな布ふ団とんが敷しきつめられ、ご丁てい寧ねいに枕まくらが四つ、きちんと並べて置かれてあった。

「こ、これってどういう……」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすジュニア。

　部屋の隅すみにはこっそりとムチとロープが置いてあったりして……。

（だから、違ちがうってえ～～～～っ！）

「うはは、ワーーーーーイ！　ねえジュニア、今日はここで皆みなで寝ねるの!?」

「そんな、ダメよ、ライム！　ジュニア様とご一いつ緒しよするなんて失礼だわ！」

「フフッ！　ジュニア様さえよかったら、私は別に構わないけどねえ」

「そんな……ブラッドベリーまで」

「んじゃ、ボク、ジュニアのとなりーーーーーっ！」

「ダメよ、ライム。私たちは別の場所で休みましょう」

「ヤダ！　ボク、ジュニアと寝るう～～～～っ！」

「ふあぁぁぁ～～～。とにかく早く休もうよ……今日は、さすがに私もちょっと疲れた」

「ああん、ブラッドベリーッ！」

　ジュニアを置き去りに、勝手に話は進んでいた。

「は、ははは……」

　こういう時には決まって余計なことが頭を過よぎるものである。

　ブラッドベリーの健康的なハダカ。

　チェリーの純白のパンティ。

　ライムのちょっと照れた可愛かわいい仕し草ぐさ。

　そんなことには構わずに、ブラッドベリーがタンクトップの裾すそに手をかけた。

　ブラッドベリーの健康的なハダカ（リピート）！

「あうっ！」

　思わずジュニアが声を上げた。

「ジュニア様……？」

「あ……その、僕……」

　ブラッドベリーと目が合って、ジュニアの頭にカーッと血が上る。

「ほ、ほ、ほ、他ほかで寝るから……お、お休みなさい！」




　ばびゅうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅん！




　枕をひとつ抱かかえて、ジュニアは脱だつ兎との如ごとく部屋を飛び出した。

「………………」

　一瞬の出来事にしばし啞あ然ぜんとするライムたちであったが……。

「はっ！　ああ、待ってジュニア様ーーーーーーーッ！」

　慌あわててチェリーが後を追う。

「追いかけっこ!?　ボクもやるうっ！」

「……やれやれ。あんたはここで待ってなさい」

　ブラッドベリーがボンッとライムに枕を投げつけた。

「ほえ……？」




「チッ！　意い気く地じなしめ……！」

　双そう眼がん鏡きようを構えたオジジが舌打ちをする。

　家の外からこっそり寝しん室しつの様よう子すを覗のぞいていたのだ。

　いい歳としこいて何考えてんだか、このおっさん？

「……おっ？」

　バタン！　と扉とびらの開く音がして、家の中からチェリーが飛び出した。

「ジュニア様ァ！　ジュニア様、どこですかーーーっ!?」

　ちょっと考えれば、何もジュニアが外に飛び出すわけないであろう、なんてことは分かりそうなもんだが……寝室を飛び出していったジュニアの勢いに惑まどわされたか？

　チェリーはジュニアを探し求めて、夜の草原へと消えて行った。

「ほっ……まあ、こういうのもたまには初うい々ういしくていいかのう。フフッ……思えばわしにもこんな時代があったっけ……懐なつかしいのう～～～」

　と、過ぎ去りし青春の日々に思いを馳はせるオジジであった。

　勝手にやってなさいね。




　辺りは闇やみに包まれ、すでに昨夜の革命劇から丸一日が過ぎようとしていた。

　ロマーナを命からがら脱だつ出しゆつした上、半日も歩き続けたのはさすがに生身の体にこたえたか、はたまたヴィレイを思い続ける心労が祟たたったか……ジュニアは居間のソファの上で深い眠ねむりについていた。

「ジュニア様……」

　ジュニアの静かな寝ね顔がおをそっと見下ろすブラッドベリー。

「……ジュニア様はきっとこの私がお守りして見せる。ヴィレイ様のためにも……私が」

　そう呟つぶやいて、ブラッドベリーは静かにジュニアの隣となりで横になった。

「う……うう～～～ん」

　無意識の内に、ジュニアがブラッドベリーの体に顔を埋うめていく。

「う……父さん……」

　ブラッドベリーの暖かい胸に抱だかれて、ジュニアは眠りの中で呟つぶやいた。

　そしてもう一言、

「……母さ……ん」

　……と。




「ジュニアはボクが守るーーーーーーーんだよ……むにゃにゃ……」

　たった一人で広い布ふ団とんを占せん拠きよして、ライムが幸せそうに眠っている。




「ジュニア様ーーーーーーッ！」

　そして、チェリーは……人っ子一人いない草原でジュニアの名を呼び続けていた。




　ジュニアとオジジとセイバーと……それぞれの夜が更ふけていく……。




　　　　４




「えいやあっ！　とおっ！　ちょえええええええっ！」




「うっ……うう～～～ん。な……なんだ？」

　ジュニアはライムの奇き声せいで目を覚ました。




　ドッガアァァァーーーン！




　ライムのパンチが大地に炸さく裂れつした。

　ビリビリと激しい衝しよう撃げきが広い庭を伝っていく。

「んっ？　あれれ……？」

　顔を上げたライムが目をパチクリさせた。

「んもう。ったく、どこ見て撃うってんの？　こっちよ、こっち」

　ライムの背後には、腕うで組ぐみをしたブラッドベリーが立っている。

「ありゃっ!?　ぬぬぬ～～～～、だあーーーーーーーっ！」

　力任せに腕をブンブンぶん回し、ライムがブラッドベリー目め掛がけて突とつ進しん！

「とあっ！　てあっ！　たあっ！　ほあっ！　へあっ！　ひゃあっ！　ふにゃっ！」

「ほらっ、動きが読まれっぱなし。そんなんじゃ一発だって当たりゃしないよ」

　ライムの繰くり出すパンチを、スイスイと躱かわすブラッドベリー。
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　なんと、それも目を閉じたまま……涼すずしい顔で先の先を読んでいるのだ。

「んにゃら～～～～～っ！」




　ドッガアァァァーーーン！




　ヤケクソ気味に放ったライムの大おお振ぶりパンチがまたも地面をえぐった。

「やれやれ。そんなんじゃジュニア様をお守りすることはできないわね」

　ライムの後方約三十メートルでブラッドベリーが肩かたをすくめた。

「んぐっ！　ジュニア様は、ボクが守るうーーーーーーーっ！」

　癇かん癪しやくを起こした子供のように、ライムは再びブラッドベリー向かって一直線！




　ピトッ！




　ライムの突とつ進しんを止めたのはたった一本の指だった。

　おでこにあてられたブラッドベリーの人差し指がつっかい棒になって、ライムは一歩も進むことができなくなった。

　手をジタバタさせれど、短いライムのリーチではブラッドベリーに届とどかない。

「ねっ。ポイントさえ外さなきゃ、攻こう撃げきに力は関係ないのよ」

「ぐぬ～～～～～～～～っ！」

　それでもライムは前へ前へと力を込めた。

　……猪いのししか、あんたは？

「ほう、朝から精が出るのう。なんじゃ、プロレスの練習かい？」

　農家の朝は早い。

　麦わら帽ぼう子しに大きな籠かごを背負ったオジジが、農作業への出かけ際ぎわに声をかけた。

「あ、どうも。んま～～～そんなもんです」

　ブラッドベリーが苦笑する。

「おや……あの気の強い娘むすめさんの姿が見えんようじゃが……」

「チェリーならヤボ用で出かけています。二、三日戻もどらないかもしれませんけど」

「なんだ、つまらんのう……おろっ！」

　ちょっとガッカリした様よう子すのオジジだが、その視線はすぐさまブラッドベリーのスレンディなボディに走った。

「……？」

「むふっ」

　それならとばかり、オジジのいけないお手々は引き締しまった褐かつ色しよくのお尻しりに伸のびる！




　もちっ……！




「おほっ、こりゃまた」

　弾だん力りよくに富んだ感かん触しよくにオジジの頰ほおが緩ゆるんだ。

「むむっ！」

　すかさずブラッドベリーの顔色を窺うかがうオジジ。

　チェリーばりの返礼がくるかと思いきや、ブラッドベリーはニッコリと微笑ほほえんだままである。

「ほほっ……ん？　アタタタタタッ」

　ホッとしたのもつかの間。

　ブラッドベリーは顔色ひとつ変えずに、オジジの手をキュゥッとつまみあげていた。

「カッ……カハハ……！　これもまたなんつうか……」

　真っ赤になった手の甲こうをブラブラ振りながら、オジジが照れたように笑った。

「う～～～ん、しかしどうも……ちょっと違ちがうか……？」

　しきりに首を傾かしげながら農作業に向かうオジジ。

「フフフ……いってらっしゃい」

　変わらぬ笑みを浮かべながらブラッドベリーが見送った。

　余よ裕ゆうだね。

「……ん？」

「うにゅにゅ、うにゅ、うにゅう～～～～っ！」

　ブラッドベリーの指先で、この間かんずっとジタバタしていたのはライムである。

「あっ、いけない！　忘れてたわ！」

　慌あわててライムのおでこのつっかい棒を外すブラッドベリー。

「んら、ららら……!?」

　バランスを崩くずしたライムは勢い余って思いっ切り前につんのめる。




　バグワアーーーーーーーーン！




　運悪く、ライムは巨きよ大だいな石に頭から突つっ込んだ。

「きゅう～～～～」

　ぐるぐる目を回してエンプティーしてしまうライム。

　やれやれと、大きくタメ息をつくブラッドベリーであった。




「ライム……ブラッドベリー……」

　二人の特訓風景を見て、ジュニアは少なからずショックを受けた。

　セイバーたちはすでにロマーナを救うための行動に出ていたのだ。

　次期最高執しつ政せい官かん……それはジュニアに与あたえられた使命である。

　それなのに、一体今の自分に何ができるのであろう？

　ジュニアの心が焦あせりを覚えた。




　ブラッドベリーは、カーテンの隙すき間まから自分たちを見ている視線に気がついていた。

「ジュニア様……」

　ジュニアの影かげは、心なしか肩かたを落として部屋の奥おくへと消えていった。

　そして、ブラッドベリーの足元には、ガックリと肩を落とした人物がもう一人。

　木の幹に腰こしを下ろして、バッテリーの充じゆう電でんをしているライムである。

　自分の攻撃がまるで通用しなかったのが余よ程ほどショックであったか、いつもの元気はどこへやら……ガックリとうなだれてしまっている。

「ぐしゅっ……！」

「ライムったら……」

　しかし、今ここでライムに同情しているヒマはなかった。

　ブラッドベリーは気を取り直して講義を続ける。

「ふう……いい、ライム。強い奴やつが相手の時は、力任せの一本調子な攻撃だけじゃ太た刀ち打うちできないわ。勝負には冷静な判断が必要なの。だからもっと、ライムは感情をコントロールすることを覚えないとね」

「…………」

「分かったの、ライム？」

「うじゅうぅぅ～～～……」

　しょぼくれたライムが鼻をすすった。

「……」

　ライムの横にしゃがみ込んで、ブラッドベリーがそっと尋たずねる。

「あいつらと戦うの……怖こわい？」

「う……うん」

　小さく頷うなずくライム。

　エッジが初めて刻み込んだ『恐きよう怖ふ』の記録は、ライムの心に重くのしかかっていた。

「ブラッドベリーも……」

「えっ？」

「……ちょっと、怖い」

　ガクッ……！

　正直にもほどがあるぞ、おい。

　自分より強い者はすべて恐怖の対象になってしまうのか？

　ブラッドベリーはちょっとだけ質問の方向性を変えた。

「そうか……それじゃ、ジュニア様はどう？」

「ジュニアはスキ！　超スキだよ！」

　一転、ライムは元気に答えた。

「その気持ちがあれば、セクサドールなんて怖くないわよ」

「ほえ？」

「ジュニア様を思う気持ちが、怖い気持ちよりも強ければ……そう、力なんて自然に出るわ。だからライムはジュニア様を大切に思う気持ちを忘れないで」

「ふ～～～ん、そっか。よく分かんないけどそれなら大丈夫だから分かったよブラッドベリー。だってボクはジュニア様が大スキスキスキスキだもの」

　ライムが一気にまくしたてた。

「フフ……それじゃ練習を始めましょうか」

「ハーーーーーーイ！」

　いつものライムが陽気に飛び跳ねた。




　その頃ころチェリーは、小こ雨さめ降る森の中に身を潜ひそめていた。

　草むらの中から顔を覗のぞかせ、その遥はるか前方の小さな村に目を凝らした。

　電子眼のスコープが村の中のロープウェイ駅を捕とらえる。

　まばらに人の行き交う改札口には、銃じゆうを備えた警備兵が立っていた。

　チラチラとしきりに周囲へ気を配っている様よう子すがよく分かる。

「ここもダメか……」

　ポツリとチェリーが呟つぶやいた。

「ええと、次の駅は……」

　そして、手にした小さな地図に視線を落とした。

　フェイスの手が届とどいていないロープウェイ駅はないだろうか？

　チェリーもまた、ロマーナ潜入のための行動に移っていたのだ。




　そして、平和な日々は瞬またたく間に三日が過ぎた……。

　オジジは農作業に明け暮れ、アダリーはいつもニコニコと家事をテキパキこなしていた。

　ライムとブラッドベリーの対セクサドール用戦せん闘とう訓練は日増しに熱を帯びていき、チェリーは安全なロープウェイ駅を求めて森を彷徨さまよい続ける。

　ジュニアは今何をなすべきかを考えた末……オジジの畑で一生懸けん命めいダイコンを拭ぬいていた。

「う、う～～～ん……よいしょおっと！　フィ～～～～！」

　引き抜いたばかりの見事なダイコンを手に、ジュニアが額の汗あせを抜ぬぐう。

「ほう、ずい分上う手まくなったもんじゃのう。最初畑仕事を手伝いたいと言い出した時はどうなることかと思ったが、人間努力すればどうにかなるもんじゃな。カッカッカッ……！」

　感心しながらオジジが笑った。

「それにしても、見たところいいとこのお坊ぼっちゃんのようじゃが……土いじりがしたいとはお前さんも結構変わっとるのう」

「でも、こうやってなにかしていないと落ち着かなくって。それに、お世話になってばかりじゃ申し訳ありませんから」

「そうやって気を使うあたりが変わっとるんじゃ」

「そ、そうですか？」

　オジジに対して気を使っていたのも確かだが……。

　自分の逸はやる気持ちを抑おさえるために何かせずにはいられなかった、というのがジュニアの本心である。

　土まみれになった手に目を落として、ジュニアはブラッドベリーの言葉を思い出していた。

　それは一昨日の晩のこと……何もできずにいる自分に焦あせりを感じたジュニアは、眠れぬ夜を過ごしていた。

　セイバーたちは、いち早くロマーナ奪回のために動き出した。

　自分がなんとか逃にげ延び、今ここでこうしていられるのもライムたちセイバーのおかげなのだ。

　だというのに、自分は今何をしているのか？

　エッジにいたぶられるライムを見て何をしてやれたのか？

　今まではただ、平和なロマーナで、ヴィレイの言う通りライムを心の優やさしいセイバーに育てようとしていればよかった。

　だが、これからは違ちがう……。

（何かしなくちゃ……！）

　ロマーナのために……自分を助けてくれるセイバーたちのために……。

　意味もなく握にぎった拳こぶしに力が込もる。

　気は高ぶれど、その力の捌はけ口はどこにあるのか、ジュニアには分からなかった。

（…………!?）

　ジュニアの側そばにはいつの間にやらブラッドベリーが立っていた。

　逸るジュニアの気持ちを察したか、ブラッドベリーは優しい目をしてこう言ったのだ。

「ジュニア様……ジュニア様に怒りの拳は不要です。それは私たちの役目……」

　ブラッドベリーの手が、ジュニアの握った拳を暖かく包み込む。

「ヴィレイ様はいつもそう願っておいででした。ジュニア様のお手はロマーナの人々を幸せに導くために使ってほしい。ヴィレイ様の血を引くジュニア様にできないはずはありません……」

　ニッコリと微笑ほほえむブラッドベリーに、不ふ思し議ぎとジュニアは体の中から余よ計けいな力が抜ぬけていく気がした。

　ロマーナの人々のために……それがどういうことかは分からなかった。

　が、とりあえず、太陽の日の下で額に汗あせしながら働くことはジュニアにとって新しん鮮せんな体験であり、十分気を紛まぎらわすには役に立っていた。

「変わっとると言えばお前さんのセイバーたちもじゃが……毎日、毎日、ありゃ何をやっとるんじゃね？」

　オジジの声でジュニアは現実に戻る。

「えっ!?　さ、さあ……ハハハ……」

　まさかセクサドールと戦うための特訓とも言えず、ジュニアは笑ってごまかした。

「それに……あんな『モノ』がついとったんじゃ、いざという時色々と面めん倒どうじゃろうて」

「ハハ……ハ……ハ」

　また、それかい？

「まっ、もっとも、それが本来あるべき自然な姿なんじゃがのう。カッカッカッ……！」

「はあ」

「昔の人間は皆そうやって、心を通じ合わせて子孫を残していったものじゃ。それを今の貴族連中は楽ばかりしおって、お陰かげで上の方は何ひとつ変わっとらんそうじゃないか」

「おじさん……」

　ジュニアは神しん妙みような顔つきでオジジを見る。

「おろ？　ま、まあ、わしも人のことは言っとられんがの。ウシャシャ！」

　ガラにもなくまともなことを喋しやべってしまったオジジが自分でオチをつけた。

　アダリーを思い浮かべて照れ笑いをするオジジを、それでもジュニアは頼たのもしげに見ていた。

　お陰でほんのちょっとだけだけれど、ヴィレイの言わんとしていたことが理解できた気がしたからだ。

　何な故ぜヴィレイが女性復活を冠に祭を催もよおしたのか。

　何故生まれたばかりの、何も知らないライムをジュニアに預けたのか。

　本来あるべき自然な姿……。

　それはここにもあるかもしれない。

　そんなことを、ジュニアはふと思った。

　自分で取ったダイコンを手に、ジュニアは清々しい気持ちで壮そう大だいな穀こく倉そう地帯を見渡す。

　どうやらただの気晴らしは無む駄だではなかったようだ。

「……ん？　あれは？」

　と、ジュニアは遠くの方からヘロヘロとやって来る小さな人ひと影かげを発見する。

　それは、さすがに疲れ果てた様よう子すのチェリーであった。

「チェリー!?」

「あ…………ジュ、ジュニア様～～～～～ッ！」

　ジュニアを見て、チェリーは土と雨で汚よごれた顔をほころばせた。




　チェリーの広げた地図には、いたる所に×印がしてあった。

「カリン駅、トルベ駅、ドメナス駅……全部警備兵だらけだったわ……」

「河向こうのラ・パルパ駅は？」

　真しん剣けんな眼まな差ざしでブラッドベリーが聞く。

「その先のルウム駅までびっしりよ」

「強行突とつ破ぱしかない？」

「後が辛つらくなるわ。できれば市内に入るまで気づかれたくない」

「でも、これ以上もたもたしているわけにはいかない！　ライムも力をつけてきたし、多少の危険は覚かく悟ごの上で……」

「ダメよ！　わたしたちはともかく、ジュニア様を危険にさらすようなマネはできないわ」

「大だい丈じよう夫ぶ。ジュニアはボクが守る！」

「そういう問題じゃないの！　わざわざ危ない橋を渡わたることはないって言ってるのよ。ただでさえ市内に入ったら何が待っているか分からないんだから」

「それじゃどうする!?」

「う～～～ん……」

　そして、沈黙……。

　居間のテーブルを囲んでの作戦会議は暗あん礁しように乗り上げてしまったのだ。

（しかし、こうしている間にもヴィレイ様は……）

　ブラッドベリーがグッと唇くちびるを嚙かみしめた。

「分かった、じゃあこうしよう。私がルウム駅で騒さわぎを起こす。警備兵の注意がこちらに集まったところでチェリーとライムでジュニア様をカリン駅からロマーナへお連れする」

「う～～～ん、ブラッドベリーの戦力は惜おしいけど、今のところ他ほかに手はないか……」

「大丈夫。すぐに私も後を追うから。ジュニア様、それでいいですね」

「えっ!?　う……うん……」

　それは歯切れの悪い返事であった。

「ジュニア様……？」

「その……僕、ずっと考えてたんだ。ブラッドベリーに言われてから……父さんが何を願っていたか。それで、思い出したんだ……」

「何を……ですか？」

「ライムが王宮に来た時に父さんが言ってた。ブラッドベリー、チェリー、そしてライム、これでようやく三人揃そろったって」

「揃った……？」

「二百年前……テラツーに女性復活のイベントがあった時に活かつ躍やくしたセイバーたちの名前がそう、ブラッドベリー、チェリー、ライムっていうんだぞ……って、父さんが嬉うれしそうに教えてくれたんだ。だから、このセイバーたちは三人揃ってこそ意味があるって。……それからしばらくして復活祭が始まって、だからきっと、ライムたちの名前にも父さんの願いがこもっているんだ」

「ほえ？」

「私たちの名前にそんな意味が……!?」

「ヴィレイ様……」

　どうやらブラッドベリーも知らなかった事実のようである。

「だから、僕は別々に行動するのは反対だ。どんな危険なことがあっても、僕たちは一いつ緒しよにいるべきだと思う。それが父さんの願いなんだ」

　ジュニアがキッパリとそう言い切った。

「それに、僕もみんなと一緒の方が、どんなことにでも頑がん張ばれると思うから」

　いつもと変わらない優やさしい笑え顔がおに戻ってジュニアが言った。

　でも、それがどことなく頼たのもしく見えたのは気のせいなのか……？

「ジュニア様……」

「なあ～～～にをコソコソとやっておるんじゃあっ？」

「ぬわああああああっ！」

　そこへ、うぞっ！　と、顔を覗のぞかせたのはオジジであった。

「おろっ？　なんじゃ、こりゃ？」

　テーブルの上の地図を目ざとく見つける。

「あっ！　それはそのお～～～、せっかくこっちで暇ひまがあったんだから、近くの駅を回ってスタンプ集めてこようかなあ～～～なんて、アハ、アハッ！」

　チェリーが思わずぶりっ子で煙けむに巻く。

「ふ～～～ん、そりゃまた変わった趣しゆ味みじゃのう……」

　チラリと一同に視線をやって、オジジが何気にポツリと言った。

「それじゃあ、谷の貨物駅は回ってきたかね」

「えっ!?」

「川上の谷に、廃はい線せんになった貨物駅があるんじゃ。西の変電所をつくる時、エレメタルの切り出し場だった所じゃよ」

「そこ、今でも使えます？」

　ブラッドベリーが身を乗り出す。

「機関車もまだあると思うが、十年以上動かしとらんよ」

「！」

（それだ！）

　誰からともなく視線を合わせるジュニアたち。

　チェリーが小さくガッツポーズを取った。

「あんた、鉄道おたく？」

「うぐっ！」

　嬉しそうなチェリーにオジジが水を差す。

「あっ、そうそう。それからなあ、テレビに映像が入っとったぞ」

「えっ!?」

「もうじき緊きん急きゆう放送があるとか……それを言いに来たんじゃった」

　ジュニアの顔が緊張に強こわばる。

「あ、ありがとうございます！　ライム！　チェリー！　ブラッドベリー！」

「はいっ！」

　血相を変えて部屋を飛び出すジュニア。

　ライムたちが後に続いた。

「な、なんじゃあ!?」

　アッと言う間に一人部屋に取り残されて、オジジは目をパチクリさせた。




『すべてのロマーナの民に告げる。我が名はスターフェイス。この地を治おさめるために生まれてきた。現在ロマーナの全権は我わが手中にあり……』

　テレビの画面は、玉座に深々と腰こしを下ろした仮面の男を映し出していた。

『……無能な前執政官、ヴィレイは反逆罪で拘こう束そくした。なお、逃とう亡ぼう中ちゆうのヴィレイ・ジュニアに対しても、反逆罪で逮たい捕ほ命令を発はつ効こうしている。発見出来しだい処しよ刑けいし、偉い大だいなるロマーナ王の名を辱はずかしめる出で来き損そこない共を一いつ掃そうする……』

　ぐぐっ、とテレビの画面にジュニアが食い入る。

『……戴たい冠かん式しきは明日夕刻、エルバドロン教会にて執とり行う。ロマーナのすべての民たみよ……我に祝しゆく福ふくを。忠ちゆう誠せいと、服従を！』




　プツン！　ザーーーーーー…………。




　冷たい仮面のアップを最後に、画面は砂の嵐あらしに包まれた。

「明日……夕刻！」

　映像の消えた画面を睨にらみながらジュニアが呟つぶやく。

　ライムたち、セイバーの顔にも緊張の色が走った。

「ふむ……」

　ただならぬ気配にヒゲをビクつかせるオジジであった。
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　ロマーナ全土への放送を終えたフェイスは、満足気に呟いた。

「こうして私が玉座に座すわり、あなたが傅かしずく。あの追放されたカビ臭くさい塔とうで何度夢みたことか……」

　広間中央のベッドには、様々な計器類の埋うまったヘルメットを被かぶったヴィレイが横たえられていた。

「う……フェイス……きさま……何を、した……」

　息も絶え絶えに、かろうじて言葉を発するヴィレイ。

　感情を持たぬフェイスの仮面が、ヴィレイを見下ろしながら静かに言った。

「あなたの記き憶おくを探さぐらせてもらいました。あなたが如い何かにして執しつ政せい官かんの地位を得たか……そして、手にした『謁えつ見けんプレート』をどこに隠かくし持っているか……。フフフフフフ……結構楽しめましたよ」

「ううっ……」

　それは今のヴィレイにとって、忌いまわしい過去の記憶にすぎない。

　若き日のヴィレイ……。

　彼はロマーナの最高執政官の地位を得るために、血ち塗ぬられた剣けんを握にぎっていた。

　前任者の胸を貫つらぬき、その体の中から血に染まった金のプレートを摑つかみ出す。

　足元に崩くずれ落ちる前任者の屍しかばねを前に、彼は確かに微笑ほほえんだ。

　勝利した喜びと、ロマーナの王たる証あかしを手にした満足感に……。

　その時は何の疑いも憂うれいも抱いだいてはいなかった。

　彼にとってはロマーナの歴史だけが真実であり、勝利を勝ち得たことのみが正義であった。

　そう、手を血に染めた彼の名はヴィレイ！

　認めたくない事実が、次々とヴィレイの頭の中に甦よみがえる。

「知りませんでしたよ……あなたがそれほどまでロマーナの歴史に従順であったなんて。ならばこれも運命と思ってあきらめもつくというものでしょう。ロマーナの王たるために、私もまたあなたと同じことをしなければならない……ククク……！」

　そう言って、ゆっくりと立ち上がるフェイス。

　揺ゆれるマントの下で、鋭するどく尖とがった剣先がキラリと光を放った！

「これで私は名実共に真の王となる。なに、悲しむことはありませんよ……私はあなたでもあるのですから」

　ヴィレイのもとへ歩を進めながら、フェイスの手がすうっと自らの仮面に伸のびた。

　フェイスの言うその時がきたのか!?

「やめろ……」

　苦く渋じゆうに満ちた声を上げ、ヴィレイが顔を背そむけようとした。

　しかし、エッジとブリッドはそれさえも許さない。

　二人の手はヴィレイの頭を押おさえつけ、嫌いやが上でもヴィレイの目はフェイスの正体を見ることになる。

「ククク……その目でしっかりとご覧らんになるがいい……ロマーナの真実を！」

「ぐううう……うわあああっ！」

　嗚お咽えつにも似たヴィレイの叫さけび。

　ヴィレイにとってはあまりにも残ざん酷こくな事実が目の前にさらされた。

　仮面の奥おくから現れたのはもう一人のヴィレイであった！

　勝利した満足感に不敵に微笑ほほえむその顔は、紛まぎれもなく、若き日のヴィレイ。

　純血なクローニング種族による王位継けい承しようが生んだ悲劇である。

　同じ細胞から生まれ、同じ意識と顔を持つ、同じ人間同士で覇は権けんを巡めぐり血を流し続けてきたというのか!?

　ロマーナの過去も!?

　そして、これからも……!?

「フフフ……ファーハッハッハッハッ…………！」

　若きヴィレイの狂気に満ちた笑い声が王宮の広間にこだました。




　ザシュ……！




　肉を裂く鈍い音と共に静せい寂じやくが返る。

　自らの興奮を宥なだめるように、皮ひ肉にくめいてフェイスは言う。

「ふ……さて、あなたの腰こし抜ぬけ王子は現れますかね？」

「……目標ロストから56時間02分経過……市内での捜そう索さくはフルタイム継けい続ぞく中ですが情報はなし。市内に潜せん伏ぷくの可能性は８パーセント以下。下の階層に逃とう亡ぼうした可能性は70パーセント」

　フェイスの言葉を受けて、部屋の隅すみに控えていたキャニーが機械的に言った。

「式典には間ま違ちがいなく姿を現します。そのためのテレビ放送です」

「……だ、そうですよ、ヴィレイ閣かつ下か。もっとも、このロマーナに辿たどり着けたらばの話ですけどね。ククク……フフフフ……」

　血にまみれた金のプレートを手に、フェイスがさも愉ゆ快かいそうに笑った。

　ベッドに横たわるヴィレイから返事はなかった……。




　　　　６




　草原の広がる大地に朝の光が降り注ぐ。

　日が明けて、ジュニアたちはいよいよ出発の時を迎むかえていた。

「本当に、いろいろお世話になりました」

　オジジの家の庭先でジュニアは深々と頭を下げた。

　見送りに出たオジジがちょっと寂さびしそうな顔をする。

「うむ……何があるのか知らんが、達たつ者しやでな。またこっちへ来るようなことがあったらいつでも寄っておくれ」

「はい！　それじゃあ！」

　ジュニアたちは手を振ふりながらオジジの家を後にした。

　アダリーがいつもと同じニコニコ笑え顔がおでそれに答える。

　丘の向こうに消えていく後ろ姿を見送りながら、オジジはポツリと呟つぶやいた。

「うまくいくことを願っているよ……あいつは高く買ってくれそうだからな」

「？」

　何のことか分からないアダリーが、ちょっとだけ不ふ思し議ぎそうな顔をしてみせた。

「ふ……さて、わしらはいつもの生活に戻るとするか。なあ、アダリー」

　そう言って、オジジはアダリーのお尻しりを撫なで撫でする。

「ほ……？」

　アダリーはただニコニコとオジジを見つめている。

「う～～～ん、なんかこう、もうひとつかな……？　よっしゃ、わしもいっちょう青春しちゃるか！　カーーーカッカッカッ！」

　一いつ瞬しゆん、物足りなさを感じてしまったオジジが豪ごう快かいに笑い飛ばした。

　穏おだやかな風に、陽子井戸の風車が微かすかに揺ゆれた……。




　ジュニアと三人のセイバーは川に沿った急な山道を登っていく。

　目指すは川上の谷……そこにロマーナへ通じる貨物駅がある。

　今さらジタバタしても始まらない。

　覚かく悟ごを決めたジュニアの心は妙みように落ち着いていた。

　だから、思い切ってブラッドベリーに尋たずねることもできた。

　スターフェイスの真実を……！

「実は私もあまり詳くわしいことは……」

　言いづらそうに、それでもそれが必要なことと判はん断だんしたか、ブラッドベリーは正直に知っている限りのことを話し出した。

「……そう、長いこと西の塔とうに幽ゆう閉へいされていた人物であることは確かです」

「幽閉……？」

「ジュニア様が誕生される以前……次期最高執しつ政せい官かんとして将来を嘱しよく望ぼうされていたと聞いていますが……。だからジュニア様が誕生した時、余計な争い事を避さけるためにヴィレイ様はフェイスを遠ざけたのだと思います」

「それじゃあ、僕のせいで!?」

「いえ。フェイスは危険な思想を持った男だと……ヴィレイ様はそう言っておられました。どのみちロマーナの王位を継つがせる意志はなかったのです。ただ……」

「ただ……？」

「それもミラーヌの惨さん劇げきがあってからの話。それまではヴィレイ様もフェイスを次期最高執政官として認知されておいでだった。そのことはヴィレイ様も気に病やんでおられ……せめてフェイスの気のすむようにと、望む物はすべて与あたえていらっしゃったのです」

「まさか、あのセクサドールは!?」

「そう、フェイスが自ら造り上げた戦せん闘とう用ようセイバーマリオネット。フェイスは西の塔でより強力なセイバーの製作に没ぼつ頭とうし、その結果として……伝説の乙女おとめ回路を復活させたのです」

「乙女回路……？　そ、それじゃあ……!?」

　ジュニアの足が止まり、一いつ瞬しゆん、ブラッドベリーが目を伏ふせた。

　だがすぐに、ブラッドベリーの目は真っ直すぐにジュニアを見つめ直した。

「でもご安心ください。私の心はジュニア様、あなたと共にあります。そして、ヴィレイ様の心と共に……！」

　さすがに動どう揺ようするジュニアであったが、ブラッドベリーの熱い視線に疑いの余よ地ちはない。

　乙女回路の感情は、良くも悪くもその主人によって決定づけられる。

　ジュニアにとってはブラッドベリーたちと過ごしてきたこれまでの日々が何よりの真実なのだ。

　もちろん、チェリーも、そしてライムも。

「うはあっ！　ジュニア、見て、見てえっ！」

「ジュニア様ーーーーッ、あった、ありましたよおっ！」

　先を行くチェリーとライムの明るい声が聞こえた。

　気がつけば、目の前には広大な廃はい鉱こう山ざんが聳そびえている。

　地ち殻かく変動で隆りゆう起きした地層が塔のように立ち、その頂上付近で、太陽の光を受けたケーブルがキラキラと輝かがやいていた。

　それはオジジに教えてもらったロープウェイ貨物駅である！
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　ジュニアたちは地層の塔の下に立ち、目指す頂上駅を見上げた。

　岩いわ肌はだのあちらこちらからは錆さびついた鉄骨が突つき出し、切れたままのケーブルが風に揺ゆれている。

　それは、鉱山が何年もの間、ただ放置されていたことを物語っていた。

「思ったより早く着けたわね。どう、そっちは使えそう？」

「えっ、ええ！　だいぶ錆ついてるけど何とか動くわ。頂上駅まではこれで行きましょう」

　チェリーがゴンドラの錆びた滑か車しやを点検しながら答えた。

　ふうっ、と顔を上げたチェリーは改めて周囲を見み渡わたし、思い出したようにクスッと笑った。

「ヤダ……こんなトコにスタンプなんてあるわけないじゃない」

「ほえ？　スタンプ……？」

「さあ、これでよしと。行きましょう、ジュニア様」

　最後にケーブルの点検をし終えたチェリーがジュニアの手を引きゴンドラへ向かう。

　ライムもそれに続いて歩き出したが……ブラッドベリーはその場に立ったまま東の空を見上げていた。

「フ……どうやら簡単には行かせてくれないみたいね」

　そこには鉱山目め掛がけて飛んでくる光の弾たまがあった！

　ブラッドベリーが手のグローブを正しながら大声で叫さけぶ。

「チェリー、ジュニア様を先に！　ライム、行くよ！」

「はーーーーーーい！」

　光の弾を迎むかえ撃うつべく、二人はジュニアの乗ったゴンドラに背を向け走った。

「ブラッドベリー！　ライム！」

「ジュニア様、出ます！」

　構わずに、チェリーはゴンドラの発進レバーを下ろした！




　ンゴッ！　ギイィィィィ…………ンガゴゴゴオォォォ…………ッ！




　こびり付いた錆を撒まき散らしながら、滑車がケーブルを伝って動き出す。

　ジュニアとチェリーを乗せたゴンドラが、ゆっくりと垂直に上じよう昇しようを始めた。




　ブシュアァァァァァァァァッ！




　光の弾は地上に衝しよう突とつする瞬しゆん間かん、人間の姿となって、そしてフワリと舞まい降りた。

　大地に降り立った金きん髪ぱつの美女が、不敵な笑えみを浮うかべながら名乗りを上げた。

「セクサドール、ブリッド！」

「セイバーチャンピオン、ライム！」

　負けじと胸を張ってミエをきる。

「んなことはいいから、行けえーーーーーっ！」

「行くうーーーーーーーーーーっ！」
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　ブラッドベリーに背中を押されて、ライムが猛もうダッシュをかけた。

「フ……」




　ドガアァァァァァァァァァァァン！




　ブリッドはジャンプ一番、難なくライムの突とつ進しんを躱かわしたが、

「なにっ!?」

「もらったあ！」

　ブリッドの目の前には、ライムと同時に飛び出していたブラッドベリーがいた！




　ガシイィィィィィィィン！




　ブラッドベリーの振り下ろした鉄てつ拳けんをブリッドが頭上で受け止める。

「くっ……小こ細ざい工くを！　そりゃああああっ！」




　ビシュウゥゥゥゥン！




　ブリッドが反撃のパンチを繰くり出した。

「は、速い！　くそおっ！」

　矢のような攻撃を躱しながら、ブラッドベリーが応戦する。

　お互たがい一歩も譲ゆずらぬ壮そう絶ぜつな打撃戦が空中に展開された！




　ドガッ！　ヒュウッ！　バシッ！　メキッ！　バッ！　ガツッ！　シュルッ！




「ふえ？　ブラッドベリー!?　よおおおおしっ！」

　体勢を立て直したライムが援えん護ごに跳ぶ！

　ブラッドベリーとライムでブリッドを挟はさみ打ちだ。

　背中を向けたままのブリッドにライムが迫せまる。

「！」

　と、不意にブリッドの肘ひじ関節が開き、ミサイルが発射された！

「ヘ？」




　ドガアアアアアアアアアン！

　ズゴッ！　ガラガラ、ズシャアァァァァァァァァァン！




　ミサイルの直撃を受けたライムは鉱山に叩たたきつけられ、崩くずれ落ちた岩の下した敷じきとなった。

「ライム！　うっ！」

「フン……くだらん原始レベルな戦いはもう終わりだよ」

　ブリッドの指先がブラッドベリーの顔面に向けられた。

「なんだって!?　うわあっ！」




　ズガガガガガガガガ…………ッ！




　ブリッドの指先からマシンガンの如ごとく銃じゆう弾だんが発射される！

　まさにこれ、全身武器の固まりである！

　銃弾が顔面をかすめ、ブラッドベリーはバランスを崩したまま地面に落下する。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで舞い降りたブリッドは、地面に片かた膝ひざをついてジュニアの乗ったゴンドラを見上げた。

「行かせるものか！」

　ブリッドの膝が割れ、中から現れたミサイルの弾頭がゴンドラに照準を合わせた。




　ピピピピピ……バシュウゥゥゥゥゥゥゥン！




「ジュニア様!?　くっ、てやあああああっ！」

　ゴンドラ目掛けて発射されたミサイルに飛び蹴げり一いつ閃せん、ミサイルを真っ二つに打ち砕くだく！




　ドガアァァァァァァァァン！




　ミサイルの爆ばく発はつがブラッドベリーを巻き込んだ。

「くう……っ！　うあっ!?」

　爆風から身を守るブラッドベリーの目の前に、爆ばく煙えんの中からブリッドが飛び出す！

「フッ、甘あまちゃんだねえ！」

「くっ、しまった！」

「……死にな」




　ザシュ…………ッ！




　ミサイルを囮とりこにしてのブリッドの攻撃であった

　身構えるヒマもなく、ブリッドの掌てのひらから発射されたニードルがブラッドベリーの体を貫つらぬいた！

「ぐわぁあっ！…………ぁぁぁ…………」

　鉄骨に摑つかまったブリッドが力無く落ちていくブラッドベリーを確認する。

「フ……。さあ、待ってなさいよ、坊ぼうや……」

　頂上駅を見上げ、ニヤリと口元を緩ゆるめた。




　頂上駅の貨物機関車に乗り移ったチェリーは、エンジンの起動に躍やつ起きになっていた。

　自分の手首から取り出したコネクターを操そう縦じゆう盤ばん下のエンジン部に接続、自らのエネルギーを注入しながらエンジンスイッチをＯＮにする。




　キュッ！　キュキュキュキュキュ～～～～、ガコン！

　プッシュウ～～～～～ッ！




　ジュニアが心配そうに覗のぞき込む。

「チェ、チェリー……？」

「大だい丈じよう夫ぶです……。古いけど、部品はすべて生きてますから……」

　エネルギーの出力をあげて、再度、慎しん重ちようにエンジンスイッチに手をかけた。




　キュキュキュキュキュ～～～～、ガコン……ガッ……ガガガガ、グォォォォォン！




　機関車がブルブルと震しん動どうを始めた！

「……あっ」

「……動いた？　うはあっ、やった、やったよチェリー！」

　思わず顔を見合わせ、二人が喜びの声をあげた。

「これであと少し推進力が加われば万ばん全ぜんですわ！」

「そうだ！　ライムとブラッドベリーは!?」

　ジュニアが下の様よう子すを知ろうと振ふり向いた時……。

「うわあっ！」

　正面の窓には、妖よう艶えんな笑みを浮かべたブリッドが張りついていた！

「フフフ……見つけたよ」




　ガシャアアアアアアン！




　窓を蹴け破やぶってブリッドが滑すべり込む。

「ジュニア様、危なーーーーい！」

　チェリーが咄とつ嗟さに電源ケーブルを投げつけた！




　バチバチイッ！




「うっ！」

　目の前で電源ケーブルがスパークし、ブリッドが一いつ瞬しゆんびくっと仰のけ反ぞった。

（ブラッドベリーもライムもいない……わたしがジュニア様を守らなきゃ！）

「たあーーーーーーーっ！」

　チェリー決死のパンチがブリッドの胸に炸さく裂れつした！




　ぱっこおぉぉぉぉぉん！




「いっ!?」

「へっ!?」

　悲しいかな、戦せん闘とう用ようセイバーでないチェリーのパンチは相手をひるませることすらできない。

「生意気な……邪じや魔まをするなあっ！」

　ブリッドが横よこ殴なぐりにチェリーを張り飛ばす！

「キャアアアアッ！」

「チェリーーーーーッ！」

　壁かべに激げき突とつしたチェリーはその場に崩くずれ落ちた。

「フフフ……そのかわいいオツムをぶっ飛ばしてあげる」

　人差し指をチェリーの頭に押しつけて、ブリッドがニタリと笑う。

　チェリーの顔が恐きよう怖ふに歪ゆがんだ！

「やめろおーーーーっ！」




　バコオッ！




「……？」

　ブリッドが後頭部に軽い衝しよう撃げきを覚えた。

　驚おどろいたように、チェリーがブリッドの背後に立つ人物を見上げる。

「ジュ……ジュニア様……！」

　何と、ブリッドの後頭部を鉄パイプで打ち据すえたのは、ジュニアである！

　それはおおよそ、今までのジュニアからは考えられない行動であった。

　しかし、チェリーのピンチに、ジュニアの体はごく自然に動いていた。




　ピシイィィィィィッ！




　振り向きざま、ブリッドの鋭するどい爪つま先さきがジュニアの顔面をかすめる！

「うあっ！」

　ジュニアの頰ほおを一筋の鮮せん血けつが流れ落ちた。

「フン！　お前はおとなしく見ていな……！」

　ジュニアの鼻先に顔をつきつけ、ブリッドが窘たしなめるように言い放った。

　しかし！

「くっ……」

「なにっ!?」

　ジュニアは怯おびえながら、それでもなおチェリーを庇かばってブリッドを睨にらみつけた！

　ロマーナへ向かおうとする強い意志がそうさせるのか!?

　それとも仲間を救おうとする思いがそうさせるのか!?

　いずれにしろ、それはブリッドを激げつ昂こうさせるに十分であった。

「ぐぐっ……殺す！」

　ブリッドの十本の指が、一いつ斉せいにジュニアに向けられた！

　と、その時！

「ジュニアはボクが守る……」

「えっ!?」

「……キィィィィーーーーーーーーーツク！」




　メリッ……ドバグシャアァァァァァァァァァァァァァン！




　機関車の壁かべを突つき破り、空中に弾はじき飛ばされたブリッドが見たものは、小さな靴くつ底ぞこであった。

「ライムッ！」

　ジュニアとチェリーが声を揃そろえた。

　危機一いつ髪ぱつ、ジュニアのピンチに弾だん丸がんの如ごとく飛び込んできたのはそう、ライムである。

「うはあっ！　ジュニアーーーッ……ケホケホッ！」

　泥どろまみれのライムが、むせて土の粉を吹ふいた。

「ライム、ブラッドベリーは!?　あ……!?」

　ゴゴ……と機関車が大きく揺ゆれ動いた。

「？」とタラップから顔を出すジュニア。

「ブラッドベリー！」

　推進力の弱い機関車を、渾こん身しんの力で押し出していたのはブラッドベリーである。

「よかった、無事だったんだね」

　安心したようにジュニアが笑う。

「遅おそくなって申し訳ありませんでした……。もう……これで大だい丈じよう夫ぶです」




　ブロロロロロロロオオオッ……ガッシ、ガッシ、ガッシ……。




　ブラッドベリーの力を受けて、エンジンがフル回転を始めた。

　ゴゴゴ……と力強く進み出す機関車。

　先頭部がホームを離はなれ、ケーブル伝いに空中へと浮うかんでいく。

「どうしたの？　さあ、ブラッドベリーも早く乗って」

　ジュニアがいつまでも車内に入ろうとしないブラッドベリーに声をかける。

　しかし、ブラッドベリーは微笑ほほえんだままジュニアを見つめるだけだった。

「!?」

　その微笑みがいつになく弱々しいものに思えて、ふとジュニアの表情が曇くもった。

　ブラッドベリーは、ライムとチェリーに向かって静かに言った。

「ライム、チェリー。ジュニア様を頼たのみます……必ず無事ロマーナへお連れして……」

「な、何言ってんの!?　一いつ緒しよに行くんじゃないの!?」

　ブラッドベリーのただならぬ態度に慌あわてて身を乗り出すジュニア。

「どんなことがあっても一緒だって言ったじゃないか！　さあ、ブラッドベリー」

　ジュニアが半ば強引に手を差し出す。

　ふ……っと、ブラッドベリーの顔がジュニアの顔に近づいた。

「えっ？」

「……お姉さんの言うことを聞きなさい」

　言いながら、ブラッドベリーの口はジュニアの口に優やさしく触ふれた。

「！」

　ブラッドベリーの暖かい吐と息いきがジュニアの全身を貫つらぬく。

　目の前が真っ白になった……。

　それは一瞬の出来事であった。

　気がつけば、ブラッドベリーは一人ホームに立ってジュニアの旅立ちを見送っている。

　その時になって初めて、ジュニアはブラッドベリーの脇わき腹ばらに突つき立てられたニードルの存在を知った！

　たちまちブラッドベリーの姿が遠くなっていく。

（……チェリーを守ってくれて……ありがとう）

　いつものように微笑みながら、確かにブラッドベリーはそう言った……。

　ブラッドベリーの立っていた辺りでスパークした火花を、ただ呆ぼう然ぜんと見送るしかないジュニアであった。




「くっ、あまりなめるんじゃないよ！　こうなったら、ロープウェイごとぶっ飛ばしてやる！」

　鉱山の窪くぼみに踏ふみ止とどまっていたブリッドが、上空を走る機関車を見上げて吐はき捨てた。

　見る間にブリッドの体が発光し、放電を始める。

「うわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　全身武器の固まりが、ロープウェイ目め掛がけてついに自らの体を発射した！

「！」

　同時に、ブラッドベリーがホームを蹴けって宙に飛び出す！

　二人の体が空中で交わった！

　その瞬間、ブリッドの体にしっかりとしがみつくブラッドベリー。

　エネルギーがスパークしあい、二人は引力に任せて広大な大地へと落下していく。

「ぐうっ！　は、放せ！　お前も死ぬぞ！」

「あいにくバッテリーをやられてね……。もう、動かないのよ……」

　穏おだやかな表情で、ブラッドベリーは静かに言った。

「そ、そんな！　ああ、フェイス様ぁぁぁぁぁぁぁぁっ…………！」

　ブリッドの悲鳴が山やま間あいに飲み込まれていく……。




　ズゴッ！　ズゴゴゴゴゴオォォォォォォォォ…………。




（ブラッドベリーーーーーーーッ！）

　大地に広がる土つち煙けむりを見下ろして、ジュニアが声にならない叫さけびを上げた。

　言葉に出来ない様々な思いがこみ上げて、ジュニアはしばし呆ぼう然ぜんとたたずんだ。

　機関車のエンジンは力強い機動を続け、穏やかな風がジュニアの頰ほおを撫なでていく。

（ブラッドベリー……約束する。必ず助け出して見せるよ……父さんを……ロマーナの人たちを……！）

　更さらなる決意を胸に、キッと前方を見み据すえる。

（だから……見ていて、ブラッドベリー……）

　ジュニアの両りよう脇わきにはライムとチェリーが寄り添い……遥はるか前方にはロマーナの大地が影かげとなって聳そびえていた。













第三章　決着つけます！　マジで、マジで！










　　　　１




　ロマーナの市内に人ひと影かげはなかった。

　路地の所々に、ポツン、ポツンと立っているのは、銃じゆうを構えたパトセイバーのみである。

　人々はただ、パトセイバー隊に監かん視しされながら、戴たい冠かん式しきが執しつ行こうされるその時を息を潜ひそめて待つしかなかったのだ。

　太陽の光を背に浴びながら、静まり返った市内を見下ろすように聳そびえ立つロマーナ城。

　その勇ゆう壮そうな姿が、不意にグラリと揺ゆらめいた！




　ズ…………ゴゴゴゴゴオォォォォォォ……！




　ロマーナ城を中心に震しん動どうが湧わき起こり、それはたちまちロマーナの町へ広がった。

「な、なんだあっ!?」

　さすがに驚おどろいた町の人々が家の中から飛び出すが、すぐにパトセイバー隊に押おし止められてしまう。

　市民とパトセイバーがもみ合うその前で、ロマーナ城には亀き裂れつが走り、パラパラと壁へき面めんが剝はがれ落ちていった。




　ビシッ！　バゴオッ、ズシャアァァァァァァッ！




　突とつ如じよ、町の大通りを真っ二つに割って、地中から巨きよ大だいなケーブルが姿を現す！




　ビッ、ビッ、ビッ……ビイィィィーーーーン！




　ケーブルは天に向かって張り出し、そのもう一方の端はしはロマーナ城へと続いていた。




　ズゴゴゴゴ……バシッ……ガラッ、ガラガラガラ…………！




「うわあっ！」

　激しい地鳴りがピークをむかえ、自らの巨大な体を支えきれなくなったロマーナ城が亀裂に沿って崩くずれ落ちていく！

　もうもうと立ち込める土つち煙けむりが人々の視界を奪うばった。

　やがて震動はおさまり、人々は事態を掌しよう握あくするため目を凝こらす。

「うっ……うおおっ!?」

　あまりにあっけなく、ロマーナ城はその勇ゆう壮そうな姿を瓦が礫れきの山に変えていた。

　変わって、その中から姿を現した巨大な影は……戦せん闘とう母ぼ艦かんとも見まごうばかりのゴンドラであった！




　ウイィィィィィーーーーン！

　プシュウゥゥゥ…………ンゴウ……ゴウ、ゴウ、ゴウ、ゴウッ！




　ローターがもの凄すごい勢いで回転する。

　巻き上がった土煙を吸い込みながら、想像を絶する巨大ゴンドラはゆっくり、ゆっくりとケーブルを伝って上じよう昇しようを始めた。

　呆あつ気けにとられる人々を残し、巨大ゴンドラが雲の中に消えていく。

　エルバドロン教会の大だい神しん殿でんを目指して……！




　　　　２




　ロマーナの上空にはロープウェイ用のケーブルが蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされている。

　それら通常のケーブルよりはるか上空、プラズマ雲のさらに上には一般に知られていないシークレットウェイが存在していた。

　戴冠式の行われるエルバドロン教会とロマーナ王宮を結ぶ唯ゆい一いつのホットラインである。

　このケーブルの先に、最高執しつ政せい官かんだけが謁えつ見けんを許されるロマーナ初代皇こう帝ていが眠っているのだ。

　ならば当然、巨大ゴンドラを操っているのは、あのスターフェイスである！

　……と、どこから紛まぎれたのか、シークレットウェイのケーブルに接続して伸びる細いケーブルがあった。

　中ちゆう継けい地点の塔とうの陰かげに、隠れるようにして風に揺ゆれているゴンドラは……そう、ジュニアを乗せて穀こく倉そう地帯を旅立った貨物機関車である！




　ビッ……ビリビリ……ビリッ……。




　本線であるシークレットウェイのケーブルが微かすかに揺れて、フェイスの一行を乗せた巨大ゴンドラの接近を告げた。




　ただの中継地点とはいえ、城ほどもある巨大なゴンドラを通過させるための空中設備は、それだけでひとつの要よう塞さいである。

　本来ならば巨大ゴンドラが到とう着ちやくするその時まで、人も居おらず、各設備の電源もＯＦＦになったままひっそりと寝ね静しずまっているはずの要塞であったが……。

　暗やみに包まれた最上部の屋根の下に、ポツリと小さな明かりが灯ともっていた。

　わずかな明かりの中では、ジュニアたちが額を寄せ合うようにして一枚の紙切れを覗のぞき込んでいた。

「現在わたしたちがいるのがこの位置……敵のゴンドラが通過した時点でこのポイントからゴンドラへ飛び移ります。Ｔ─４のハッチは外から手動で開けられるはずですので、そこから内部に侵しん入にゆうします……」

　ペンライト代わりのチェリーの指先が、巨大ゴンドラの透とう視し図ずの上を滑すべっていく。

「中へ入ったら、Ｒゲートを直進して敵の心臓部へ到達するのがベストのルートだと推測しますが……」

　チェリーが、真しん剣けんな眼まな差ざしで透視図を見つめるジュニアに目を向ける。

「う～～～ん、敵の心臓部っていうのは、早い話王宮の広間に位置するんだよね。だったら反対側のルートを行った方が相手を攪かく乱らんできるんじゃないかい？」

　そのまま考え込んでジュニアが言った。

「いえ、細かい通路の入り組んだルートは敵も罠わなを張りやすいと考えるはずです。こちらは少数精せい鋭えい……最も短時間で迷う心配のないルートを強行突とつ破ぱするしか、わたしたちに残された手段はないのです」

「うん、そうか……」

　ジュニアはパッと顔をあげチェリーの目を見る。

「そうだね。さすが、チェリーだ」

「えっ!?　あ……いや、そんなあ……」

　面と向かって誉ほめられたチェリーは照れまくり状態。

　照れ隠しの矛ほこ先さきは、下を向いたままのライムに向いた。

「ちょ、ちょっとライム！　あんたいつまで見てるの!?　あんまり時間がないんだから、早く記き憶おくしちゃってよ」

「ほえ？」

　ライムが顔を上げて目をパチクリさせる。

「ホントに頼たよりないんだから。分かった!?」

「うん、大だい丈じよう夫ぶチェリー！　もう全部分かったよ～～～～～～うな気がしてくるような気がする！」

　なんじゃ、そりゃ？

「ハハ……」

　ひきつった笑いを浮うかべて、チェリーがガックリと肩かたを落とした。

「ハハハ……そう心配しないでも大丈夫だよ！　なんたって、こっちにはチェリー作戦参さん謀ぼうがついてるんだから」

　ジュニアの言葉にチェリーがふと顔を曇くもらせた。

「……でも、まだひとつ問題があるんです」

「えっ!?」

「ヴィレイ様を救出するのと同時に、ロマーナの市民をどうにかしないと……」

「そうか……ロマーナの人たちは皆みな、パトセイバー隊の人質になってたんだ……。何かいい作戦はあるのかい、チェリー!?」

「ええ。幸い城にセットされているロマーナ市全体の配電システムは、ゴンドラと共に移動しています。このコントロールシステムを破は壊かいすれば……」

「電気の供給がストップされる……。パトセイバー隊が機能を停止すれば、市民を解放できるね！　凄すごいや、チェリー！　それならきっと、なんとかなる！」

　ジュニアが目を輝かがやかせた。

「……で、そのシステムを破壊する役目なんですが」

　チェリーがライムの目を見て言った。

「ライム……あなたには誰だれにも負けないパワーがあるんだから……いい、落ち着いて、相手をよく見て、絶対、絶対ジュニア様をお守りするのよ」

「えっ!?」

　ジュニアがハッとなる。

「うん！　ジュニアはボクが守る！」

　ライムは元気にそう答えた。

「よかった……」

　ライムを見つめる瞳ひとみが優やさしい……。

「そ、そんな！　ダメだよ、チェリー！」

　ジュニアが大声で立ち上がる！

「ジュニア様……！」

「単独行動なんて危険すぎる！　僕たちも一いつ緒しよに行く！　チェリーを一人でなんて行かせられないよ！」

　興奮気味にジュニアがまくし立てた。

「いつでも一緒だって言ったじゃないか……ね、一緒に行こう、チェリー……」

　ジュニアの頭をブラッドベリーの死が過よぎっていた。

　あんな辛つらい思いはもうしたくはない……！

　誰も口にはしなかったものの、その思いは皆一緒である。

　チェリーにもその気持ちは十分に分かったし、必要以上にジュニアが声を荒あらげるのもそのことがあったからなのかもしれない。

　それでもチェリーは、自分のことを心配し、必死になって自分を引き止めてくれるジュニアのことをとても嬉うれしく思っていた。

「ジュニア様……」

　乙女おとめ回路がキュンとしめつけられる。

　自分の胸にそっと手を当て目を閉じるチェリー。

（ああ……ジュニア様が、わたしのことをこんなにも心配してくださるだなんて……。でも！）

　チェリーはジュニアを心配させまいと、努めて明るく論理的に言った。

「この計画は時間との勝負です。配電システムのデータを解かい析せきできるのはわたしだけだし、それに、それにジュニア様を守るのはライムの方が向いています」

「で、でも、チェリー」

「いけません、ジュニア様！」

　なおも食い下がるジュニアにチェリーは毅き然ぜんと言い放った！

「チェリー……」

　初めて見るチェリーの頑かたくなな態度にジュニアは驚いた。

「そんなんじゃ……ヴィレイ様を助けられません！」

「うっ……」

　ブラッドベリーに怒おこられた気がした。

　チェリーもまた、知らずにブラッドベリーの役目を果たした。

　ダダをこねてた自分が恥はずかしくなって、ジュニアは思わず目線をそらす。

「ジュニア様……。わたしはどんな時も……どんなに離はなれていてもジュニア様と一緒です」

「……分かったよ、チェリー。その代わり……絶対……」

　顔を上げ、ジュニアは再びチェリーに向き直る。

「絶対、帰ってくるんだよ！」

　その眼まな差ざしは力強くチェリーを見み据すえた。

「！」

　乙女回路はキュンを通りこしてドキドキッ！　に、変わった。

「約束だよ……いいね、チェリー！」

「は……はい！」

　何だかとっても息苦しくて、チェリーはようやくそれだけ言った。

　ドキドキが激しすぎて息をする間がなかったのだ。

（ああ……今、ジュニア様はわたしのことだけを思ってくださっている……も、もう私の乙女回路は爆ばく発はつ寸前！）

　ドキドキがもう止まらない！




　ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキ……！




　とその時、グラリッ！　と足元が揺ゆれ動いた。

「!?」

「えっ!?　やだ、あたし、どうしよう！」

　真っ赤になってチェリーは慌あわてふためいた。

　べつに、ドキドキで揺れたわけじゃないって……チェリー。

「見て、ジュニア！　来たよおっ！」

　外の様よう子すを見ていたライムが叫さけんだ！

　ケーブルの先に見えるのはフェイスの乗った巨大ゴンドラ。

　そう、その震しん動どうがビリビリとジュニアたちに届とどいていたのだ！




　ゴォン……ゴォン……ゴォン……ゴォン……。




「あれが……!?　……父さん……フェイス！」

　近づいてくる巨大ゴンドラを見据えて、ジュニアはキッと気を引き締しめた。




　王宮の広間は、ゴンドラの司令室に姿を変えていた。

　壁かべに掛かけられた絵画の代わりにモニターが、テーブルの代わりにコントロールパネルがその正体をあらわにしている。

　そして、司令室の玉座に深々と腰掛けているのは、若き日のヴィレイ!?

　いや、反逆者という仮面を脱いだスターフェイスである！

　彼がこうして玉座についている以上、今や反逆者はジュニアであり、フェイスこそが正当な王位継けい承しよう者しやなのだ！

　大だい神しん殿でんに到とう着ちやくし、戴たい冠かん式しきを行うことでそれは証明できる。

　ジッとモニターに映し出された進路を眺ながめていたフェイスが、ふと自分の数すう奇きな運命を思い浮うかべて口元を緩ゆるめた。

「キャニー……現れるかね、坊ぼうやたちは……？」

　傍かたわらにはいつものようにキャニーが控える。

「はい……ブリッドの反応が停止したことからも、おそらく。しかし、所しよ詮せん、奴やつらは炎ほのおに舞まい寄る虫……」

「フン！　虫か……」
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「ご安心ください、フェイス様……私どもはブリッドのようなヘマはいたしません」

「当たり前だ。フフフ……ジュニアめ、お前にも地じ獄ごくを見せてやる……！」

　楽しそうにフェイスが笑う。

『フェイス様。器うつわの廃はい棄き処分、準備が整いました』

　コントロールパネルの通信機からエッジの声がした。

「……やれ！」

　躊躇ためらわずに、冷たくフェイスが言い放った。




　ゴンドラのダストシューターから、無む造ぞう作さに何かが投げ出される。

　長方形の大きな箱……棺ひつぎ……!?

　それは風にあおられながらプラズマ雲の中に落ちていく……。




　キラリ……！




「あれは……!?」

　ジュニアは太陽の光を反射して、微かすかに輝かがやいたその物体を確認した。

　が、すぐにそれはプラズマ雲の中に紛まぎれてしまった。

「…………？」

「ジュニア様、急いで！」

「ジュニアーーー！」

　ライムとチェリーはゴンドラの通過ポイントに向かって階段を下りようとしていた。

　そうだ、もたもたしているヒマはない！

「ごめん、ごめん！　今、行くよ」

　ライムたちを追ってジュニアがその場を後にする。

　プラズマ雲の中で、音もなく一筋の閃せん光こうが走った……。




　　　　３




　ゴオン、ゴオン、ゴオン、ゴオン……！




　巨きよ大だいゴンドラが中ちゆう継けい地点の塔とうの中をくぐり抜ぬけていく。

　その震しん動どうがビリビリと辺りを揺ゆすり、けたたましいエンジン音が反はん響きようを続けた。

　通過するゴンドラの上に舞まい降りる三つの小さな影。

　ゴンドラの外がい壁へきに備えられた銃じゆう火か器きが一いつ斉せいに火を吹ふいた。

　外壁の上を走る、ライム、チェリー、そしてジュニア！

　銃じゆう弾だんの雨をぶっちぎりの猛もうスピードで突つっ切ったライムが目的のハッチに滑すべり込む。

　いとも簡かん単たんに片手でハッチをもぎ取るや、遅おくれて到とう着ちやくしたジュニアとチェリーをニコニコと手を振ふりながら迎むかえ入れた。




「外壁防ぼう御ぎよシステムが作動しました……」

　キャニーが冷静な声でフェイスに報告した。

「お客様のご来場だ……。ＶＩＰ扱あつかいでもてなしてやれ」

　玉座のフェイスが頰ほお杖づえをついたままニヤリと笑う。

「それはもう十分に……」

「心得ております」

　キャニーとエッジが不敵に微笑ほほえんだ。




　ゴンドラの内部はまさにロマーナ王宮そのままである。

　降り立ったチェリーが、警けい戒かいしながら見慣れた広い廊ろう下かを見み渡わたした。

　ふうっ、と安心したようにジュニアとライムを招き入れる。

「よかった。思ったより警備は手て薄うすですわ」

「ここからは……別行動だね」

　ジュニアたちは、改めてお互たがいの顔を見つめ合った。

　やらなければならない。

　絶対にうまくいくと信じている。

　しかしそれでも心のどこかで不安が頭をもたげる。

　押おし寄せる不安を、必死に包み隠かくしているのがジュニアの本心なのだ……。

　それが分かっているからチェリーは努めて明るく笑って見せる。

「さあて、チャッチャッと片づけますか！」

　台所にたまった洗い物でも片づけるかの如ごとく、チェリーが元気に言った。

「それじゃ！」

　言った勢いで、ジュニアに背を向けチェリーは走った。

　そうでもしないと自分の決心もくじけてしまいそうだから。

「チェリー！」

「！」

　ジュニアの声に思わず足が止まってしまう。

　振り向くのが躊躇ためらわれる。

　もしもジュニアが不安に怯おびえていたら……とても置いては行けなくなる。

　自分の気持ちもくじけてしまう。

　ここでジュニアを頼たよるわけにも、頼られるわけにもいかないのだ。

　それはジュニアも分かっていた。

　チェリーに頼ることは彼女を苦しめる。

　ここから先はライムと力を合わせて、自分自身が頑がん張ばらなければいけない。

　だから……。

「気をつけてね、チェリー」

　それは自信と信しん頼らいに満ちた、チェリーを勇気づけるには十分の言葉だった。

「ジュニア様……」

　ゆっくりとチェリーが振り返る。

　そこには力強い笑え顔がおでチェリーを見つめるジュニアがいた。

（あ…………！）

　チェリーは、体の中に本当の元気が湧わき上がるのを感じた……。

「ライム！」

「ほえ？」

「約束よ！　必ずジュニア様をお守りして！」

「うん！　帰ったらまたお祭り行こうね！」

　いつも元気なライムがいつもの元気で答えた。

　こんな時は、ライムの無む邪じや気きさが無性に嬉うれしい。

「ジュニア様……もしわたしが無事で帰ったら……」

「無事で帰ったら……？」

　何かを言おうとして、チェリーが言葉を飲み込んだ。

　そうだ……それは帰った時に言おう。

「すみません。後にします！」

　チェリーがクルリと背を向ける。

　帰れるはずだ。

　ジュニアとそう約束したのだから……。

「チェリー！」

　チェリーはもう振り返らなかった。

「頑張ってね、チェリーーーーーッ！」

　とびきり元気なライムの声に手を振って答え、チェリーは廊ろう下かの奥おくへ走り去った。

「……さて」

　ジュニアがいつまでも手を振っているライムに目を向けた。

「僕たちも行こうか！　頼んだぞ、ライム！」

「うん！」

　ライムは、まかせとけ、とばかりに親指を立ててガッツサインを作って見せた！




　目的地に向かってチェリーが走る！

　ライムが走る！

　そしてジュニアが走る！




　城内の警備ロボが、虚きよをついて攻こう撃げきを仕し掛かける。




　チェリーが跳とぶ！

　いつにも増して快調な電光キックが、警備ロボを蹴け散ちらす！

「ジャマです、わーーーーーーーーっ！」

　警備ロボの腕うでを取り、渾こん身しんの力を込めて背負い投げ一いつ閃せん！

　宙に舞まう警備ロボのレーザー弾だんが仲間の体を貫つらぬいた！




　ドガアァァァァァァァァァァン！




　爆ばく発はつの炎ほのおをピョンと跳び越えて、チェリーは傍わき目めもふらずに走った！




　ライムが叫さけぶ！

「行っくぞおーーーーーーーーーーーっ！」

　気をつけろ、ライムは急に止まれない。

　一直線にのびた廊下は、まさにライムにうってつけ。

　目の前を駆かけ抜けるライムに警備ロボは手も足も出ない。




　ばびゅううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅん！

　どがっ！　ばしっ！　ぐしゃっ！

　ずごごおぉぉぉん、ごんごん！




　スピード違い反はんのライムに弾はじき飛ばされて、王宮の壁かべにめり込んだ警備ロボが大爆発を起こす！

「うわあぁぁ～～～～～……」

　ライムの後から、ボコボコに穴あなの空いた廊下をジュニアは難なく走り抜けた。

　ライムのパワーに思わず目が丸くなる。

「ジュニアはボクが守るグルグルパーーーーーーーーンチ！」




　ドガッ！　バキュヒュウーーーーーーーーーーン！




　ライムのスーパーアッパーカットを受けた最後の警備ロボが、天てん井じようを突つき破やぶり、




　……キラリ！




　そしてお空のお星様になった……。

　ライムとジュニアの目の前にはもう誰だれもいない。

　そこにはただ、固く閉ざされた王宮広間の扉とびらが聳そびえているだけだ！

「フェイス……。父さん……！」

　ジュニアの握にぎった拳こぶしにグッと力が込められた。




　チェリーとライムの大暴れをモニターで見ながら、それでもフェイスは余よ裕ゆうの笑みを浮うかべていた。

「フフフ……やってくれる。エッジ、扉を開けてもてなしてやれ……」

「はい、フェイス様……」

　フェイスの言いつけ通り、エッジが広間の扉に向かおうとした時、




　ドッカアァァァァァァァァァァァン！




「たああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ…………」

　広間の扉がふっ飛び、飛び込んできたライムが、

「…………ぁぁぁぁああああああぁぁぁぁぁぁぁ…………」

　エッジとフェイスの間を走り抜け、

「ぁぁぁぁぁぁぁ…………」




　どばぐわっしゃああああああん！




「…………きゅう！」

　奥おくの壁に衝しよう突とつしてようやく止まった。

「ふっ、その必要はなかったか……」

　目を回しているライムを見て、呆あきれたようにフェイスが言った。

「フェイス！」

　力強い声の主はジュニアである。

　入口に立ったジュニアが厳きびしい目つきで玉座に座すわる男を睨にらんだ！

「きたか……」

　座ったまま、ゆっくりとジュニアに顔を向けるフェイス。

　その顔を見て、さすがにジュニアがハッと息を飲んだ。

「…………ぐうっ！」

　ジュニアは思わず上げそうになった声をこらえた。

「ほう……」

　それが面おも白しろくなかったか、フェイスは皮ひ肉にく混じりで言った。

「この顔を見て、さして驚おどろかないとは大したものだ……。それとも、キサマにはもうすべて分かっていたとでも言いたいのか!?」

　いやらしい言葉が、かえってジュニアを冷静にさせる。

　そう、これは父さんではない！　……と。

「フェイス……父さんを、父さんを何ど処こにやったんだ！」

「ふふっ……これはまた、なかなか……。誉ほめてやりたいとこだが、そうはいかん。所しよ詮せんキサマはここまで……。無む駄だだよ。キサマには何もできん！　……エッジ！」

「はい……」

　ユラリ……とエッジがジュニアの前に歩を進めた。

「また会えて嬉うれしいわ、坊や……。今度こそメチャクチャにしてあげる！」

「うっ！」

　ギン！　と冷たい瞳ひとみに見み据すえられ、ジュニアが思わず一歩後ずさる。

「ああっ！　ジュニアをイジメちゃダメえーーーーーーーーーーーーっ！」

　目の覚めたライムが大声で叫んだ。

「そう……」

　エッジがライムへ向き直る。

「それじゃあ、お前から念入りに切り刻んでやろうかねえ……」

　ペロリと舌を舐なめるエッジ。

「あ……」

　その冷れい酷こくな微笑ほほえみに、初めて記された『恐きよう怖ふ』の記き憶おくがライムの心に甦よみがえる。

「こ……怖こわくなんかない……怖くなんか、ないもん……」

　ライムの顔が緊きん張ちように包まれ、額にはジワッと汗あせがにじみ出る。

　エッジはジリジリとライムとの間合いを詰つめていく。

「さあ、地じ獄ごくのショータイムだ……！」

　フェイスが楽しそうに呟つぶやいた。




　　　　４




「これだわ……」

　チェリーの目の前にはロマーナの巨きよ大だい地図プレートがあった。

　ロマーナの町に伸のびる細かい光の線が、電力の配電状じよう況きようを示している。

　これがロマーナの配電コントロールシステム！

　チェリーもまた、目指すコントロールルームに無事たどり着いていたのだ。

「よかった……これでロマーナの人たちを助けられる。急がないと！」

　チェリーは自分の手首からコネクターを取り出すと、プレートのコンピューターにコネクターを接続し、配電システムの解かい析せきを始める。




　ヒュン……ピシィッ！




「えっ!?」

　どこから飛んできたのか、銀色のムチがチェリーの腕うでにからみついた！

　グッとムチに力が込められる。




　バチバチバチッ……フォウゥゥゥゥゥ……！




　配電システムとチェリーを繫つなぐコネクターは無む惨ざんに引きちぎられ、その強力な力でチェリーの体が宙に浮ういた！

「ああっ！　キャアァァァァァァッ！」




　ドガアアアアッ！




　チェリーはそのまま天てん井じように叩たたきつけられた。

　チェリーの体がドサッと床ゆかに落ちてリバウンドする。

「うあっ！　こ、これは……ああっ!?」

　チェリーの目の前には一人のセクサドールが立ちはだかっていた。

　銀ぎん髪ぱつのセクサドール、キャニー！

「フフフ……フェイス様に抗あらがう愚おろかな虫ケラ……フェイス様の望みを邪じや魔まする者は……」

　ザワッとキャニーの髪かみが逆立つ。

「すべて私が、排はい除じよする！」

　スルスルと伸びたキャニーの髪が、ムチのようにしなって一いつ斉せいにチェリーを襲おそった！




　ピシイィィィィィィッ！　バシッ！　ピシイィィィィィィッ！




「キャアァァァァァッ」

　チェリーの頰ほおが見る見る赤く腫はれていく。

「あううっ！」

「いい気味……。フフフ……アーーーーーッハハハハ……！」

　苦痛に身を捩よじるチェリーを見下ろして、キャニーがサディスティックな笑い声をあげる。

「フフフ……そう、苦しいの？　だったら今……楽にしてあげる！」

「！」




　バコオオオオッ！




　キャニーの振り下ろした拳こぶしをチェリーは間一髪躱かわす。

「くっ！　たあーーーーーーーーっ！」

　すぐさま反撃のパンチを繰り出すが……。




　ガシィッ！




　キャニーは掌てのひらで難なく受け止めた。

「ふっ、ブリッドを倒たおしたからどれだけのものかと思ったけれど……期待はずれだったようね……」

　チェリーの拳こぶしを握にぎり潰つぶさんばかりに、キャニーがその手に力を込める。

「あうっ！」

「この程度の力でフェイス様に歯向かうとは身の程しらずが！　後こう悔かいと懺ざん悔げを以もってくたばるがいい！」

「ああっ！」

　キャニーは力任せにチェリーを投げつける。

　チェリーは配電システムのプレートに叩たたきつけられて、ガックリと膝ひざをつく。

　力の差は歴然としていた。

　しかしそれでも、チェリーの気持ちは決して負けてはいなかった。

「な……なによ、フェイス、フェイスって……。フェイスなんかよりジュニア様の方がずっとずっとステキなんだから！」

「なにっ！」

「ジュニア様はわたしたちのことを思ってくれる……いつだって優やさしくしてくれるわ！　フェイスの心にあるのは自分だけじゃない！　仲間が死んだって何とも思ってない……貴方あなたのことだって愛してなんかいるわけない！」

　気持ちは負けていなくても、どうしても力ではかなわない……。

　どうしようもないこの状況で、チェリーの思いが堰せきを切ったように溢あふれ出す。

「それがどうしたというの？」

「えっ!?」

　キャニーが平然と言ってのけた。

「セイバーが主人に仕つかえるのは当然のこと……。ならばフェイス様の望みが私の望み……私を捨てて世界を取るならばそれでいい！」

「そ、そんな……！」

「おかしいのはキサマの方だ！」

「ああああっ！」

　キャニーの鋭するどい爪つめがチェリーの背中に突つき立てられる！

「それでフェイス様にご満足頂けるなら……それが何より私の幸せ……ああ……」

　この期ごに及およんでキャニーは恍こう惚こつの表情を浮うかべる。

「そ、そんなことない……だって、ジュニア様と一いつ緒しよにいた方が……楽しいもん……嬉うれしいもん……。約束したんだから……また一緒にお祭り行くって……」

「フン！　まだ言うか……そろそろ、その生意気な口をきけなくしてあげようねえ……」

　チェリーの背中に突き立てられたキャニーの爪が、グググッと伸のびていく。

「ああああっ！」

　キャニーの爪が体内にまで食い込み、チェリーの体がスパークした！




「ジュニアはボクが守るパーーーーーーンチ！」

　空から振ぶり……。

「らら？　ジュニアはボクが守るキィッーーーーーーーーーーク！」

　また空振り……。

「うにゅにゅ……わあーーーーーーーーーっ！」

　熱くなったライムの攻こう撃げきをエッジは冷静にすべて躱かわした。

「ハアッ！」




　バキャアァァァァァァァァッ！




　エッジの放はなったたった一発のパンチでライムは壁かべにめり込んだ。

「ライムーーーーッ！」

「フッ、フフフ…………」

　ジュニアの悲鳴を心地ここちよさそうに聞きながら、エッジがライムの顔面を鷲わし摑づかみにする。

「ひっ！」




　グシャアアアアアアアアッ！




　過去の記き憶おくを思い出すヒマもなく、今度は床に叩たたきつけられる！

「フン！　だいぶ練習は積んだようだけど……ガムシャラなだけでどうにかなるとでも思ってるのか……？　なめるんじゃないよ！」




　ガツッ！




　エッジの足がライムの頭を踏ふみにじる。

「う……どうしよう……勝てないよ……ジュニア……助けて……」

　圧あつ倒とう的てきな力の差にライムは茫ぼう然ぜん自失だ。

「ライムッ！　や、やめろおーーーーーーーっ！」

　ジュニアがたまらずエッジに摑つかみかかった。

「……？」

　一いつ瞬しゆん、エッジは不思議そうな顔を見せる。

「バカな……なぜ助けようとする……!?　ええい、はなせ！」

　エッジの平手が飛び、ジュニアは簡単に弾はじき飛ばされてしまう。

「うっ……ライム……」

　それでも必死に立ち上がろうとするジュニアを見て、フェイスは呆あきれたように言った。

「フフ……やれやれ、まだ分からんのか。キサマにくれてやったセイバーと、私の育てあげたセクサドールの闘たたかいの差が……。つまらん感情ごっこに明け暮れて、せっかくの機能を台無しにしてしまった愚おろかさが！」

「な、なんだって!?」

「乙女おとめ回路は主に対する服従の証あかし！　すなわち、それが力だ！　たかだか人形に情けをかけてどうなる!?」

「違ちがう！　ライムは人形なんかじゃない！　心が……心があるんだ！」

「ならばその心とやらで助けてみろ！　ヴィレイも、ロマーナも、キサマの人形たちも！　フフフ……どうしても分からないと言うなら教えてやる……見るがいい、これが私とキサマの差なんだ！」

　懐ふところから黄金のプレートを取り出すフェイス。

「キサマ同様、ヴィレイの抱いだいた甘あまい夢の結果がこれだ……体の中にまで隠かくし持ち、後生大事にするつもりだったようだがね、フフフ……」

　ロマーナ最高執しつ政せい官かんだけが持つことを許される、初代ロマーナ皇こう帝ていへの謁えつ見けんプレート！

　それが今、フェイスの手の中で鈍にぶい光を放っている。

　ならば、ヴィレイは……!?

「……父さん？　フェイス、父さんを何ど処こにやった!?」

「最高執政官の証を手に入れた今、単なる器うつわに興味はない……ヴィレイはプラズマ大地に追放した」

「な、なんだって!?」

　ゴンドラから吐はき捨てられた棺ひつぎ……それにヴィレイは乗っていた!?

　ジュニアの脳裏に、その光景がまざまざと甦よみがえる。

「そ、そんな……そんな……父さん！」

　全身から力が抜ぬけていくのが分かる……。

　立っている力も失って、ジュニアはその場にガックリと膝ひざをついた。

「ハハハハハハハハ……！　無む駄だなんだよ、キサマの努力も、目的も、すべて！　何ひとつ助けられずに、為なす術すべもなく地じ獄ごくへ行くんだ！」

　勝ち誇ほこったようにフェイスが笑う。

「フッ、可哀かわい想そうな坊ぼうや……せっかくだから、もうひとつ絶望を与あたえてあげる。ご覧らんなさい」

　もちろんそれは同情ではない。

　ジュニアの心にトドメをさすべく、エッジが巨きよ大だいモニターのスイッチを入れた。




　バババババババシュウーーーーーーーーッ！




　ジュニアの目に、いきなり激しい閃せん光こうが飛び込んできた！

「うあっ！」

　あまりの眩まぶしさにジュニアは目を伏ふせる。

「キャアアアーーーーーーーーーッ！」

「えっ!?」

　そのジュニアの耳に聞こえてきたのはチェリーの悲鳴であった！

　モニターに映し出されたのはスパークする火花の中で苦しむチェリーの姿である。

「チェリーーーーッ！」

「チェリー……？」

　ジュニアの声に、ライムもようやく顔を上げる。




「フフフフ……枯かれ葉のように朽くち果てるがいいわ！」

　チェリーの体をえぐるキャニーの手に力が加わり、チェリーはズルズルと崩くずれ落ちていく。

（うっ……ああ……ジュニア様……）




　見る者にも、チェリーの意識が薄うすれていくのが分かる。

　ジュニアがありったけの声で叫さけんだ！

「チェリー！　ダメだ、目を開けて！　頑がん張ばるんだーーーーーっ！」

「チェリー！　チェリーーーーーッ！」

　思わずモニターに駆かけ寄ろうとするライム。

　だがエッジはそれさえも許さず、ライムを羽は交がい締じめに押おさえ込んだ。

「チェリーーーーーッ！」

　エッジの手の中で、必死に抗あらがいながらライムはチェリーの名を呼ぶ。




「ジュニア様……ライム……？」

　ジュニアとライムの声が聞こえたような気がしてチェリーが、必死の思いで目を開ける。

　そして薄れる意識の中で、呟つぶやいた。

「ごめん……ライム……。あなたは、約束……守って……」




　その言葉にハッと息をのむジュニア。

「チェ……チェリーッ！」

「ヤダ！　ヤダよ、チェリー！　みんなで約束したんだもの……お祭り行くんだもの！」

「そうだよチェリー！　頑張れ……頑張るんだーーーーっ！」




（ジュニア様……また、行きたかったな……お祭り……）

　チェリーの脳裏に楽しかったお祭りの日のことが甦よみがえる……。

　ジュニアと見た格かく闘とう技ぎ大会……。

　ジュニアと行った中央公園……。

　ジュニアと乗ったロープウェイ……。

　ライムが笑って……ジュニアが笑った……。

　ジュニア……ジュニア……ジュニア……。




　ドクン！




　ジュニアのことで胸が一いつ杯ぱいになった時、チェリーの乙女回路が大きく鼓こ動どうした。

「ん!?　な、なんだ、この力は……!?」

　キャニーの体がビクッと仰のけ反ぞる。

「ライム……信じて……。あなたは、強いんだから……元気を出して……ジュニア様をお守りするの……」




　ドクン！　ドクン！　ドクン！




　乙女回路の鼓動とともに、チェリーの体からエネルギーが逆流し出す。

「し……信じられない……。こんなバカなデータは……聞いてないぞ……うぐあっ！」

　チェリーの体から流れ出る強きよう烈れつなエネルギーを受けて、キャニーの顔が苦痛に歪ゆがむ。

「ライム……あなたは……あなたは……」

「うああああ……っ！」

「無敵なんだからああああああああっ！」




　ドクッ！




「チェリーーーーーーーーッ！」




　カッ！　ズッ……ゴオォォォォォォォォォォォォン！




　ジュニアの叫びと同時に、モニターは激しい炎ほのおに包まれた！

「あ……あ……ああ……」

　目にいっぱいの涙なみだをためて、ライムはそれでもモニターを直視していた。

「フフフ……んっ!?」

　薄うすら笑いを浮うかべていたエッジが、ライムの異常に気がついた。

　怒いかりと悲しみで震ふるえるライムの体が白く発光を始めたのだ！

「なっ、なんだ、これは!?」

「ライム!?」

「や……約束したのに……チェリーの……チェリーの……」

　パチパチとライムの全身が白光に包まれた！

「チェリーの……う・そ・つ・きーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーっ！」




　ドバグワアアアアアァァァァァァァァァァァァァァァン！




　ライムのエネルギーが一気に爆ばく発はつし、巨大ゴンドラから火柱があがった！




「うわあああああああっ！」

「ぐっ！　な、なんだ、これはあぁぁぁぁぁっ！」

　ゴンドラが激しく揺ゆれる！

　爆発の影えい響きようでゴンドラを支える滑かつ車しやが制せい御ぎよを失った！




　ズゴオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーッ！




　制御を無くしたゴンドラは猛もうスピードでケーブルを滑すべり始める！

　ジュニアの体はフワリと一いつ瞬しゆん宙に浮き、そして激しく壁かべに叩たたきつけられた。




　ドガアァァァァァァァァァァァァァァァァァァン！




　何かに衝しよう突とつしたのだろう、もの凄すごい衝しよう撃げきを受け、ジュニアは意識を失った……。




　　　　５




　ロマーナの町は暗くら闇やみに包まれていた。

　チェリーが死力を振ふり絞しぼった最後の攻こう撃げきと、そしてライムが起こした爆発……。

　そのふたつの力で配電システムは本来の機能を停止し、ロマーナを制圧していたパトセイバー隊への電力供給もストップしていたのだ。

　その結果、ロマーナの市民は無事解放され、明かりのない町にはわずかに人々の笑い声が返っていた……。




　その頃ころ、ロマーナ解放の立たて役やく者しやたちは……？




「うっ！　く、くそお……一体、ここは……どこだ……？」

　瓦が礫れきの中からいち早く身を起こしたのはフェイスであった。

　ゴンドラの衝突で荒あれ果ててはいたが、そこには粉々に砕くだけ散ったステンドグラスの破片と、神々を祀まつる祭さい壇だんが飾かざられてある。

「……こ、これは!?」

　そして前方に聳そびえる荘そう厳ごんなる巨きよ大だいな扉とびら！

「……フッ！　フハハハハハ……間ま違ちがいない。エルバドロンだ……大だい神しん殿でんだ……！　ハハハハ……見ろ、ついにやった……ヴィレイでもジュニアでもない……私はついにやったんだ！」

　ヨロヨロと立ち上がり、フェイスは巨大な扉に向かって歩き出した。

「私はこの日を待っていた……優ゆう秀しゆうなるクローンの源……初代ロマーナ皇こう帝ていよ、偉い大だいなるあなたの、優秀なるクローンである私に……最高執しつ政せい官かん任命の祝しゆく福ふくを……フハハハ……」

　震ふるえる手でフェイスは扉の横に謁えつ見けんプレートを差し込んだ。

『ピーーーー……謁見センサー始動……ロックを解除します……』

　機械の音声が流れ、ゆっくりと巨大な扉が開かれていく。




　ズ…………ゴゴゴゴゴ…………。




「おお……」

　閑かん散さんとした、それでいて神聖な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた、丸いドームのような部屋がフェイスの前に広がっていく。

「ここが謁見の間か……」

　フェイスがグルリと部屋を見み渡わたす。

　部屋の奥おくには豪ごう華かな玉座が備えてあった。

「あれがロマーナ初代皇帝……あれが……？」

　その玉座に置かれた、小さなガラスの容器が微かすかな光を反射して輝かがやいている。

「なにっ!?」

　フェイスがそこに見たものは……。

　培ばい養よう液えきの中に浮かぶ一片の肉の塊かたまり！

　フェイスの顔から見る見る血の気が失うせていった。

「……これが？　まさか……そ、そんなはずはない。優ゆう秀しゆうなるクローンの源がこんなちっぽけであるはずがあるものかああああああっ！」

　愕がく然ぜんとたたずみ、必死に目の前の事実を否定しようとするフェイスであったが……。

「わ、私がこんな物から……生まれるはずがない……」

　やがてガックリと膝ひざをつき、うめくように言った。

「バカな……私は……私はこんな物に傅かしずこうとしていたのか……」

「クローンは心のない細胞から生まれる……だから、借り物の心しかない……」

　その声に、フェイスはビクッと振ふり返る。

　開かれた謁見の間の扉にもたれ掛かかるようにして、そこにはジュニアが立っていた。

「借り物の心……、同じ価値観しか持たない人間同士の間では命を慈いつくしみ……他人を思いやり……愛する気持ちが足りなくなるって……そう言って父さんは、自分もクローンであることに悩み苦しんでいたんだ」

「借り物の心……？　それではこの私は何だと言うのだ？　ヴィレイと同じ顔、同じ心を持ちながら、憎にくまれ、蔑さげすまれ……明日が来ることさえも憎かった私のこの心は!?」

「あなただって分かっていたんだ……クローンに欠けた心を補おぎなうものが『乙女回路』じゃなかったんですか!?」

「！」




　ドクン……。




　瓦が礫れきに埋うもれて、ライムの心は小さく鼓こ動どうを続けていた。




　ドクン……。




　ひとつ鼓動がするたびに、ライムはひとつ夢を見ていた。

（ダメだよ、ライム……もっと相手をよく見て……感情をコントロールするんだ……）

　ブラッドベリーが言った……。

（ライム、約束よ……ジュニア様はあなたがお守りして……）

　チェリーが言った……。

（好きな人を思う気持ちがあれば……力なんて自然に出るよ……）

　また、ブラッドベリーが言った……。

（あなたは強いんだから……だから、元気を出して……）

　そしてまた、チェリーが言った……。

「むにゃ……分かったよ、チェリー……ブラッドベリー……」

　代わる代わる現れては消える、チェリーとブラッドベリーにライムは素す直なおに返事をした……。




　ジャリ……！




　瓦礫の大地を踏ふみしめて、エッジがライムににじり寄る。

　フェイスがそうであるように、彼女もまた己おのれのプライドと存在価値を賭かけて、あくまでライムと決着をつけようというのか。

「くっ……幸せそうな顔しやがって。フン、そうやっていつまでも寝ているがいいさ。前もそうだったっけ……一度エネルギーを放出してしまえば……」




　ジャキィィィィィン！




　エッジの腕うでからナイフが飛び出す。

「どうせもう動けないんだろううううっ！」

　振ふりかぶった腕をライムの頭目め掛がけて振り下ろした！

「…………んん……？」

　その時、ライムの意識が微かすかに戻もどった。




　ザシュウウウウウウッ！




「なにっ!?」

　エッジが切り裂さいたのは、単なる土くれである。

　瞬しゆん時じの内にライムは素す早ばやく身を翻ひるがえした。

「どこだ!?」

　エッジが慌あわててライムの姿を探す。右！　左！

　ライムが立っていたのはエッジの背後であった。

「くうっ！」

　振り返ったエッジが素早く攻こう撃げきを仕掛ける。




　ヒュウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




「くっ！」




　ザシュウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ！




　エッジの腕が空むなしく空くうを切る。

　相手の動きを読み、ライムは易やす々やすとその攻撃を躱かわしていた。

「アハッ！　分かった、分かったよ。チェリー、ブラッドベリー！」

「ううっ！」

　エッジの目の前に、不意にライムが現れる。

　完全に、エッジの懐ふところをついた！

　ライムはエッジの目を見み据すえて言った。

「どいて。ボク、ジュニアを助けるんだ」

「くううっ！　何を寝ぼけたことを……私がいる以上、ここから先へは通さない！」

「！」

「はああぁぁぁぁぁぁっ！」

　エッジが渾こん身しんの力でライムに斬きりかかった！




　ドオオォォォォォォォォォォォン！




「!?」

　激しい衝しよう撃げき音おんは謁えつ見けんの間にまで轟とどろいた。

　轟ごう音おんとともに、フェイス目掛けてエッジの体が飛び込んで来た！




　ドガアアッ！




「ぐわあっ！」

　エッジと衝しよう突とつし、フェイスはそのまま謁見の間の玉座に叩たたきつけられる！

「ライムッ！」

「ジュニア!?　ジュニアだ、わーーーーーーーい！」

　走り込んできたライムは、門の傍かたわらに立つジュニアを見つけて抱だきついた。

「ライム！　よかった、無事だったんだね……もう、体はどこも変じゃない!?」

「うん！　もう大だい丈じよう夫ぶ！　チェリーが、ブラッドベリーが教えてくれたんだ！　もう変になったりしないよ」

「よかった……ライム！」

　そう言って、ジュニアもライムを抱きしめる。

「エヘッ……ヘヘヘ……！」

　ジュニアに抱きつかれてライムは嬉うれしそうに笑った。

　フェイスはそんな二人を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　フェイスの足元にはエッジが静かに横たわる。

　ジュニアにくれてやったはずのオモチャに、自分の育て上げたセクサドールが敗やぶれた。

　フェイスはまだそれが信じられないように虚うつろな目で呟つぶやいた。

「違ちがう……そんなはずはない！　『乙女おとめ回路』はセイバーの力を最大限に高めるための服従の証あかし……それが私の力の証明！　ならば、私の力が劣おとるというのか、ジュニア如ごときに!?」

「『乙女回路』は単なる力の増幅機能じゃない……。人を思い、平和を愛し……怒りや憎しみを抑おさえることを覚えて、初めて本当の能力を発揮する。まだ分からないのかい……」

　ジュニアはライムの肩かたを抱きしめて、フェイスに向かって力強く言った。

「フェイス……僕をここまで導いてくれたのは力なんかじゃない。ブラットベリーが……チェリーが……ライムが、その心が助けてくれたんだ」

「心……乙女回路……？　それではそれがキサマには分かると言うのか!?　同じ血を持ち、同じ『乙女回路』を手にしながら……私に分からないことがキサマに分かると言うのか!?　そんなはずはない……最高のオリジナル・クローンである私が、キサマ如きに劣るはずがあるものか！」

「フェイス……」

　意を決して、ジュニアがゆっくりとフェイスに近づいていく。

「……僕はクローンじゃない」

「なにぃっ!?」

「僕は父さんと母さんの間に生まれた子供なんだ！」

「な……なんだと……！」

「今、何ど処こにいるとも分からない……でも僕ははっきりと覚えているんだ！　母さんの手のぬくもりを……」

「母親……!?」

　フェイスが震える自分の手をジッと見つめる。

　思いもよらぬ事実に、フェイスの借り物の心が動どう揺ようを始めた。

「ぬくもり……!?　母親だと!?　クローンじゃないだと!?　バカな……ならば私の十年間は何だったのだ!?」

　マントの下から自分の分身とも言うべき白い仮面を取りだした。

　ならば、この仮面に素す顔がおを隠かくして生きてきた十年間は……。

「無む駄だなことをやってきたのは私の方だったと言うのかああああっ!?」

　力任せにフェイスは仮面を床ゆかに叩たたきつけた！




　カシャアァァァァァァァン！




　粉々に砕くだけ散った仮面の破片が宙に舞まう。

　ジュニアの前に……ライムの足元に……そしてエッジの体の上に……仮面の破片は舞い落ちた。

「あん……？」

　自分の足元に落ちた破片の一片をライムが何気に拾いあげる……。

「フェイス。僕には分かったんだ……父さんが本当に望んでいたことが！　……だから、だからもう終わりにしよう」

　ジュニアがそっとフェイスに手を差しのべる。

「寄るなあああああっ！」

　ジュニアの手を振ふり払はらい、フェイスが玉座から立ち上がった！

「私は認めん！　キサマに何も渡わたすものか……父上も！　ロマーナも！　この命も！」

「！」

　フェイスはジリジリと後ずさっていく。

　ジュニアはその背後にある大きな亀き裂れつを発見した！

「フェイス!?」

「いいかジュニア……いつかキサマも思い知る時がくる。私はヴィレイであり、キサマは私なのだ！」

「フェイス、ダメだああぁぁぁぁぁぁっ！」

「私の勝ちさ、クククク……ハアーーーーーーハハハハハッ…………」

　フッとジュニアの視界からフェイスが消えた！

「フェイス！」

　微かすかな笑い声を残して、亀裂の間から身を投げたフェイスはプラズマ雲に消えていった……。

　プラズマ雲の中で、音もなく一筋の閃せん光こうが走った……。

　ジュニアの手が、空しく宙を摑つかむ。

　フェイスは去った。

　とても自分の手の届かない所へ……。

　この瞬しゆん間かん、ロマーナはクローンの呪じゆ縛ばくから解き放たれた。

　しかし、その代だい償しようはあまりにも大きい……。

　父を失い……ブラッドベリーを、チェリーを失い……そしてフェイスもまた、ロマーナの歴史が生んだ哀あわれな被害者だったのだ……。

「そんな……違う、違うよ。死んじゃったら、何もできないじゃないか……何も」

　空になった自分の手を、ジュニアはギュッと握にぎりしめた。

「ジュニア……ねえ、ジュニア」

「ライム……」

「ジュニア、ボクはずっとジュニアと一緒にいるよ。だから、そんな悲しい顔をしないで」

　ライムがジュニアの頭をギュッと抱き寄せる。

「ライム……そうだね……ライム……」

　ジュニアの耳に、ライムの心の鼓こ動どうが伝わってきた。

　ライムの胸の奥おくで鼓動する『乙女回路』の音を聞きながら……ジュニアは得も知れぬぬくもりと安らぎを感じ取っていた……。

　それは、人間の記憶の根元に眠るもの……。

　その鼓動は、すべての始まり……。

　小さく……強く……そして、優しく……。










終章　マリオネットの中の歴史







　ロマーナの町に、ささやかながらも復旧の槌つち音おとが響ひびきだしていた。

　荒あれた町を元通りにし、本来のあるべき姿に戻もどるために……。

　三人の勇ゆう敢かんなるセイバーの手によって守られたこのロマーナに、新たにまた三つの元気な声が返ってきた。

「ウハハハーーーイ！　わーーーい、ジュニアーーーーーッ！」

「ちょっと、こら待ちなさい、ライムーーーッ！」

「こらっ、二人とも、遊んでないでちょっとは手伝いなさいよ！」

　元気な声の主あるじは……そう、ライムと、そして壮そう絶ぜつな死し闘とうの跡あとから無事保護され復活を果たしたチェリー、ブラッドベリーである。

「うんしょおっと！」

　ブラッドベリーが大地に大木を立てる傍かたわらでは、ジュニアもハンマーを片手に汗あせを流している。

「さあ、ジュニア様。お昼にしましょう」

　ランチボックス片手にチェリーがはしゃぐ。

「あ～～～、ボクも食べるう～～～！」

「んもう、ライムはさっき食べたでしょ。食いしん坊ぼう！」

「ハハハ……じゃあ皆みなで一いつ緒しよに食べようか。ブラッドベリーもおいでよ」

「はい。あとこれだけやったら……うんしょおおおっと！」

　三人の楽しい仲間に囲まれて、昔と変わらない平和な日々が戻った。

　そう、復活を機に、チェリー、ブラッドベリー、そしてライムからもあの忌いまわしい事件の記き憶おくはキレイさっぱり消去されていた。

　ジュニアと三人のセイバーたちがこれからやるべきことはただひとつ。

　ロマーナの復興！

　余計な記憶は彼女たちには必要ない。

　そう、ジュニアは考えたからだ。

　浅黒く日焼けしたジュニアの顔は希望に燃えていた。

「あらっ!?　ジュニア様、以前からこんなペンダントしてましたっけ？」

　チェリーがジュニアの胸に輝かがやくペンダントを目ざとく見つけた。







[image: ]







「あっ、これボク知ってるよ！　え～～～と、え～～～と、あのねえ……」

　一いつ瞬しゆんギクリとするジュニア。

　それはライムが握にぎっていた、フェイスの残した仮面の破片から作ったものだ。

「え～～～と、うん、そうだ！　……忘れちゃった！」

「へっ？　んもう、ホントにライムのおバカさん！」

「プッ、ハハハハハハハ……！」

「フフ……フフフ……！」

「エヘッ！　エヘヘ……！」

　ジュニアが笑うのを見て、つられてチェリーが笑った。

　ブラッドベリーが笑った。

　ライムも笑った。




　記憶は消し去ることができても、心は消し去れないのか……？

　ジュニアのペンダントを見た時、確かにライムの『乙女おとめ回路』は鼓こ動どうしたのだ。

　大きく……ひとつ……ドクン、と……。




　知らない方がいいことを胸の奥おくにしまい込んで……。

　この愛いとしきセイバーマリオネットたちに、幸あれ……。









　あとがき




「わーーーーぃ！　ボク、バカだけど小説家！」

　世も末である。

　典型的なＢ型人間として、お気楽極楽に生きてきたこの男が『小説やらないか？』と、言われた時に断ろうはずはなかった。

　それがたとえ、あかほりさとる・ねぎしひろしコンビがおくる美少女サイボーグ・ノンストップバトルアクションＯＶＡのノベライズ化だとしても……。

　当然の結果として、後日、この男は想像を絶する産みの苦しみを味わうこととなる。

　ＯＶＡのクオリティが高すぎるのだ！

　すでにご覧になった方はご存じの通り、あの壮絶なバトルシーンをどうやって活字で表現したらいいのだ!?

「そりゃ…………無理だな」

　Ｂ型はあきらめもよかった。

　戦闘シーンの臨場感はＯＶＡで存分に楽しんで頂くとして、小説版ではジュニアと、それを取り巻くセイバー達の成長過程に重きを置こう……と。

　そう決めたのはいいが、果たして、この男の愛しいセイバー達に対する熱い思いの丈は十分にお伝えできたであろうか？

　今となっては、その判断を読者の皆々様方に委ねるしかないのである。

　……が、それを思うと、未だ夜中に身悶えざるをえない、哀れな男であった。

　ま、書いた本人が苦しむのは自業自得として……遅々として一向に進まない原稿を待つ編集部の苦しみは、それこそ活字では表現できないものであったと推測される。

　ここは素直に謝ってしまえ。

　ごめんなさい！

　さて、このように多方面に散々ご迷惑をおかけしたこの男、己の非力さと産みの苦しみを痛感し、さぞや今頃落ち込んでいようと思うのだが……。

「『Ｊ』もいいけど『Ｒ』のライムが一本立ちした話、続けましょうよ、あかほりさ～ん」

　などと、ほざいているところを見ると、まるで懲りてはいないようだ。

　やれやれ……。

　その男の名は、長谷川勝己。

　典型的なＢ型である。

　嫁さん募集中である。









　セイバーマリオネットＲによせて




　長谷川さんはやってくれたぜ！

　いやはや、Ｒは見事に小説としてよみがえった！

　こりゃ、もう、感涙ものだよ、うん！




　長谷川さんは、ボクと同じ小山高生師匠の弟子で、ボクからすれば弟弟子にあたる。

　とは言っても、年齢は向こうのほうが上だけどね。

（本人注・たった二つじゃないですか～！）

　そして、現在は我があかほりさとる事務所のホープなのだ。

　性格は極めて温厚、しかも真面目である。

　けど、さすがにあかほりさとる事務所に来るだけのことはある。

　熱く魂を燃やす熱血漢！　しかもスケベだ。

　おう、これはまさに『セイバーマリオネット』シリーズを書くために生まれてきた男としか言いようがない！

　やったぜ、ハセピー！

　そんな安易な理由で、長谷川さんに『Ｒ』の小説をまかせたんだけど、あがってきたものは予想以上の出来。

　うん、ボクの目に狂いはなかったぜ！




『セイバーマリオネットＲ』は今、ボクがドラゴンマガジンで連載している『Ｊ』からすれば二〇〇年後の世界だ。

『Ｊ』と同じく、テーマは〝人とロボットの愛〟。

〝人とロボットの愛〟というと、ボクはすぐ故手塚治虫先生の『火の鳥』を思い出す。

『火の鳥』の中に出てきたロビタというロボットの誕生秘話。それは、人と機械が愛し合うという荒唐無稽さを超えたラブロマンスだった。

　ああした高尚な方向とは違うかもしれないけど、このセイバーシリーズでは、一貫してこのテーマを描いていきたいと思う。




　そのためには、長谷川さんももっと書くんだよ！





一九九五年八月　　あかほりさとる











ＳＭガールズ




セイバーマリオネットＲ
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